
-
宮 子 遺 跡 一

多く、壁高は10cm-12cmである。

〔柱穴〕主柱穴は4、柱穴状ピ・ソトは6基認められる。主柱穴のうち東側2基(ビットNo・1

No.4)は東壁と重複し、ピ、ソトNo.1とNo.3は、長方形のプランしている。

第6表 (単位:。m 径は東西×南北)

ピントNo. No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 9 No.10 No.12 No.13 No.14 No.18 

上甥径 14×32 21×19 19×37 28×31 25×26 22×19 32×14 20×30 21×22 26×26 

下甥径 7×10 11×14 8×30 20×20 12×12 11× 7 16×11 14×19 9×10 8×14 

深 さ 27 31 35 26 19 17 6 6 26 32 

堆樹上 
10丁R㍉ 10YR% 10YR% 10YR% 100′R% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR㌔ 

黒鰐色碇植土 黒褐色腐植土 黒褐色腐植土 黒褐色鷹栖土 黒褐色腐植土 黒褐色臨終土 黒褐色腐植土 黒褐色腐植土 黒褐色腐植土 黒褐色腐植土 

解 格 主柱穴NE 邦主穴NⅥI 主柱穴SlV 持主穴SE 柱穴状NlV 柱穴状NW 柱穴状SW 柱穴状SW 柱穴状中央 柱穴状中央 

〔かまど〕東壁北寄りにつくられている。燃焼部は横約30cm、奥行約110cm、深さ7-16cmで

ある。両袖は大部崩れているが若干残存し、袖中に埋めた礫が北側に5個、南側に4個残存し

ている。煙道は長さ約70cm。巾約30cm。深さ約6cmである。晴赤褐色焼士と浅黄色シルト質土

が堆積し、煙出寄りに杯B類No.1が、内面を下にして検出された。煙出は、上場径東西47cm、

南北50cm、下場径東西20cm、南北30cm。深さ22cmで、焼士炭化物礫を包含している。

〔貯蔵穴〕柱穴及び柱穴状ピット以外のど、ソトは11基検出された。第6表の通り性格不明の

ものがあり、特にピソトNo.16は、住居跡に伴うものかどうか疑問で、平面形や深さ等類例がな

い。堆積土中に遺物を多く包含するのはビットNo21である。

第7表 (単位:。m 径は東西×舶ヒ)

ピットNo. No.5 No.6 No.7 No.8 No.11 No.15 No.16 No.17 No.19 No.20 No.21 

上場後 80×52 36×50 61×48 ∠ま0×/書6 93×119 46×40 88×40 36×43 80×132 35×33 53×67 

下場径 45×25 25×40 43×36 20×18 66× 92 24×22 61×22 17×19 67×100 9× 4 12×32 

深 さ 8 4 14 12 10 13 64 15 16 16 20 

堆損上 
10l’li% 10YR% 10l’R% 10YR得 10YR% 10YRタイ 101’Rライ 10l’Rタイ 10YR% 10†’R% 10Y邸宅 

聖薄色雄雌上 製鞘色I, 納上 黒 潤色櫓騎士 場購色腐舶上 装薄色鷹栖上 黒海色寓彊工 黒榔色腐鮪二 誤姻色腐鱒二 恐薄色腐植土 黒榔色腐栢l二 黒鵜色鴎鱒l: 

性 格 高楼穴状 宜華:-子 状 字磁穴状 字雌穴状 貯蔵穴状 不 明 不 明 貯蔵穴状 貯蔵穴状 不 明 子機穴状 

〔その他の施設〕確認されなかった。

〔年代決定資料〕土師器、長胴饗88点、小型饗110点、内黒饗6点、内黒埼81点、内外黒色杯

8点。須恵器、壷13点、小型轟1点、 I不A類70点、 I不B類132点、高台杯1点。砥石1点が出土

した。杯類はみな同転糸切りである。

出土遺物

土師器

長胴蛮(21図lへ4) 1は口縁部体上半部坊、体下半部底部小破片多数残存である。休部外

面の箆削り箆をでは、口端部から4.6cm下から始まる。胎上軟質砂粒を含む。色調は浅黄橙色。

焼成は不良。外面各所に焼上が付着する。Ql ・Q4床面、かまど焚口出土である。 2は、口緑

部体上半部米残存である。成形・調整技法は、 1とはヾ同じである。口緑部は1よりかなり外

皮する。休部の箆削り箆なでは、口端部より3.6cm下より始まる。胎士軟質砂粒をか在り含む。
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色調浅黄橙色。焼成やや不良。 Q4床面出土である。 3は、口緑部体上半部米残存である。成

形・調整技法は1とはヾ同じである。口緑部は、かをり外反し、 1 ・2よりも薄い。休部の箆

削り箆をでは、休部上端(口端部よりl.7cm下)から始まる。上端は右上・一→左下とやや斜めで

ある。胎土軟質砂粒をかなり含む。色調浅黄橙色。焼成やや不良。 Q4床面出土である。 4は口

緑部体上端部%以下残存である。内外面共横なでであるが、外面の横なでによる凸凹は1-3

より著しい。胎土軟質砂粒を若干含む。色調にぷい橙色。焼成不良である。 Ql埋土出土である。

その他に、口緑部10点、休部破片66点、底部8点が出土した。他の口緑部もみな上に挽き出さ

れておりくの字形に外反している。休部破片は、内面は横をで外面上半は横なで下半は箆

削り箆をでが大部分であるが、内面下半に桟なで後、縦になでているものもみられる。底部は、

下面が箆削りか鹿毛で調整、上面が不定方向の箆をでの様である。体下端と底部の破片の中に

体下端外面に叩き目痕が左上一右下へ斜めと、縦に施され、底部下面全体に砂粒が密に付着し

た破片があり、底径は7.8cm、 Ql床面出土である。またQ4床面出土の底部破片は、底径10cmf,

下面は箆なで調整されている。

小型蛮(21図7へ12) 7は、口緑部米以下、休部米、底部はヾ全部残存である。口緑部から

底部までいくつかの破片が接合した。口緑部は外皮するが、口端の挽き出された部分は、内

傾している。残存する休部の破片は大部分2次焼成を受け変質している。胎士軟質砂粒をかな

り含む。色調はにぷい橙色。焼成はやや不良。 Ql床面、 Q2.Q3理工出土である。 8は、口緑部

体上半部寿残存である。体中央部破片に焼け爛れているものがあり、 2次焼成を受け剥離した

と思われる。胎土軟質砂粒をかなり含む。色調はにぷい橙色。焼成やや不良。かまど出土であ

る。 9は、口緑部体上部米以下残存である。口端部の挽き出された部分は直立する。胎土軟質

砂粒若干を含む。色調は灰褐色一にぷい橙色。焼成はやや不良。 Q3埋士出土である。 10は、体

下半底部が全部残存である。若干休部に歪みがみられる。底部は下に張り出し、下面中央が、

れすかに凹んでいる。胎土軟質砂粒をか在り含む。色調はにぷい赤橙色、胎部は黒色である。

焼成は不良。南壁際はヾ中央より出土した。 11は、口緑部体上部米残存である。口端部の上に

挽き出された部分は内傾する。胎土軟質石英等砂粒をか在り含む。色細ま褐灰色一淡赤橙色。

焼成は不良。 Ql ・Q4床面出土である。 12は、口緑部体上部%残存である。口端部は9と同様直

立する。口緑部休部外面は2次焼成を受けたためか、剥離した部分が大部みられる。また内外

面のl部に黒褐色の煤かタール様の付着物がみられる。胎土軟質砂粒をか在り含む。色調は灰

褐色。焼成は不良。 Ql・Q4理工出土である。他に3点口緑部破片が出土しているが、小破片で

測定不能、全容不明である。 1つは口緑部だけの破片3片で内外面は煤様の黒色付着物がみ

られる。 Ql・Q4埋土出土である。 1つはろくろなで成形で胎士にかなりの砂粒を含んでいる。

ビットN。.19出土である。 1つは、休部外面上端から縦に箆をで痕を持ち、口端部と外体面の一
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部が黒色化している。 Q3床面ビットNo.17出土である。 3点共口端部が上に挽き出され、口緑部

はくの字形に外皮している。休部の小破片は、ろくろなで成形が39点、縦に箆削り箆なで調整

が27点、磨滅等により不明のもの27点である。底部は、回転糸切り癌周磐のもの5点、箆削り

か箆をで調整のもの3点である。従って小型の饗は、長胴の饗と同様の外面調整のものと、ろ

くろなで成形無調整のものとに分けられる。

内面黒色処理蜜(21図5)休部若干の破片4点と、底部米残存である。休部内面は縦に磨き、

一部櫨磨き、外面は縦に箆削り箆なで。底部上面は放射状磨きの様であるが、平坦でなく凸凹

がある。下面も箆をでの様であるが、大部凸凹がある。胎士軟質砂粒をほとんど含まない。色

調はにぷい橙色。焼成不良である。 Ql床面、かまど、 Q3床面から出土し、大部分内面の黒色

は消えている。 6点共同1個体か2個体分位と思われる。

内外面黒色処理杯(21図6)口緑部休部底部共牙残存であるが、底部3点は接合しか㌔個

体数は不明である。口縁都体部の破片2点は同一個体と思われ、休部がかなり外傾する。底部

破片3点は、下面に磨きはなく回転糸切り鮎周整、黒色処理のみである。体下半の破片2点は、

黒色処理のみで外面に磨きの痕がみられない。内面は1点に磨きの痕がない。他の1点は底

部の破片と思おれ、両面が磨きの痕がみられる。以上の事から5個体位とも思おれる。

内栗林(22図1-8) 1は口縁部易、休部%、底部全都残存である。口緑部外面まで黒色処

理がみられ、磨きは内面のみである。休部外面に塞書が認められる。下半中央と左側が欠損し

ており明確ではないが、 「恵」の樹こ見える。休部下端と底部には箆削り調整は認められをい。

胎土はやや軟質で砂粒をほとんど含まない。焼成はやや不良でQ2.Q3.Q4埋士Q3床面出土

である。 2は口緑部休部寿、底部全部残存である。黒色処理は口緑部外面の1部まで及んでい

る。休部内面の一部は黒色処理が消えている。休部下端の一部に箆削り調整がある。体部下半

に墨書が認められるが、上半と左半が欠損し、磨滅しているため字体は不明で 2字以上書か

れているように思おれる。胎上はやや軟質砂粒をほとんど含まか、。焼成はやや不良でQ4床面

出土である。底部に薄いが黒斑様の黒色部がみられる。 3は、口緑部休部易、底部%残存であ

る。口縁部外面まで黒色処理が及び、磨きは内面のみである。体部下半は箆削り調整が酬寮で

ある。胎土はやや軟質砂粒はほとんど含まない。焼成はやや不良。ビットN。.21出土である。底

部下面から休部下端にかすて黒斑がある。 4は、口緑部休部米、底部全部残存である。黒色処

理は白線部外面から一部外体部下半にも及ぶ。体下端に回転箆削り調整が認められる。胎土は

軟質砂粒を若干含む、焼成はやや不良。ピソトNo21出土である。 5は、口緑部休部易、底部全

部残存である。内黒処理は一軸」縁部外面に及び、磨きは内面のみである。休部外面下端と底

部に黒斑が認められる。底部下面中央がやや凸んでいる。胎土やや軟質砂粒をほとんど含まな

い、焼成はやや不良である。 Q2北西隅出土である。 6は、山綾部休部光、底部%残存である。

--
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内黒処理と磨きは内面のみである。休部外面下端に黒斑がある。胎土やや軟質砂粒をわずか含

む。焼成はやや不良である。ピ、ソトNo.21出土である。 7は、口緑部若干、休部光、底部%残存

である。 2と同様かをり外傾する椀形である。内黒処理と磨きは内面だけである。底部下面縁

に黒斑がある。胎士やや軟質砂粒をれずか含む。焼成はやや不良である。 Ql.Q3.Q4床面出

土である。 8は、口緑部%、体上部若干残存である。内黒処理と磨きは内面のみである。休部

外面はろくろなでによる凸凹がかなり認められる。胎土はやや軟質砂粒をわずかこ含む、焼成

はやや不良である。 Q4床面出土である。他に口緑部破片26点、休部破片41点、体底部破片2点、

底部破片4点が出土している。口緑部破片は、内黒処理が外面にも及んでいるもの24点、内面

だけのもの12点。内面が磨きのみのもの1点である。休部破片41点中に内外面に磨きがあり黒

色処理の認められないものが1点ある。底部破片6点中、下面に箆削り調整のあるもの2点。

回転糸切り無調整のもの3点、磨滅著るしく不明のもの1点である。下面に箆削り調整のある

もの2点け、休部外面下端にも箆削り調整が認められ、ろくろを使わず手持で体下端と底面下

面を箆削りしている。全体傾向は、口緑部は外反するものが少なく、体壁ががをり丸みをもち、

かなり外傾する椀形で胎土に砂をほとんど含まない事である。

須恵器

壷1つは休部坊、底部易残存である。休部は上端と下端にやや丸みをもち、中央部はほヾ

直線的であり、あまり外傾しか、事から蛮形に近いのではか、がと思おれる。休部外面調整は

上端部が桟なで後縦に箆削り箆をで一部に平行叩き目痕がみられる。中央部は縦に箆削り箆

をで下半部は縦に箆削り箆をでで下端は斜めに箆をで痕が付く。下端部に平行叩き目痕が

付く、内面は上半が様なで下半部は純なで下端部は横なでである。底部上面は不定方向に

なでられ、下面は箆なでと思おれるが、凸凹著しい。胎士硬質砂粒を若干含む、色調は灰褐色

-にぷい赤褐色。焼成は良好である。底径は約11cm。かまど焚口、煙出、 Ql.Q3.Q4床面及び

埋土出土である。 8片l個体分と思われる。 1つは、休部の小破片6点でかちり大型の壷で

ある。内外面に平行叩き目痕が施される。胎士は硬質砂粒をほとんど含まれ、。色調は灰白色。

焼成はやや良好でQl・Q3床面出土である。 1つは、休部小破片1点で外面は平行叩き目痕

が斜めに重複し、内面は放射状叩き目痕が施される。胎士硬質砂粒を若干含む。色調は灰色。

焼成は良好である。 Ql埋士、 Q3床面出土である。 1つは、休部小破片2点1個体分で外面

は平行叩き目痕が斜めに重複し、外面は放射状叩き目か平行叩き目と、平行叩き目が直角に重

複している。胎上硬質砂粒を若干含む。色調は灰色。焼成は良好でQl ・Q4埋士出土である。

1つは、休部小破片で 2片l個体分である。外面は畳表様の叩き目痕が斜めに重複し、内面

は波状の叩き目が重複している。胎土硬質砂粒をれずかこ含む。色調は灰色。焼成は良好で

Q3床面とQ4埋上出土である。 1つは、口緑部米の破片である。口端部は、折返しか貼付か不
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明であるが2重になっており、上と外側に挽き出されている。胎土硬質石英粒等砂粒をれずか

含む。色細よ褐灰色。焼成は良好である。ビットNo21出土である。 lつは、肩部上半の小破片

で外面に自然袖が付着する。胎上は硬質石英等砂粒をかなり含む。色調は灰色。自然粕は黄

灰色である。焼成は良好でQ3床面出土である。他に口緑部l点、休部4点体下・底部1点

の小破片がある。いずれも住居跡内埋士から出土した。

小型広口壷(23図7)口緑部方、休部舞、底部易残存である。口緑部はわずかに内湾し外傾

する。体壁は上半部が丸みが強い。底部下面中央が凹んでいる。胎士は上記壷と同様硬質で

焼成も良好である。かまど石神(南)先端部出土である。

杯A類(22図9へ13、 23図l-5) 22-9は、口径底径に比べ、器高がかなり低い。胎土は

硬質で砂粒をほとんど含まれ、。焼成は良好である。ビットNo21出土である。 22-10は、やや

歪みがみられ、口緑部休部内外面の一部に煤様の黒褐色付着物が認められる。胎士はやや硬質

で砂粒をほとんど含まれゝ。焼成はやや良好である。 Q3床面、 Q4理工出土である。 22鵜11も、

やや歪みがあり、体壁はろくろなでによる凸凹が苦るしい。底面がやや下に張り出している。

胎上は硬質で砂粒をほとんど含まか、。焼成は良好である。ビットN。.21、かまど燃焼部及びQI

Q3床面出土である。22-12も、口緑部休部に歪みがかなりみられ、体壁にろくろをでによる凸

凹が苦るしい。口緑部外面に重ね焼きの痕がみられる。胎士硬質砂粒をほとんど含まれ、。焼

成は良好である。 Ql・Q2・Q4埋上より出上した022-13にも、口緑部に若干の歪みがみられ、

体壁はろくろなでによる凸凹力漕るしい○底部が若干下に張り出す。胎士硬質砂粒をわずか含

む。焼成は良好である。ピソトNo.21田上である。 23-1は、他の物に比べ体下端がかなり丸み

をもつ底部は下に張り出し、中央がかなり凹んでいる。胎土はやや硬質砂粒を若干含む。焼成

はやや良好で、ピ㌧トNo21出土である。 23-2は、 22-9よりも外傾し、体壁の凸凹もかをり

苦るしい。胎土やや硬質砂粒をほとんど含まれ、○焼成はやや良好でQ3理工出土である。

23-3は、他のA鮒不より砂粒を多く含むが、器形・体壁・胎上・焼成は、ほヾ同様である。

Q4床面より出上した。23-4は、 23-3よりやや白っぽい灰白色で器形・体壁はほヾ他と同

様である。胎土はやや硬質砂粒をほとんど含まれ、。焼成はやや良好。 Q2埋土出土である。

23-5は、小破片4点で全容は不明である。胎士はやや硬質砂粒を若干含む。焼成はやや良好

でQl理工ピットNo21出土である。他に口緑部小破片23点、休部小破片30点、底部破片7点が

出上した。いずれも、ろくろなで成形鮎周整○回転糸切り。口緑部外反。胎士硬質砂粒をほとん

ど含まれ、。色調灰色一灰白色。焼成良好。という共通点をもつ。

杯B類(23図8へ12) 8は、ろくろをで整形窮周整である。体壁は下半部が外反、中央が丸

み、上半ばはヾ直蜘勺である。ろくろなでによる凸凹は少か、。内面下半部に火棒様の痕跡が

ある。外体面に墓雷が認め・られるが、薄く明確で和、○胎上やや軟質砂粒を含む。焼成はやや
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不良で煙道先端側に底部下面を上にした状態で出土した。 9は、ろくろをで整形無調整であ

る。休部中央と下半は直線的に外傾し、上半部に丸みがある。ろくろなでによる凸凹が体壁に

若干みられる。胎土は軟質砂粒を若干含む。焼成はやや不良でQl床面出土である010は、ろ

くろをで成形無調整である。体壁全体がかをり丸みをもつ。ろくろなでによる凸凹は少か、○

胎土はやや軟質砂粒をかちり含む。焼成はやや不良でQl ・Q3・Q4床面と埋土出土である。 11

は、ろくろなで成形無調整である。体壁は上半と中央が丸み少をく、下半部の丸みが強い。外

体面下半から底部へかすて黒斑様に黒変している部分がある。胎土やや軟質砂粒をほとんど含

まか、。焼成はやや不良で埋土1層出土である。 12は、ろくろなで成形無調整である。体壁

はろくろをでによる凸凹がみられ、中央部が丸みをもち、上半と下半は丸みが少ない。胎土は

軟質砂粒をかをり多く含む。焼成は不良でかまど燃焼部出土である。その他に、口緑部44点、

休部65点、底部17点が出土している。口縁部は外反するものが多く、直線的なものや、内湾気

味のものも若干ある。体壁の丸みは、上半が強いもの、中央が強いもの、下半が強いものと、

多様である。底部は皆回転糸切V)で下に張り出すものと、そうでか、ものがある。胎土は大部

分やや軟質で砂粒を含んでいる。色調は橙色系が多いが、杯A類の焼き損じかと思おれる灰色

部のみられるものもある。杯A類と比べ共通点は、ろくろをで成形無調整、回転糸切である。

異なる点は、口緑部がA類ほど外反しないものが多い。胎土に砂粒がB類の方が多く含まれる。

色調がB類は橙色系、 A類は原色系である。焼成はB類が不良で A類が良好である。明確で

はをいが、 A類は器高が5cm以下で B類は5cm以上のものが多い様に思える。以上の傾向が

みられるが、これはBb18住居跡の遺物のみの結果である。

高台杯(23図6)体部下半寿、底部大部分、高台部%残存である〇日緑部と休部の大部分を

欠損しているため全容は不明である。胎土硬質砂粒をほとんど含まない。色調は表面が灰色、

胎部は灰褐色である。焼成は良好である。以上から杯A類と同様のものに、高台部を貼り付け

たものと思おれる。

砥石(23図13) 13のlは下面。 13の2は折断部の方からみて左面。 13の3は上面0 13の4は

折断割の方からみて右面。 13の5は右側が上面、左側が下面、上が左面、下が右面である。残

存部長さ18.lcm。巾約19cm。厚さ約8cmT, 4面共利用された痕跡はあるが、右面は剥離した

のか、自然面に凸凹が馨るしかったのか、あまり明確ではない。多く利用されて凹んでいる面

を上面とした。複輝石安山岩で多孔質のため粗低と思われる。

(8) Bd62住(第24図)

〔遺構の確認〕基準線より東へ14.28m-20.14m。基準点より北へ16・24m-19・79mの地点、

Bd62地区とその周囲に、黒褐色及び同音褐色の落ち込みを確認した。遺構確認面は表土下の黄褐

-
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褐色シルト質土である。(第3次調査)

〔重複・増改築〕住居跡内の東寄りを南北に巾25cm、深4cmの溝が走っており、かまどと思

われる地点を切っている。第1次調査以降何度も重機が入って地面を削平しており、かまどと

思われる地点の焼土が異様に盛り上っていた。また、西壁と柱穴ピ、ノトNo.2とNo.3の間の床面

にBd62溝状土塊が検出された。床面上の堆積土が若干溝状土塊の上層に入り込んでいる。

〔平面形・方向〕東西約5m、南北約4.25mの長方形である。主軸方向は、かまどの位置が明

確でないため断定は出来をいが、南壁束寄がかまど跡とすれば、 S-15.5O-Eで南である。

〔堆積土〕住居跡の中央部は床面が一部検出面に露出している状態であった。

1層10YR%黄褐色シルト質土、やや密で、粘性あり。地山と同質、 2層10YR%暗褐色腐植

土、粗で、粘性をし。 3層10YR%黒褐色腐植土、粗で、粘性なし。所により焼土を含む。 4層

10YR郷音褐色腐植土、粗で、粘性ややあり、シル上質土を含む。 5層10YR%黒褐色腐植土、

粗で粘性ややあり、焼士遺物を含む。 6層10YR%黒褐色腐植土、やや粗で、粘性ややあり、

シルト質士を若干含む。 7層10YR%黒褐色腐植土、粗で粘性をし、シルト遺物を含む。

〔床面〕かなり凸凹がみられる。特に壁際と、南西隅が掘り方状になっている。貼り床は確

認されなかった。床面から壁への立ち上がりは、東壁と南壁では明確でなく、北壁と西壁は緩

やかで壁高は2cmへ10cmしかなく、旧表土面をか有り削平してしまったようである。

〔柱穴〕主柱穴は4 (ピ・ソトNo.1へ4)柱六状ピ・ソトは1 (ビットNo.9)である。ピ・ソトNo.

1は、上場径29×22cm。下場径15cm。深さ53cmf,東壁中央部に接している。堆積土は住居跡

堆積士6層である。ピ・ソトNo.2は、上場径24×21cm。下場径23×21cm。深さ58cmT. Q3床面に

位置する。堆積士は住居跡堆積土6層である。 tiソトNo.3は、上場径20cm。下場径18cm。深さ

57cm。自然に倒れたか、引き抜いたか不明であるが、上場が南に10cmほどずれ、更に径30cmの

ビットが南側に続いている。堆積土は住居跡堆積土6層でQ3床面に位置する。ビットNo.4は、

上場径23cm。下場径14cm。深さ53cmf, Q4東側に位置する。上場が下場より10cm南西にずれて

いる。堆積士は住居跡堆積士6層である。ビットNo.9は、やや方形のプランをもつ小ピットで

上場径14cm。下場径9cm。深さ9cmT,西壁やや南寄りに接してつくられている。堆積土は住

居跡堆積士6層である。

〔かまど〕原形・痕跡共とヾめていない。焼土の堆積は束壁際に2カ所、南壁際に2カ所あ

り、最も堆積量の多いのが、南壁東寄りである。ここは溝によって切られているためと、ビッ

トNo.12の西側と重複しており、焼士を除去しても、かまどの痕跡は確認されなかった。他の3

カ所についても、焼上の下には、かまど跡らしい痕跡は確認されをかった。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ピ・ソトは2基(ピ・ソトNo.12・13)、他の6基回生格不明である。

-
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第8表 (単位:c叩 径は東西×闘ヒ)

ピ・ノトNo. No. 5 No. 6 No. 7 No. 8 No.10 No.11 No.12 No.13 

I 場 径 110×114 35×53 44×28 22×30 60×43 38×29 86×87 82×90 

下 場 径 85× 85 17×30 28×17 6× 6 28×16 34×24 63×66 54×59 

深 さ 20 10 13 11 10 12 22 27 

平 面 形 門 形 不 整 形 やや長方形 楕 円 形 楕 円 形 卵 形 やや円 形 やや円 形 

堆樹 上 
5桶、腐植土 10YR% 10YR% 10YR舞 10YR% 10YR% 101’R% 10l’Rタを 

シルト 紫薄色悌植上 黙約色腐植土 黒的色燭植上 黒郷色腐植上 黒的色腐植上 県的色腐植上 熟謝色鷹栖上 

性 格 不 明 不 =) 不 明 不 明 不 明 不 明 貯蔵穴状 貯蔵穴状 

〔その他の施設〕確認されなかった。

〔年代決定資料〕土師器、長胴蛮66点、小型蛮33点、内黒埼26点、内外黒色杯l点。須恵器、

壷10点、長頸壷7点、杯A類27点、杯B類62点が出土した。検出面から床面までは2cm-10cm

のため、ほとんどの遺物はピ・ソト内堆積土及び焼土中からの出土である。杯類は大部分回転糸

切りである。

出土遺物

土師器

長胴蜜(第25図1へ4) 1は、口緑部体上半部米以下残存である。口縁部と休部の境は明確

では老い。口緑部は短く、やや外反する。休部上半はやや内偵し丸みは残存部下端にわずか見

られる。胎土軟質砂粒を若干含む。色調は淡橙色。焼成はやや不良。ピ・ソトNo.13出土である。

2は、口緑部体上端米以下残存である。口緑部はほヾ直線的に外反し、休部上端はほヾ直線的

にわずか内偵する。胎土は軟質砂粒を含む。色細よ浅黄橙色。焼成は不良で磨滅著るしい。

Q4付近に露出していた。 3は、口緑部米以下の小破片である。口緑部のみの破片で全容は不明

であるが、口端部断面は、小型饗より長胴饗に類似する。胎土軟質砂粒をかなり含む。色調は

灰白色。焼成は不良で磨滅馨るしい。ピットNo.13出土である。 4は、口緑部体上半部兆残存

である。休部から口縁部まで直線的に外傾しているため深鉢形に近いと思おれる。口端部がわ

ずかに外反する。体壁は歪み凸凹がかなりあり、壁面調整が充分施されていない。休部外面に

焼土が付着している。胎上軟質粗砂粒を含む。色調は淡橙色。焼成は不良。ビットNo.13出土で

ある。他に口緑部2点、休部49点、底部10点が出土した。口緑部2点は、 25図2と類似した成

形である。休部破片は、外面が箆削り、箆なでが施される。内面は櫨をで下半になると斜め

樹こなでが施される。底部は1点が、外縁を外側に張り出しており、他は張り出さない。大部

分ピットNo.12・ 13出土である。

小型蜜(25図5へ7 ・26図1) 25-5は、口緑部休部底部坊残存である。口縁部はやや外反

し、かなり歪み凸凹がある。体壁は中央に丸みがみられ、上下半は丸みが少ない。かなり凸凹

がみられる。休部外面下端は横に調整痕があり凹んでいる。底部は外縁が外側に張り出し、下

面中央が下にやや張り出している。胎土軟質砂粒を若干含む。色調はにぷい赤褐色へにぷい橙
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色。焼成は不良。ピットNo.12出土である。 25-6は、口緑部体上部%残存である。長胴饗と同

様の成形技法である。口緑部はわずかに外反し、体上部はわずかに丸みをもち内傾する。胎土

は軟質石英等砂粒をかなり多く含む。色調は橙色。焼成は不良でかをり磨滅している。 Q2埋

土出土である。 25-7は、口緑部体上半郎党残存である。ろくろをで成形であるが、かなり歪

みがみられる。口緑部は外反し、体上半部はわずかに丸みをもち、わずかこ外傾している。内

外面に煤様の黒褐色付着物がみられる。胎土は軟質石英等砂粒を含む。色調はにぷい橙色。焼

成はやや不良。 Ql床面出土である。 26-1は、口緑部体上半部坊残存である。口緑部は内湾気

味に外傾し、ろくろをで成形であるが歪みが苦るしい。体壁はやや丸みをもつ。ろくろなで成

形である。胎土は軟質砂粒を若干含む。色調は灰褐色へにぷい橙色。焼成はやや不良。ピット

No.12出土である。他に休部22点。体下底部7点が出土している。休部破片は8点がろくろなで

成形、長胴蛮同様休部外面を箆削り箆をでしているもの7点、不明のもの7点である。底部破

片は3点が回転糸切り無調整。 2点は箆削りか箆なで 2点は不明である。回転糸切りの2点

は、底径が7.6cmと7.4cmである。

内黒埼(26図2 ・3) 2は、口緑部休部寿残存である。口緑部外面には黒色処理は認められ

ず、黒斑様のものが1カ所、煤様のものが休部の一部まで認められる。休部外面下端に箆削り

調整は認められない。胎士は軟質砂粒を若干含む。焼成はやや不良。南壁東側焼土内出土であ

る。 2は、口緑部体上部米残存である。口緑部は内外面共黒色処理は消えて、内面磨きのみ認

められる。胎土やや軟質砂粒若干を含む。焼成はやや不良である。ビットNo.12出土である。他

に口緑部6点、休部14点、底部6点が出土している。口緑部は3点が外面まで黒色処理が認め

られ、内1点には磨きが認められる。他の3点は内面のみ磨きと内黒処理である。休部破片は、

皆磨滅しており調整の有無は不明である。底部破片は回転糸切り無調整2点、体下端底部下面に

回転箆削り調整が認められるもの1点、外面磨滅のため不明のもの1点である。

内外黒色処理杯 体部の小破片1点である。磨きは内外面共明確でない。 Q2壁土出土である。

須恵器

壷10点出土しているが、いずれも休部小破片である。内外面に平行叩き目痕のあるもの1

点、内外面其横なでのもの2点、外面平行叩き目痕、内面放射状叩き目痕のもの4点。外面平

行叩き目痕、内面横なでのもの2点、外面剥離し、内面平行叩き目痕のもの1点である。

長頸毒 口緑部破片1点。頭部破片l点。肩部破片l点。休部破片4点である。口緑部破片

は、かなり外反し、口端部が上に挽き出される。胎士硬質砂粒を若干含む、色調は灰色、胎部

がにぷい赤褐色。焼成良好である。頭部破片も、胎土硬質砂粒を若干含む。色調は灰色。胎部

はにぷい赤褐色。焼成良好である。堕の厚さ、胎土・色調・焼成等、口緑部破片と類似する。

Q2埋士出土である。肩部破片は、内面にオリーブ黄色の自然粕が付着している。胎土は硬質砂
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粒を若干含む。胎土灰白色。焼成は良好。 Q4埋土出土である。休部破片中2点は、箆削り箆な

でが施され。内面も縦に箆なでが施されている。一部に灰オリーブ色の自然粕が付着する。胎

土は硬質砂粒を若干含む。色細ま外面黒色、内面灰色、下半の胎部はにぷい赤褐色。焼成良好

である。 1点はピットNo・13、 1点は南壁東側焼土内出土である。他の2点中1点は、外面黒色、

内面灰色、胎部にぷい赤褐色。焼成良好である。南壁東側焼士内出土でもう1点は、内外面

共横なでである。胎土硬質砂粒若干を含む。色細ま灰色。焼成良好である。南壁東側焼土付近

出土である。

杯A類(26図4 ・8-12) 4は、体壁ががをり外傾し皿形に近い。ろくろなでによる凸凹が

みられる。胎土硬質砂粒若干を含む。焼成は良好である。 Q2埋土出土である。 8は、体壁がか

なり外傾し皿形に近い。ろくろなでによる凸凹は、 4より著るしく、体壁も薄い。胎土硬質砂

粒若干を含む。焼成良好である。 Q2・Q3床面出土である。色調は灰色に近い。 9は、かなり磨

滅し、外面の大部分はろくろなでの痕跡が消えている。胎士やや軟質砂粒を含む。焼成は良く

か、。 Q3床面出土である。10は、口縁部が褐灰色に近い、ろくろなでによる凸凹がみられる。

胎士硬質砂粒若干を含む。焼成は良好である。南璧東側焼土内出土である。 11は、上半都に丸

みがみられ、椀形に近い器形と思われる。胎土やや硬質砂粒をれずか含む、焼成はあまり良く

ない。 Ql埋士出土である。12は、かなり磨滅しているが、ろくろなでによる凸凹がかなり認め

られる。胎土やや軟質砂粒若干を含む。焼成はあまり良くをい。 Q2埋士出土である。他に口緑

部14点。休部5点、底部2点が出土した。口緑部は外反するもの7点、れずかに外皮するもの

6点。直線的なもの1点である。休部破片は丸みの大きいものはなく、みなやや直線的で ろ

くろをで成形鮎周整である。底部破片は2点共回転糸切りで1点の底径は約6。mである。

ナ不B類(26図5へ7) 5は、かなり小型である。胎土はやや軟質砂粒をかなり含む。体壁は

ろくろなでによる凸凹が苦るしい。焼成は不良である。南壁東側焼土内出土である。 6は、口

緑部に若干歪みがみられる。胎士はやや軟質石英等粗砂粒をかなり含む。焼成はやや不良であ

る。ピソトNo・12南側出土である。 7は、体壁に丸みがあまりみられず、凸凹のある小破片で

胎士やや軟質砂粒をかなり含む、焼成はやや不良である。 Ql埋上出土である。他にH綾部14点。

休部35点。底部10点が出土した。口緑部破片は、いずれもれずかこ外皮するか直線的である。

休部破片は、いずれもろくろなで成形無調整で 2点はA類の焼き損じと思われ、胎上硬質表

面の一部が灰色である。底部破片はいずれも回転糸切りで1点はA類の焼き損じと思おれ、

胎士硬質で胎部が灰色である。

(9) BeO6住(第27図)

〔遺構の確認〕基準線から西へ4.22m一束へ2.06m。基準点より北へ10.52m-16.48mの地点
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BeO3地区とその周囲に暗褐色一黒褐色の落ち込みを確認した。遺構確認面は表土下の黄褐色シ

ルト質土である。(第3次調査)

〔重複・増改築〕上場径50cm前後のビットが、北壁際束寄。かまど手前、西壁際北側。西壁

際中央に4カ所検出された。いずれも上層に径20cm前後の礫を3個-5個埋めており、性格不

明の石組ビットと思おれたが、西壁中央のピットを半掘りすると、丸太材に針金を巻き付けた

ものが検出された。旧地主に依れば、ぶどう棚を支えたもので、戦前にぶどう栽培をしたとの

事であり、 Ah12住、 AiO9住にも検出され、 50年3月の第2次調査の際、方形同港の内外で検出

された礫を含む小ピットも同じものであった。

〔平面形・方向〕東西約5.5m、南北約5.4mのはヾ方形であるが、西壁より東壁が約40cmほど

長く、北壁より高壁が20cmほど長い。また北壁がやや丸みをもち、中央やや北寄りが30cmほど

張り出しており、歪んだ形をしている。主軸はほヾ東向きである。

〔堆積土〕床面の一部が、検出面に露出した個所もあり、上層は薄く、撹乱もみられた。

1層10YR%暗褐色腐植土層、やや密で、粘性をし、焼土炭化物シルト若干。粉パミ粒状。

2層10YR%黒褐色腐植土層、やや密で、粘性なし、粉状パミスを粒状に含む。

3層10YR%黒褐色腐植土層、やや密で、粘性をし、シルトをブロック状に含む。

4層10YR%黒褐色腐植土層、やや密で、粘性をし、シルトを若干含む。

5層10YR%暗褐色腐植土層、やや密で、粘性をし、焼土、粉状パミスを若干含む。

6層10YR%暗褐色腐植土層、やや密で、粘性なし、焼土、炭化物、粉パミ、遺物を含む。

7層10YR舞黄褐色腐植土・シルト混合層、やや密で、粘性若干あり。

8層10YR%黄褐色シルト層、密で、粘性ややあり、腐植土をわずかに含む。

〔床面〕中央部は、地山をそのまま利用し、平坦である。北側と西側、南側は掘方状の凸凹

がみられ中央部より3へ10cmほど低くなっている。床面より壁への立ち上がりは緩やかを所が

大部分で、壁高は2-10cmである。

〔柱穴〕柱穴は10個所にあり、 tiソトNo.1とtiノトNo.9.10.11が東壁北側に、ピットNo.2と

3が北西側やや中央寄りに、ピットNo.4と5が南西側やや中央寄りに、ピットNo.6が東壁南側

に、ピットNo.14が西側にある。ピットNo.9へ11は、ピットNo.1の補助的なものかもしれ老い。

ピットNo.2と3は並立か、どちらかが補助的なものと思われるが、切り合いで、ピットNo.2の

方が後でつくられている。ピットNo.4と5も、No.2と3と同じ関連と思われ、少し離れている

がNo.5の方がNo.3と同様上場・下場共にNo.4よりやや大きく、上場が若干崩れている。ピット

No.14も柱穴状で、補助的を役割をしたのかもしれない。ビットNo.15と16は、小ピットであるが、

柱穴とは断定できない。主柱穴はいずれも東寄りにつくられ、 No.1とNo.6は東壁の外側につく

られ、ピット2へ5もかなり東寄りにつくられている。
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第9表 (単位:。m 径は東西×南北)

ピットNo. No.1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 No. 9 同.10 No.11 No.14 

上場 後 22×21 19×21 25×30 25×22 26×27 20×20 14×16 13×18 17×18 23×19 

卜 場 径 16×20 12×11 20×25 14×12 23×20 19×22 14×12 5× 9 8× 9 16×12 

深 さ 3l 50 41 47 45 38 27 24 24 43 

雌郡 上 
10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 10YR% 

晴禍色腐植土 暗樹色腐植土 暗褐色鷹栖上 暗褐色腐植土 暗褐色腐植土 暗褐色蘭権士 暗褐色腐栢土 暗褐色腐植土 暗褐色庸埴土 照褐色鷹栖土 

〔かまど〕東壁やや北寄りにつくられている。燃焼部は東西130cm、南北15へ50cmで5cmほ

ど浅く掘り下げている。底面にか怠りの凸凹がみられる。堆積土は3層(27図)でl層 7.5

YR%黒褐色腐植土、密で、脚生存し、焼土・炭化物・シルト・小礫を含む。 2層、2.5YR%極

暗褐色焼士腐植土混合層、やや密で制空をし、炭化物・遺物・粉状パミスを含む。 3層7.5

YR刻苦褐色腐植土・シルト・焼土混合層、密で粘性なし、炭化物・粉状パミス・小礫を含む。

和は両方共に残存しているが、かなり崩壊し痕跡をとヾめているだけと思われる。北側は長さ

64cm、巾15-25cm、床面からの高さ約4cmである。南側は長さ56cm。巾9-25cm。高さ約3cm

である。煙道と煙出は確認されなかった。北袖の東側に壁を長さ40cm、巾25cmほど掘り込んだ

一見煙道様の張り出しがある。堆積土に若干炭化物・焼土は含まれるが、燃焼部からは、かな

り屈曲し、壁は焼けておらず、急に立ち上がっており、煙道とは断定し難い。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ビットと思われるものはNo.7・8・17・18・19の5つであり、他のN。.12・15・

16・20ば性格不明である。

第10表 (単位:cm 径は舶×南北)

ピットNo. No. 7 No. 8 No. 12 No. 15 No. 16 No. 17 No. 18 No. 19 No. 20 

i 場径 58×70 90×76 41×38 36×32 33×23 98×106 65×81 55×42 20×24 

卜場経 25×22 38×47 14×14 5×10 22×16 61× 64 50×60 約40×25 10×12 

深 さ 50 36 18 17 16 21 29 11 11 

擢禎上 
10YR労晴褐色 10l’R刺青的色 10YR%黒褐色 10l’R%暗榔色 10YR%暗褐色 10YRタ碩栂色 10Y剛`茹榊色 10YR夕講紺色 10l’Rタイ黄褐色 

傑桔上・椀∴上 悌栢士・シルト 腐植と・シルト 鷹栖土・シルト 鷹績上・シルト 廃語土・焼土・シルト 腐植土"シルト 腐植土・焼 上 腐植土・シルト 

〔その他の施設〕住居跡の中央西寄りの所に、ろくろ台を据え付けたど、ソト(N。.13)が検出

された。上場径東西41cm、南北46cm。下場径27cm。深さ約67cmf,深さ約15cmから54cmまでの

間に、腐植土とシルトの混合土を周囲に埋め突き固めて、ろくろ台を固定している。(27図中の

ピットNo.13セクション図)周囲に若干の粘土塊が発見された。

面壁半分の下に、凧茜様の溝が検出された。長さ約3.5m、巾約14-40cm。深さ約10。mf,東

端が東壁より東に14cmほど張り出している。

〔年代決定資料〕土師器、長胴饗110点、小型蛮35点、内黒長胴蛮1点、内黒埼41点、内黒高

台坪3点、内外黒色坪7点、内外黒浅鉢1点。須恵器、壷5点、長頸壷1点、杯A類4点、杯

B類449点。高台杯(B類系)7点。ミニチュア土器?11点。有孔土製玉3点。紐状土製品10

点、士製品1点。刀子2点が出土した。小型饗、埠類、浅鉢の大部分は回転糸切りである。
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出土遺物

土師器

長胴蛮(28図1) 1は、口緑部体上部米残存である。口緑部はかなり外反している。胎土は

やや軟質粗砂粒をかなり含む。色調は淡橙色。焼成は不良である。 Ql床面出土である。他に

口緑部4点、休部103点、底部2点が出土している。口緑部4点中3点は28-1同様かなり外反

し、口端部は上に挽き出され、内外面共横なでである。他の1点は口縁部はわずかに外反し、

口端部は丸みをもち薄い。休部は外面が縦に粗い箆削り、内面は横をで後乱暴に縦と斜めに箆

をで痕がみられる。休部は外面が箆削り、鹿毛でが縦に施される。上部は横なでが多い。下端

部を樵に箆削り調整しているものも若干ある。内面は上半部様なで、下半部は横か縦のをでが多

い。横に刷毛目痕のみられるものが若干ある。底部破片1点は上面に刷毛目痕、下面は箆削り

が施される。もう1点は上下両面共鹿毛でである。

小型蛮(28図2) 2は、口縁部体上部米残存である。口緑部はやや外皮する。胎士はやや軟

質砂粒を若干含む。色調は淡樺色。焼成はやや不良である。 Q4埋士出土である。他に口緑部4

点、休部30点が出土している。口緑部4点はいずれも外反し、口端部が上に挽き出される。休

部破片は、ろくろなで成形のもの13点、外面に縦の箆削り箆をでの施されるもの13点、不明4

点である。口緑部破片の推定口径は、いずれも15cm以下である。

内面黒色処理蛮 体上端の小破片で、全容等詳細は不明である。外面は横なで後、縦に若干

の箆をで痕が認められる。内面は縦に磨き痕が認められ黒色処理がなされる。体壁は上端がや

や外反し、以下はやや丸みをもっている。 Ql床面出土である。

内黒杯(28図3・4) 3は、口緑部休部坊残存である。口緑部外面まで磨きと黒色処理が施

されている。胎土やや軟質砂粒をわずかに含む。焼成はやや不良である。ピットNo.17埋土第2

層(焼土)出土である。 4は、口緑部体上半部%残存である。磨きと黒色処理は内面のみであ

る。胎士やや軟質砂粒をほとんど含まない。焼成はやや不良である。 Q2埋土出土である。他に、

口緑部19点、休部14点、底部6点が出土した。口緑部破片は、やや外反するもの4点、わずか

に外反するもの9点、直線的をもの6点で、外面まで黒色処理のみられるものが5点あり、い

ずれも磨きは認められない。休部破片は、いずれもろくろなで成形無調整である。底部破片は

いずれも回転糸切りで、調整は認められない。 Q4埋土出土のものは、底径5.2cmで、内面に磨き

は施されない。 Q3床面出土のものは、底径5鳥mで内面は放射状磨き黒色処理である。ビッ

ト18出土のものは、底径5.5cmで、放射状磨き内黒処理である。 Q2床面出土のものは、上面の

磨きが平行に施された後、それと直交した平行を磨きを施している。ピ・ソトNo.7出土のものは

内面放射状磨き、 Q3埋土出土のものも放射状磨きである。

内黒高台杯(28図5)口縁部体上半易。底部高台部米残存である。休部と底部は接合しない
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が、胎土と色調が類似し、同一個体と思われる。口緑部はやや外反し、口端部は丸みをもつ。

体壁は下半部にかなりの丸みがみられる。内面と底部上面は磨きのみで黒色処理は完全に消え

ている。高台部は内湾、内傾し、璧はかをり薄い。胎士やや軟質砂粒を若干含む。焼成はやや

不良である。ピットNo.17埋土第2層(焼土)出土である。他のl点は体下端%底部はヾ全部残

存で、高台部は剥離欠損する。底部上面はやや不鮮明であるが平行に磨かれる。底径は4.7cm

でQ4床面出土である。他のl点は体下端寿、底部易、高台部%残存である。底部上面は放射

状磨き黒色処理である。高台部の高さは1.5cmで、内湾しかをり内傾する。もう1点は、高台部

小破片で、 28-5と類似するが、高台部の高さがやや低い。

内外面黒色処理杯(28図6) 6は、口緑部休部坊、底部若干残存である。休部中央がかなり

丸みをもち、体下半部と上半部はほヾ直線的で かなり外傾している。胎土はやや軟質砂粒を

れずかこ含む。焼成はやや不良である。ビットNo.18出土である。他に口緑部4点、休部1点、

口体底米以下のもの1点が出土した。口緑部破片は、外反するもの1点、直線的なもの3点で

ある。休部破片は、かなり丸みがあり、表面がかなり磨滅している。口体底の小破片は、器高

約4.lcmで体壁は、口緑部、体上半部、下半部がほヾ直線的で体中央にか怠り丸みがある。底

部上面は放射状磨き、下面は回転糸切り無調整である。

内外面黒色処理浅鉢(28図8)口緑割方、休部大部分、底部全部残存である。休部中央が外

側に張り出し、壷型に近い形状である。外壁の磨きは明確であるが、内面の体底面はほとんど

みられない。底部下面は、回転糸切り無調整である。 Q2壁土出土である。

須恵器

壷 休部小破片4点が出土した。 1点は平行叩き目痕が、内外面に施され、内面は磨り消し

ている。胎土硬質砂粒を若干含む。色調は表面が灰色、胎部がにぷい橙色である。焼成は良好

である。ビットNo・18・19、 Q4埋士出土である。他のl点は平行叩き目痕が内外面に施され、内

部の一部は磨り消している。胎土硬質砂粒をわずか含む。色調は灰白色。焼成はやや良好であ

る。 Q2埋士出土である。他の1点は、外面平行叩き目痕、内面波状叩き目痕がみられる。胎土

硬質砂粒をれすか含む。色調は灰色。焼成は良好である。 Q3埋土出土である。他の1点は、内

外面に叩き目痕がみられるが、小破片であるため詳細は不明である。外面に赤褐色の自然粕が

付着している。胎士硬質砂粒をわずか含む。色調は表面は灰色、胎部はにぷい橙色である。焼成

戊は良好である。 Q2埋土出土である。他の1点は、外面横なで後一部に縦の箆なで痕がある。

内面は横なでである。胎土硬質砂粒をれずか含む。色調は灰色一灰白色。焼成は良好である。

Q4南東隅出土である。

士不A類 口緑部1点、休部1点、体下底部2点が出土した。口緑部破片は米以下残存でか

なり外反し、口端部は丸みをもつ。体壁はねずかこ丸みをもち凸凹がか曇りみられる。胎土頭

書
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質で砂粒をれずか含む、色調は灰色一灰白色。焼成は良好である。 Ql床面出土である。休部破

片は、ろくろをで成形無調整で胎土硬質砂粒をわずか含む。色調は灰色。焼成は良好である。

体下底部のうち1点は、共に寿残存でろくろをで成形無調整回転糸切りである。胎土やや硬

質砂粒若干を含む。色調は灰色。焼成は良好である。ビットNo.17出土である。もう1点は小破

片で ろくろをで成形無調整である。胎土硬質砂粒をれずか含む。色調は灰色。焼成は良好で

ある。柱居跡内検出面に露出していた。

杯B類(28図7 ・ 9-13、 29図lへ10) 28-7は、全体にやや歪みがみられ、体壁にかなり

凸凹がみられる。胎土やや軟質砂粒若干を含む。焼成はやや不良である。ピソトN。.17出土であ

る。 28-9は、底部にか在り凸凹がみられ、底部が下に張り出す。胎士はやや軟質砂粒を若干

含む。焼成はやや不良である。ピソトNo.18出土である。 28-10は、休部の凸凹少なく、体下端

と底部の境がはっきりし老い。底部下面に1.1×7mmの黒色化した部分がある。胎土やや軟質石

英粒等砂粒を含む。焼成はやや不良である。ピ・ソトNo.17の2 ・3層出土である。 28-11は、体壁

に凸凹は少なく、底部が若干下に張り出す。内外表面、特に休部外面下半、底部下面と、口綾

部内面に煤かタール様の黒褐色付着物が認められる。胎土やや軟質砂英粒等砂粒をか在り含む。

焼成はやや不良である。 Q4床面とビットNo.17第2層出土である。 28-12は、体壁に凸凹少を〈、

底部が下に張り出している。体壁と底部が他よりかなり厚い。休部外面の一部が黒色化してい

る。胎土軟質石英粒等砂粒をかなり多く含む。焼成やや不良である。ピ・ソトNo.17の3層出土で

ある。 28-13は、休部上半に丸みがみられ、下半部はほヾ直線的で 凸凹は少をい。底部は下

に張り出す。胎土やや軟質石英粒等砂粒をかなり多く含む。焼成はやや不良である。 Ql床面

出土である。 29-1は、体上半部に丸みがみられ、体壁の凸凹はほとんどない。胎土軟質砂粒

を若干含む。焼成は不良である。ピソトNo.17の2層出土である。 29-2は、体下半部に丸みが

あり、体壁はかをり凸凹がある。墨書が体外面にあり、 「千」か「工」と思われるが、がをり薄

く明確でない。胎土軟質砂粒を若干含む。焼成不良である。ビットNo.17の2層出土である。 29-

3は、体上半部にやや丸みがあり、体外面に墨書が認められる。磨滅のため薄く、字体は不明

である。胎土は軟質砂粒を若干含む。焼成は不良である。 Q4壁土出土である。 29-4はかをり

歪みがあり、体下半に丸みがみられる。体壁の凸凹は少ない。胎士軟質砂粒を若干含む。焼成

は不良である。ビットNo・17の3層出土である。 29葛5.は、休部中央に丸みがみられ、体壁の凸

凹はねずかである。内面の一部に煤かタール様の黒色付着物がみられる。胎士軟質石英等砂粒

をかなり多く含む。焼成は不良である。ピ・ソトNo.18南縁西寄り出土である。 29-6は、体下半

の丸みが強い。体壁の凸凹はわずかである。胎土軟質砂粒を若干含む。焼成は不良である。ピ

ットNo.18出土である。 29-7は、口緑部休部共に歪みがあり、休部の丸みはほとんど無く、体

聾の凸凹が苦るしい。胎土軟質石英等砂粒をかなり多く含む。焼成は不良である。ピットNo.17
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の3層出土である。 29-8は、体上半部の丸みが強い。体壁は凸凹がかなりみられる。胎士軟

質砂粒をか曇り多く含む。焼成は不良で、磨滅している。ピットNo.17の2層出土である。 29-

9は、体上半の丸みが強く、体壁の凸凹が少をい。胎土軟質砂粒を若干含む。焼成は不良で、

磨滅している。ピットNo.17の3層出土である。 29-10は、体下半に丸みがみられ、体壁の凸凹

は少をい。胎土軟質砂粒若干を含む。焼成はやや不良である。ピ、ソトNo.17の3層出土である。

他に、口緑部114点、休部280点、底部39点が出土した。大部分が、ろくろをで成形無調整。回

転糸切りで、胎土はやや軟質一軟質で砂粒を含む。色調は橙色系である。焼成はあまり良好で

はない。

高台杯(29図11・13) 11は、高台のみ寿残存でかをり大型と思おれる。残存部の高さは2・2

cmで、やや内湾しかをり内偵している。畳付部の厚さは9mmで、中央がやや凹んでいる。胎土

軟質砂粒を若干含む。焼成は不良である。ピットNo.18出土である。 13は、体下半疑、底部易高

台部%残存である。体下学部は、か在り丸みをもち、凸凹が苦るしい。底部下面は高台貼付の

ための圧痕のみである。高台部は内湾内傾し、畳付部中央が凹む。胎土やや軟質砂粒を若干含

む。焼成はやや不良である。ピ・ソトNo.13付近とピットNo.17、 No.18出土である。他に底部1点、

高台部4点が出土した。底部破片は、推定直径約12cm、厚さ1cmと大型で、高台部貼付痕がみ

られる。少を残存のみで器形等は不明であるが、高台坤こ便宜上入れた。高台部破片は、 2点が

外反内偵、 2点が内湾内傾である。畳付部中央が凹むもの3点、平坦をもの1点である。

浅鉢(29図12)須恵諸士不B類と同質同色でかなり大型である。口緑部休部労残存で体部

下半に丸みがみられる。体壁はろくろなでによる凸凹がみられる。胎土やや軟質砂粒若干を含

む。焼成はやや不良である。 Q2埋土出土である。

土製品(30図2へ18) 2へ4は、有孔玉類である。ビットNo.17最下層出土である。 5へ14は

紐状で、作製の目的は不明である。 15-18は、ミニチュアの土器で、破片のため器形は不明で

あるが、蛮形に近いと思われる。外面は指頭による縦方向のをで、外面は指頭による横方向の

なでである。焼成をしているが、みを不良である。他に7点出土した。また形態不明で有孔の

土製品が1点出土した。いずれも玉類と同地点出土である。

刀子(29図14、 30図1) 29-14は、鋒部と茎尻が欠損してJさる。酸化と剥離が苦るしい。平

造り、甲伏鍛と思われる。 30-1は、鋒部と先半分で、酸化剥離がかをりみられる。平造り、

甲伏鍛と思われるが、明確ではない。両者共ピソトNo.17出土である。

粘土塊 ピ、ソトNo.13と、ピ、ソトNo.19から出土している。 No.13出土の粘土は、 7.5YR%明褐色

で かをり粘性が強い。砂粒をほとんど含まをい。約5×5×2.5cmの大きさで、約105gの重

さである。測定時は完全に乾燥しており、調査時にはこれよりやや重量があったと思う。表面

に禾木科系と思われる植物の葉の庄痕が2カ所、指頭痕と思われる庄痕が1カ所みられる。ピ

ー
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ットNo.19出土の粘土は、 2.5Y%明黄褐色でかなり粘性が強く、指圧痕もつかない。若干砂

を含む。約10×10×3.5cmの大きさで約540gの重量がある。表面に焼土・炭化物・遺物が腐

植土と混合し付着している。

(同 Bf30住(第31図)

〔遺構の確認〕基準線から西へ23.4m-29.51m。基準点から北へ6.54m-13.44mの地点、 Bf

30地区とその周囲に黒褐色の落ち込みを確認した。遺構確認面は表土下の黄褐色シルト質土で

ある。(第1次調査)

〔重複・増改築〕方形周溝の南西辺が、住居跡の北東部と切り合っている。方形同港は、住

居跡の東壁やや北寄りと、かまどの大部分を切り取り、 Ql床面を巾約80cm、深さ約10cm掘り下

げ。北壁東寄りを切り取って、北北西へ延びている。

東壁南端を切って、 Q4床面から堂外に跨る円形のビットも住居跡に伴をうものでないと思お

れる。但し、このピットの底面北西側にある長方形の小ピ・ソトは、住居跡に伴うものと思う。

南璧東側から南東隅は、調査時にも電柱が残存しており、南壁東半分と南東隅は、壊されて

おり、壁と床面は残存していない。

床面中央やや西寄りを2条の溝が南北に延びている。住居跡実測図セクションでは、新旧関

係と住居に伴うものかどうかは不明である。また、東側の溝は南壁下で切れている様であるが、

住居跡全景写真を見ると、更に南壁を切って、南へ延びているようにも見える。従って2条の

溝の関連、北西部にあるピットNo.2との関連等も不明である。

方形同港四辺の東壁に接し、住居跡のQl床面から北壁東寄り、北壁外に跨る長楕円形のビッ

トは、住居跡平面図では、方形同港四辺の東壁を一部切り取り、住居跡のQl床面を掘り下げ、

住居跡北壁を切り取ってつくられている。従って住居跡の後に方形周溝がっくられ、その後に

長楕円形ピットがつくられたと思おれる。

〔平面形・方向〕東西6.2m。南北6.7mの長方形である。北西隅は、北東隅や南西隅の様を角

を持たず、壁が内側へ張り出した形をしている。また南東隅は、前述の通り電柱が建っており、

壊されているために輪郭は不明である。主軸はE-120-Sで はヾ東を向く。

〔堆積土〕堆積土は2層であるが、床面上には1層の堆積土だけで他の1層は壁際だけに

見られる。 1層 7.5YR%黒褐色腐植土、やや密で粘性はほとんどをい。炭化物と焼土を一

部に若干含む。また7・5YRブイ灰白色粉状パミスを中央部に含む。 2層 7.5YR%褐色シルト質

士(火山灰土)、粗で粘性は若干ある。腐植土が若干混入する。

〔床面〕ほ、平坦であるが、床面中央部がやや浅く、壁際がやや深い所が多い。掘り方や貼

床は確認されなかった。地山面を床として直接利用している。床面から壁への立ち上がりは、

「
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急角度引回所が多く、壁高は10へ15cmである。

〔柱穴〕不明である。もしピ、ソトNo.1とピットNo.2が柱穴とすれば、東壁南側にある後世撹

乱の円形ピットNo.5底面北西側にある長方形のピットは、柱穴と推定される。また住居跡全景

写真には、切り合っている方形周溝の西壁下に小ビットがあり、北東側の柱穴と推定される。

ビットNo.1は、南西側Q3にあり、上場径東西36cm、南北46cm。下場径東西23cm、南北33cmの卵

形で、深さは床面より3lcmである。ピットNo.2は北西側Q2にあり、上場径東西38cm、南北60cm。

下場径13cmX37cmの楕円形で、深さは床面より26cmである。撹乱円形ピットNo.5の底面にある

長方形ピットは、上場東西24cm、南北38cm、下場東西11cm、南北25cm、床面からの深さ31cmで

ある。北東側Qlの小ピットは平面図記入が無いので不明である。位置は大体Nll.6mW24.2m

の地点と思おれる。或は方形周溝西辺東壁の張り出し部かもしれをい。

〔かまど〕東壁中央やや北寄りにある。燃焼部の北半分と、煙道部・煙出部は、方形周溝に

切られて残存しない。燃焼部は桟約70cm、奥行90cmである。セクション図がないため堆積土の

’土性・土色・厚さは不明であるが、焼士が円形に堆積し、径約70cmである。東壁に、住居内に

向って、巾約30cm、長さ40cmの張り出しがあり、南側の補助と思おれる。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ビットは、かまど跡南側、東壁中央下にある。上場径東西62cm、南北50cm。

下場径東西38cm、南北36cm。深さ15cmで、歪みのある円形である。堆積土は、上層が7.5YR%

黒褐色腐植土、密で、相性をし。シルト質土が若干混入する。下層は、 7.5YR舞暗褐色腐植土、

密で、粘性をし。焼土炭化物遺物を含む。シルト質土が混入する。

〔その他の施設〕確認されていない。

〔年代決定資料〕土師器、長胴蛮45点、小型蛮18点、内黒長胴蛮1点、内黒埼20点。須恵器、

壷7点、小型壷1点、杯A類15点、杯B類30点。用途名称等不明の鉄製品1点が出土している。

小型饗と埠類は回転糸切りである。

出土遺物

土師器

長胴蛮(32図l) 1は、口緑部体上半部米残存である。口緑部はかなり外反し、口端部は上

と外側に強く挽き出される。体壁はやや丸みをもち、ほヾ直立する。か在り歪みと凸凹がみら

れる。胎土は軟質砂粒をかなり含む。色調は淡橙色一橙色。焼成は不良で、磨滅している部分

がかなりみられる。ピットNo.3出土である。他に口緑部1点、休部42点、底部1点が出土した。

口緑部破片は、かなり外反し、口端部が上に挽き出されている。胎土軟質砂粒をかをり含む。

色調は橙色。焼成は不良である。 Q4埋土出土である。休部破片は、外面が縦に箆削り箆なでが

多い、士端部が楼なでのものが若干ある。休部下端外面に平行叩き目痕が右上+-→左下に付く

ものが1点みられる。内面は上半部楼をで、下半部楯なでが大部分で、下半部に縦をでのもの
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が若干みられる。底部破片は上面不定方向にをで下面も箆をでで、休部外面下端に桟なで調

整が施される。

小型蛮 口緑部3点、休部11点、体下半底部4点が出土した。いずれも小破片で、全容不明、

測定不能である。口緑の1点は%以下残存である。口緑部はやや外反し、口端部は丸みをもつ

胎土軟質砂粒をかなり含む。色調は橙色。焼成は不良で 2次焼成を受ける。 Q4埋土出土であ

る。他の2点は、口緑部はかなり外反し、口端部は上に強く挽き出されている。 Q3とQ4埋土

出土である。休部破片は、 5点がろくろをで成形無調整である。他の3点は同一個体の様で内

面が横に刷毛目痕、外面が横なで成形で上端部破片である。他の2点は、内面桟なで 外面

縦の箆をでである。他の1点は磨滅苦るしく不明である。体下半底部の破片は4点共ろくろを

で成形無調整、回転糸切りである。

内黒長胴蛮(32図2) 2は、口緑部体上端米以下残存である。口緑部はかをり外反し、口端

部は薄く在り丸みをもつ。口緑部の中央から上半部が内側にやや屈曲する。休部上端は、やや

丸みをもち直立する。胎土軟質砂粒をほとんど含まをい。色調は浅黄橙色。焼成は不良で外

面がかをり磨滅している。 Ql埋土出土である。

内黒杯(32図3) 3は、口緑部休部易、底部全部残存である。口緑部の外面にも一部黒色化

しているが、磨きは施されない。体壁の丸みは、上半部から下端まで同じ程度である。ろくろ

なでによる凸凹は少をい。体下端外面は無調整である。体下半に黒斑が1カ所ある。胎土軟質

砂粒はほとんど含まない。焼成はやや不良である。ピ・ソトNo.3出土である。他に、口緑部6点。

休部8点。底部5点が出土した。口綾部は、 3点がやや外反し、 3点が直線的である。外面の

黒色化は3点である。 1点の内面は磨きだけで、黒色は消えている。休部破片は、いずれも丸

みが小さく、壁面の凸凹があるのは3点で、他の5点をほとんどみられない。底部はいずれも

回転糸切り無調整である。全部残存のものが2点あり、底径は5.2cmと5.9cmである。下面は、

平坦なもの3点、中央がやゝ凹むもの2点である。

須恵器

壷(32図5) 5は、口緑部米、肩部坊、体上部者残存である。口緑部は外反し、上半部がかな

り薄くなる。口端部は上と下に挽き出されるが、上端はわずかであり、下に強く挽き出される。

肩部は、わずかに丸みをもち内偵する。粘土帯を巻き上げ貼付した際の境が明瞭で、成形が充

分でなかった様である。 1部に蹄割れがみられる。肩部外面と、口緑郡上半内面に、暗オl)-

ブ色の自然粕が付着している。接合しないが、休部中央の破片は、外面の一部が口緑部外面の

一部と同様黒色化している。体壁はやや丸みをもつ。胎土硬質砂粒を若干含む。色調は褐灰色。

焼成は良好である。口緑部と肩部はQl埋土、体部はQ3埋土出土である。他に、頭部1点、肩

部1点、休部4点が出土している。頭部と肩部の破片は、内外面共に横なでである。休部破片
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は、内外面共に叩き目痕のあるもの2点、不明のもの2点である。

小型壷 口緑のみの小破片である。 32-5をミニチュアにしたような形で、口径が10cm以下

と思おれる。口緑部は外反し、口端部は上に若干、下に強く挽き出される。口緑部外面は黒色

化している。壁の厚さは2へ4mmである。胎土硬質砂を若干含む。色調は灰白色。焼成は良好

である。 Ql埋土出土である。

士不A類(33図1へ6) 1は、体郡上半にわずか丸みがあり、下半部はほヾ直線的である。体

壁下半部にろくろなでによる凸凹がみられる。胎土硬質砂粒を若干含む。焼成は良好で、重ね

焼きの痕跡が口緑部外面にみられる。 Q3埋土出土である。 2は、体壁の凸凹が少をく、他の杯

より若干厚みがある。胎土硬質砂粒を若干含む。焼成は良好で、重ね焼きの痕跡が口緑部にみ

られる。 Q4埋土出土である。 3は、かをり体壁が外傾し、凸凹が若干上半部にみられる。胎土

硬質砂粒を若干含む。焼成は良好で、重ね焼き痕はをい。 Ql埋土出土である。 4は、体部下端

に丸みがあり、体壁の凸凹はわずかである。胎土は硬質砂粒をかなり含む。色調は、表面が灰

白色で、胎部はにぷい橙色である。口端部の1部に重ね焼きの痕跡がみられる。焼成はやや良

好である。ビットNo.5出土である。 5は、ろくろをでによる凸凹が3個所あり、凸部から屈曲

するよう女体壁である。凸凹はかなり目立つ。胎土は硬質で砂粒を若干含む。焼成は良好であ

る。 Ql埋土出土である。 6は、体壁全体に丸みがみられ、凸凹は少をい。底部中央がかなり凹

むようである。胎土はやや硬質石英粒等砂粒をかなり含む。色調は灰白色であるが、にぷい黄

橙色に近い。焼成はやや良好である。 Q3埋土出土である。その他に、口緑部7点、休部1点、

底部1点が出土している。口緑部小破片は3点が、か在り外反する。 3点の内1点は口端部に

重ね焼きの痕跡がみられる。他の4点は、直線的で、体壁に厚みがあり凸凹も少をい。胎土は

いずれも硬質で、色調は灰色一灰白色。焼成は良好である。

士不B類 口緑部20点、休部6点、底部4点が出土している。胎土軟質で砂粒をかなり含む。

色調は橙色系。焼成は不良である。ろくろをで成形無調整回転糸切りである。

鉄製品(33図7)先端部が茎に直行し、∽字形に湾曲する。茎先は欠損するが細く在るよう

である。使用日的、名称は不明である。 Qlやや中央寄り床面出土である。

(=) Bi50住(第34図)

〔遺構の確認〕基準線から束へ2.6m-5.42m。基準点から北へ1.47m-4.45mの地点、 Bi

50地区とその同園に黒褐色の落ち込みを確認した。遺構確認面は、表土下の黄褐色シルト質土

である。(第3次調査)

〔重複・増改築〕住居跡の西壁南端から東壁中央やや南寄りに溝状土嬢が西南西から南南東

方向にあり、長軸両端を残し大部分を掘り込んで住居跡がつくられていた。またこの遺跡の現
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状は果樹園で りんごの栽培が営まれており、りんご樹を中ノ」、にした環状の溝を掘り、肥料を

施している。その環状の溝が、住居跡の南西部と、溝状土塊を切っていた。この環状の溝は、

調査地区内にかなりあり、特にBC区の東側に多くみられ、遺物をかなり包含していた。

〔平面形・方向〕東西的2.46m、南北2.54mのはヾ方形でやや南北が長い。東壁がやや丸み

をもち、若干西に張り出し、他の壁はほヾ直線である。主軸方向は、かまどが確認されをいた

め不明であるが、北壁と南壁は、 E-8:5O-Nで はゞ東西方向を向き。西壁と東壁は、 N-

10o-Wで、ほヾ南北方向を向く。

〔堆積土〕 5層の堆積土が確認されたが、床面上は2層である。他の3層は壁際にある。

1層10YR%黒褐色腐植土、密で粘憧れずかにあり、焼士・炭化物・シルト質土を若干含む。

2層10YR%黒褐色腐植土、やや密で粘性わずかにあり、焼土・炭化物を若干含む。

3層10YRタイ黒色腐植土、密で、粘性わずかにあり、炭化物多量、焼土・粉状パミス若干含む。

4層10YR%黒褐色腐植土、やや密で粘性をし、焼士・炭化物・シルト質土若干を含む。

5層10YR%黒褐色腐植土、粗で脚生わずかにあり、小礫・粉状パミス若干を含む。

〔床面〕ほヾ平坦であるが、東壁と北壁の下場はやや深くなっている。同港の状態までには

至らない。地山をそのまま利用しており、掘り方や、貼床は確認されなかった。床面から壁へ

の立ち上がりは、急角度の所が多い。壁高は10へ17cmである。

〔柱穴〕主柱穴は、住居跡床面からは検出されなかった。柱穴状ピットは北壁外(ピ・ソトN。.

8)と北西コーナの壁に接し(ピ、ソトNo.9)たものと、南壁東側堂外(ピ、ソトN。.10)に検出さ

れたが、住居跡に伴うものかどうか不明である。

〔かまど〕確認されなかった。焼士の堆積も検出されなかった。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ピ、ノトは、 Ql・Q2・Q4の3個所にみられ、 Q4では4つが接している。

第11表 (単位:。m径は東北×南北)

ピソトNo. No.1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 No. 7 No. 8 No. 9 No.10 

上場 後 57×90 19×21 46×54 32×33 25×20 24×14 19×15 24×28 24×31 28×24 

上 場 径 41×90 8×11 15×14 13×10 12×11 17× 3 12×10 11×19 18×16 12×15 

深 さ 9 8 14 14 13 9 10 9 41 36 

碓 樹 上 
10YRタイ 10l’Rタイ 10YRタイ 10l’Rタを 10YR% 10l’R% 10l’R% ー - ー 
黒色席総上 黒色鷹絃土 黒色醇旅し 黒榔色醇埴土 黒樹色腐植土 黒的色腐植土 黒褐色廃絶上 

〔その他の施設〕特に確認されなかった。

〔年代決定資料〕上師器、長胴蛮102点、小型蛮10点、内黒埼25点。須恵器、壷2点、坪A類

9点、杯B類120点、高台上不1点が出土した。上不類はいずれも回転糸切りである。

出土遺物

土師器

長胴蛮(35図1・2) 1は、回線部体上端米以下残存である。口緑部は外反し、かなり短い。
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体上端部外面の箆をでは、かなり粗雑である。胎土は軟質粗砂粒をがをり多く含む。色調は浅

黄橙色。焼成は不良である。 Ql埋士出土である。 2は、口緑部体上端米残存である。口緑部は

外反し、口端部に行くにつれ薄くなっている。内外面共に煤様の黒褐色付着物がみられる。胎

上やや軟質砂粒を若干企む。色調は灰褐色。焼成は不良である。 Ql埋士出土である。その他日

緑部8点、休部88点、底部4点が出土した。いずれも小破片で、休部には同一個体と思おれる

物もがをりあるが、接合しない。口緑部破片は、かなり外反し口端部が丸みをもち薄いもの1

点。口緑部がかなり外反し口端部が平坦をもの3点。口緑部がやや内湾気味に外傾し口端がれ

ずか上に挽き出されるもの3点。口緑部がかなり外反し、口端部が上に強く挽き出されるもの

1点である。体部破片は、外面が縦に箆削り箆なで内面が横をでされているものが大部分で

ある。底部破片は下面が箆なでである。口緑部休部底部破片共、胎士は軟質砂粒をかなり多く

含み、色調は橙色系であり、焼成は不良である。主に床面東側から出土した。

小型蛮(35図3) 3は、口縁部休部上半米残存である。口緑部は外反し、口端に近ずくほど

薄くなる。口端部は丸く薄い。休部外面の箆削り箆なでは、口縁都中頃迄違している個所もあ

る。体壁は休部上端がやや丸みをもつ。胎士軟質砂粒をかなり多く含む。色調は淡赤橙色。焼

成は不良で、口緑部内面に黒褐色の煤様付着物がみられる。検出面に露出していた。

他に口綾部1点、休部6点、底部2点が出土している。口緑部破片は、下端より上端部が厚

く、口端部は丸みをもつ。ろくろをで成形である。休部破片は、ろくろなで成形のものが5点。

外面が縦の箆なでが1点である。底部破片は、 1点が回転糸切り、 1点は下面に砂粒付着痕が

多くみられる。

内黒埼(35図4) 4は、体壁下半に丸みがみられ、椀形に近い。休部外面に墨害があり、下

半部が欠損して明確ではないが、 「前」と思われる。胎土はやや軟質砂粒をほとんど含まをい。

焼成はやや不良である。 Q4東壁下埋土出土である。他に口緑部6点。休部14点。底部4点が出

土している。口縁部破片は、口端部が急に外反するもの1点、やや外皮するもの2点。直線的

なもの3点である。また口緑部外面も黒色化しているものが2点あり、磨きは確認されない。

口端部は5点が丸みをもち、 1点はかをり薄い。休部破片の内1点は、外面下端に箆削り調整

が施されている。尚14点中2点は、内面に磨きが認められず、内黒埼と断定は出来をい。底部

破片の内2点は休部外面下端から下面まで回転箆削り調整。 1点の下面は手持ち箆削り調整の

様である。 1点は回転糸切り無調整である。

須恵器

壷 口端部小破片1点と、肩部小破片1点が出土した。口端都破片は、上と外l帥二強く挽き

出されている。胎士硬質砂粒はほとんど含まない。色調は褐灰色で、内面に若干の灰柵が付着

する。焼成は良好で、検出面に露出していた。肩部破片は、やや丸みをもち、内外面横なでで
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第35図 Bi50住出土遺物

ある。胎士硬質砂粒を若干含む。色調は青灰色。焼成は良好である。 Q2埋土出土である。

杯A類(35図5) 5は、体堕に凸凹が若干あり、丸みはほとんどない。胎士は硬質砂粒を若

干含む。焼成は良好である。 Q2理工出土である。他に口緑部3点、休部5点が出土している。

口緑部破片は、かをり外皮するもの1点、れずかに外反するもの2点で、体堕の凸凹がかなり

みられる。外皮する1点の休部はかなり丸みがある。胎土はいずれも硬質砂粒を若干含む。色

細まわずかこ外皮する2点が灰白色。かなり外皮するものが褐灰色。焼成はみを良好である。

前者2点がQ3埋上、後者がQ2埋士出土である。休部破片は、いずれも下半部に若干の丸みを

有し、凸凹がかをりみられる。胎土は硬質で砂粒を若干含むが、 1点は砂粒をか在り含む。色

細ま、 2点が灰色、 1点が灰白色、 2点が褐灰色である。焼成はいずれも良好である。
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杯B類(35図6へ8) 6は、体部下半に丸みがあり、体壁に凸凹がみられる。胎士はやや軟

質砂粒をかなり多く含む。焼成は不良で 2次焼成を受け休部外面の1部が変質している。ピ

ットNo・3出土である。 7は、休部上端に丸みがあり、体壁の凸凹がかなりみられる。胎土軟質

砂粒を若干含む。焼成はやや不良である。内面に黒色の付着物がある。 6より体壁がやや厚い。

Q4東壁寄り埋土と東側検出面出土である。 8は、体壁に丸みはほとんどなく、凸凹がみられる。

胎土軟質砂粒を若干含む。焼成は不良である。住居跡西側の検出面に露出していた。以上3点

のみについては、内黒埼や須恵器埠A類に比べ体壁があまり外傾せず、器高もやや高いように

思われる。他に口緑部41点、休部64点、底部12点が出土した。口緑部破片は、 25点が外反して

おり、その内かなり外皮するものが9点である。 15点は直線的である。他の1点は外面が剥離

しているため不明である。胎土は何れも軟質か、やや軟質で砂粒をかなり含むもの7点、若干

含むもの37点である。色調は橙色系が36点、褐灰色が5点である。焼成は、何れも不良である。

休部破片は、体壁中央から下半部に、若干丸みが認められ、ろくろなでによる凸凹が大部分の

破片にみられる。底部破片は、何れも回転糸切り無調整で下面はほヾ平坦である。

高台杯 高台部のみ米残存である。台部下端の径は推定約7cm。台部の高さ1.3cm。畳付部は

かなり厚く、丸みをもつ。壁は、ほヾ直線的にやや内偵する。

(12) Bj21住(第36図)

〔遺構の確認〕基準線より西へ14.64m-19.3m。基準点より北へ21.5m一高へ1.76mの地点、

Bj2lへBj18地区とその周囲に黒褐色の落ち込みを確認した。遺構確認面は、表土下の黄褐色シ

ルト質土である。(第2次調査)

〔重複・増改築〕西壁の大部分と南壁の西端が、 Bj24住居跡(縄文)と切り合いである。 Bj

21住の床面が浅く、切り合い部には、若干のシルト質土を混入した腐植土で叩き締めている

ため、輪郭は明確であった。

〔平面形・方向〕東西約3.8m、南北3.1mの長方形で北壁が3.8m、南壁が3.3m、西壁が2.7

m。東壁が2.95mで かなり歪む。主軸はN-43.5O-Eで はヾ北東向きである。

〔堆積土〕 3層の堆積が確認されたが、床面上はほヾ一層で他の2層は、西側と南側にの

み集中している。 1層、 7・5YR%黒褐色腐植土、粗で.脚生わずかにあり。焼土・シル上質土若

干、炭化物・遺物をかなり含む。床面上に広く堆積する。2層、7.5YRタイ褐色シルト質土腐植土

混合層。粗で制空ややあり。 3層、 7.5YR%黒褐色腐植土、粗で粘性わずかこあり。シル

質土を1層よりやや多く含む。

〔床面〕ほ∴平坦であるが、掘り方状の凸凹が若干みられ、北西側より南東側が10cm程低く

在っている。床面から壁への立ち上がりは緩やかを所が多い。壁高は約5-10cmで旧地表面
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がかをり削平されたと思われる。

〔柱穴〕柱穴状ビットは1カ所、かまど西神前に検出された。上場径東西17cm、南北20cm。

下場径東西11cm、南北14cm。深さ床面下13cmである。堆積土は住居跡堆積土の3層と同じである。

〔かまど〕かまどは北壁東寄りにつくられている。燃焼部は巾約60-90cm。奥行58cmで、深

さ約5cm程浅く掘り込まれている。堆積土は主に焼土で3層に大別される。煙道は、住居跡の

中で最も長く、 145cmである。巾は15へ38cm。深さは10-29cmである。堆積土は3層に大別され、

上層と最下層に焼土が包含され、中層に遺物が若干包含されている。煙出は、楕円形で、上場

径東西30cm、南北40cm。下場径東西23cm、南北25cm。深さは検出面より約30cmである。煙道と

の境は明確ではをい。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ビットは、西壁北端に2基、かまどの西側に各l基、東壁に接して2基

検出された。西壁の2基は切り合いで、南側のピットが北側のピ・ソトを切っている。東壁のピ

ットは上場が接している。遺物が多く出土したのは、かまどの西側にあるピットNo.2・3で、焼

土・炭化物もかなり混入している。

第12表 (単位:。m 径は東西×南北)

ピットNo. No. 1 No. 7 No. 2 N○○ 3 No. 4 No. 5 

上場 径 76×80 60×(26) 70×48 64×80 50×38 35×60 

下.暢 径 34×40 50×(14) 59×29 49×49 19×14 20×37 

深 さ 25 5 12 13 4 5 

平 面 形 円 形 半 円 形 楕 円 形 不整五角形 楷 円 形 楕 円 形 

堆積 土 
7.5YR% 7.5YR% 5YRタ舌 7.5YR% 7.5YR% 7.5YR% 

黒褐色腐植土 黒褐色腐植土 にぷい赤褐色焼土 橿暗褐色腐植土シルト 黒褐色腐植土 黒褐色腐植土 

〔その他の施設〕確認されなかった。

〔年代決定資料〕土師器、長胴蛮30点、小型蛮5点、内黒埼21点、内外黒色杯2点。須恵器、

壷2点、杯A類3点、杯B類117点が出土した。杯類は大部分回転糸切りである。

出土遺物

土師器

長胴蛮(37図1 ・2) 1は、口緑部休部杉、底部労残存であるが、休部、底部で接合しない

破片がかなりある。口緑部は外反し、短かい。体郡上半は、ほヾ直線的で直立する。下半部に

丸みがややみられる。休部外面の箆削り箆をでは、か在り粗雑である。休部の内外面に煤様の

黒色付着物が1部みられる。胎土軟質砂粒をか在り含むも色調は淡橙色一橙色。焼成は不良で

ある。ピットNo.2出土である。 2次焼成を受け、変質している所がみられ、体下半部に焼土が

付着している。 2は、口緑部体上端部米以下残存である。口緑部は内湾気味に外傾し、口端部

外面は2条の沈線が横に走る。口緑部外面に煤様の黒色付着物が1部みられる。体上端外面は

大部分が剥離している。胎土軟質石英等砂粒をか承り含む。色調はにぷい橙色。焼成は不良で

ある。その他に口緑部3点、体部25点が出土した。口緑部破片は、かなり外反し、口端が平ら
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に横をでしたもの1点。か在り外反し口端部が上下に挽き出され、その間.が凹むもの1点、や

や外反し、口端部が下に挽き出されているもの1点である。休部破片は、外面上端が横なで上

半と下半が箆削り箆をで。内面は横なでのものが大部分である。焼土の付着するもの4点。煤

様の黒色付着物のみられるもの3点である。

小型蛮 5点共小破片で休部2点、体下端部2点、体下端底部1点である。休部破片は、

1点が、外面箆削り箆をで。 l点がろくろをで成形無調整である。体下端部破片2点は、ろく

ろなで成形無調整。体下端底部破片は、ろくろなで成形無調整、回転糸切りである。休部破片

以外は、胎土軟質砂粒をかなり多く含み、磨滅が苦るしい。

内黒埼(37図3へ6) 3は、口緑部若干、休部坊、底部米残存である。休部中央が丸みをも

ち、下半部は外反気味にかなり外傾する。上半部は丸みがわずかである。体壁の厚さは中央と

下半が、かなり厚く、上半は口端部になるほど薄くをる。底部下面はほヾ平坦で 中ノ瞳的油、

なり薄く在る。外体面に「田」と思おれる墨書が認められた。胎土はやや軟質砂粒を若干含む。

焼成はやや不良である。 Ql・Q4埋土とビットNo.3出土である。 4は、口緑部と体上半部の小

破片で、体壁にかなり凸凹がある。外体面に「田」と思おれる墨書が認められるので図示した。

胎士は軟質砂粒をかなり含む。色調は大部分磨滅し褐灰色に近い。焼成は不良である。Q4埋土

出土である。 5は、口緑部休部米、底部米残存である。内黒の黒色は消え、磨きは若干認めら

れる。口緑部内面に煤様の黒色付着物がある。体壁は全面が丸みをもち、凸凹が若干ある。底部は、

下に張り出し、中央部下面がやや凹む。胎土はやや軟質砂粒を若干含む。焼成はやや不良で、

2次焼成を受けている。かまど焚口及びピットNo.3出土である。 6は、口緑部休部寿残存であ

る。体壁は中央に丸みがあり、凸凹は少をい。内面の放射状磨きは、口端部近くに迄達してい

る。胎土やや軟質砂粒をやや多く含む。焼成はやや不良である。 Q2床面出土である。他に、口

緑部10点、休部6点、体下半底部1点が出土した。口緑部破片は、外皮するもの2点、ねずか

に外反するもの8点。外面まで黒色化し、磨きの認められないもの3点である。休部破片は、

l点に箆削り調整がある。体下半底部の破片は、体壁にかなり丸みをもち、底部下面は、回転

糸切りである。内面は放射状磨きが認められる。

内外黒色杯 2点共小破片で、 1点は口緑部、 l点は底部である。内面は磨きが認められる

が外面は認められない。口緑部はQ2埋土、底部はQl埋土出土である。

須恵器

壷 1点は頭部下端と肩部上端の破片である。内外面共横をでである。胎土硬質砂粒若干を

含む。色調は灰色。焼成は良好である。 Ql埋出から出土した。 1点は頭部下端と肩部米残存で

ある。頭部と肩部の境は帯状に若干張り出す。肩部は内湾しかなり内傾する。胎土硬質砂粒を

若干含む。色調は、外面が赤褐色気味のにぷい橙色。内面が橙色。焼成はやや良好である。煙
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道壁土出土である。

杯A類 口緑部1点、休部2点の小破片である。口緑部破片は、直線的で、口端部は丸みを

もつ、体壁は凸凹がかちりみられる。胎土硬質砂粒をほとんど含まない。色調は灰色、焼成は

良好である。 Ql壁土出土である。休部破片の1つは上半部で、丸みはほとんどなく、凸凹が若

干みられる。胎土硬質砂粒若干を含む。色調は褐灰色。焼成は良好である。 Q3埋土出土である。

他の1点は体下半部で、体壁が若干丸みをもち、凸凹は少ない。

杯B類(37図7へ19) 7は、体壁の丸みは下半部にみられ、上半部はほヾ直線的である。ろ

くろなでによる凸凹は、壁面には少なく底部上面にみられる。休部下端内外面と底部上下面に

煤様の黒褐色付着物がみられる。休部外面に墨書が認められ、右半分が欠損しているが「田」

と思われる。胎土軟質砂粒若干を含む。焼成やや不良である。ピットNo.2出土である。 8は、

体壁の丸みは下端にみられ、ろくろなでによる凸凹は少ない。 2次焼成により体壁外面の1部

が変質している。休部外面に墨書が認められ、上半の大部分が欠損しているが、 「田」と思わ

れる。胎土やや軟質砂粒を含む。焼成はやや不良である。 Q3床面とかまど焚口から出土した。

9は、 7・8より体壁がかをり厚い。体壁の丸みは上半部にみられ、下半部は直線的にやや外反

している。ろくろなでによる凸凹は外面より内面が苦るしい。胎土やや軟質砂粒をかなり含む。

焼成はやや不良である。 Ql床面とかまど焚口より出土した。 10は、体部下半に丸みがみられ、

中央と上半部は丸みは少ない。凸凹が若干みられる。 2次焼成により口緑部と休部の外面が一

部変質している。胎土やや軟質砂粒をか在り含む。焼成はやや不良である。ピットNo.2出土で

ある。 11は、体部下半に丸みがみられ、上半部はほヾ直線的である。体壁の凸凹は若干みられ

る。胎土やや軟質砂粒を若干含む。焼成はやや不良である。 12は、口端部が急角度に外反し、

体上半部に丸みをもつ。凸凹は少をい。胎土軟質砂粒をかなり含む。焼成は不良である。ピッ

トNo.3出土である。 13は、休部上半に若干の丸みがある。体壁の凸凹は不明瞭でかをり歪みが

ある。胎土やや軟質砂粒を若干含む。焼成はやや不良である。 Ql埋土出土である。 14は、体上

半に若干の丸みがあるが、かなり歪みがある。体壁の凸凹は若干みられる。胎土軟質砂粒をか

在り多く含む。焼成はやや不良である。ピ・ソトNo.3出土である。 15は、丸みがれずかで、体壁

の凸凹もわずかである。胎土やや軟質砂粒若干を含む。焼成はやや不良である。ピットNo.2出

土である。 16は、休部中央に丸みがある。体壁の凸凹は明確ではをい。胎土やや軟質砂粒若干

を含む。焼成はやや不良である。ピットNo.2出土である。 17は、外面に墨書が認められ、上と

左側が欠損しているが、 「田」と思われる。 18は、体壁にわずかを丸みがあり、凸凹は少ない。

胎土やや軟質石英等砂粒をか在り多く含む。焼成はやや不良である。 Q4埋士出土である。 19は、

底部下面に墨書が認められ、上半がかなり磨滅しているが、 「田」と思おれる。底部易残存の

破片であるが、かなり歪みがあり、底径を推定出来なかった。胎士はやや軟質砂粒をか怠り含
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む。焼成はやや不良である。かまど焚口出土である。他に口緑部48点、休部47点、底部9点が

出土した。口緑部は大部分やや外反し、 1部直線的をものもある。体壁は若干丸みをもち、ろ

くろなでによる凸凹がある。休部下端には調整痕は認められない。底部上面はろくろをでによ

る渦巻形の凸凹がかなり苦るしく、下面は回転糸切り無調整である。胎土はやや軟質か軟質で

砂粒を含んでいる。色調は橙色系で淡橙色がこぶい橙色が多い。焼成はやや不良である。杯

A類の出土量が少をいため、内黒埼と比較すれば口径・底径・器高は、差がほとんどなく、

話形については、体部下半の丸みと外傾度は、内黒土不の方が大きい。尚、外傾度は、口端部と
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底部外縁を結ぶ直線と、底面に垂直を直線との角度とした。胎士は、含まれる砂粒の量が内黒

埼の方が少ない。色調は、内黒埼が灰白色に近いものが多く、杯B類は橙色系である。体下半

の箆削り調整は、内黒埼の一部にみられるが、杯B類にはみられない。

(13) Cd2I住(第38図)

〔遺構の確認〕南北基準線より西へ14.06m-19.30m。基準点から南へ11.30m-15.62mの地

点。 Cd21地区・Cd18地区とその周囲に黒色の落ち込みを確認した。遺構確認面は、表上下の黄

褐色シルト質士である。(第1次調査)

〔重複・増改築〕ピソトNo.2・8が、東壁を切っているが、住居跡に伴うものかどうがま不明

である。

〔平面形・方向〕東西4.6m、南北3.75mの長方形である。主軸方向は不明であるが、北壁と

南壁はほヾ東西方向、東壁と四壁はN-100-Wで、ほヾ南北方向を向く。

〔推積土〕床面上は、ほヾ1層で、西壁と東壁際に1層みられる。

1層 7.5YR易黒色腐植土 指圧痕つく、粘性若干あり、焼土炭化物シルト遺物を含む。

2層 7.5YR%黒褐色腐植土、指圧疾っく、粘性若干あり、シルト質上混合、炭化物少量含む。

〔床面〕ほヾ平坦であるが、北側より南側が4へ8cm低い。床面から壁への立ち上りは、急

角度の所が多く、璧高は3-13cmである。

〔柱穴〕柱穴状ピ・ソトは床面からは検出されなかった。北壁外に2基、東壁外に1基検出さ

れたが、住居跡に伴うものかどうか不明である。

〔かまど〕かまど。炉其検出されなかった。床面中央やや西寄りに焼上が堆積されていたが、

平面形のみの実測で、土色士性厚さ等は不明である。写真には床面を掘り込んだ跡はない。

〔貯蔵穴〕 Ql床面に1基みられ、北西側上場に接して鉄薄が出土している。

第13表 (単位:。m 径は東西×南北)

ピソトNo. No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 No. 7 No. 8 

上場 後 45×64 48×66 28×24 14×14 19×24 40×28 28×30 38×47 

上 場 後 22×27 32×46 12×10 5× 2 8× 5 8×12 17×17 32×20 

深 さ 22 18 15 12’ 2 39 13 24 

雌樹 上 第 38 図 第 38 図 
7.5YR者 7.5YRタイ 7.5YRシi/ 7.5l’R者 7.5YRウイ 7.5YRな 

黒色腐植上 黒色腐植上 無色腐植上 黒色腐植上 黒色腐楠上 黒色腐植上 

位∴∴置 Ql床 面 
東壁北寄 No.8と接す 

西堂外北寄り 北壁外東寄り 北壁外酔寄り 東壁外南’伊ノ) 東壁外南寄y) 
東壁やや北寄 り 

平面形等 擁 用 形 不 整 形 円形・柱穴状 門形・柱実状 円形・柱穴状 
方形、P7と 接す 判l】形、P6 と接す やや方形、 P2と接す 

〔その他の施設〕確認されなかった。

〔年代決定資料〕土師器饗8点、内黒埼3点、内黒高台杯1点、内外黒色高台杯l点。須恵器、

壷3点、杯A類l点、杯B類23点、鉄津3点が出土した。杯類は大部分回転糸切りである。坪
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B類は大部分が器高が低く、皿形に近い。

出土遺物

土師器

長胴塞 口緑部2点、休部4点、底部2点が出土した。いずれも小破片で計測は不能である。

口緑部破片は、いずれもかなり外反し、 1点は口端を平らになでている。 1点は上に挽き出さ

れる。前者はかなり歪みがあり、内外両横をで体上端部は外面は不明、内面は横なでで若

干丸みをもつ、胎土やや軟質砂粒をかなり含む。色調はにぷい橙色。焼成はやや不良である。

後者は、内外面横なでである。体部は残存しかc胎土はやや軟質石英等の砂粒をかをり多く

含む。色調は淡橙色。焼成はやや不良である○休部破片は、外面が縦に箆なで内面が横をで

のもの3点、体下端部破片は内外面共横なでで3点の内1点と同一個体と思われる。いずれ

も胎土は軟質砂粒をか在り含む。色調は2点が橙色。同一個体と思おれる2点が浅黄橙色。焼

成はいずれも不良で磨滅している。底部破片は、いずれも底径が10cm以上と、かなり大きい、

中心部の厚さは、 l点が2・3cmで上面の中央が盛り上る。下面は平坦で木葉痕が付く。他の1

点は、厚さが中心部で2cm。上面中央が凹んでいる。下面は平坦で2次焼成を受け剥離した

個所が多く変質している。

内案杯 口緑部2点、休部l点が出土した○口緑部破片の内l点は、やや外反し、口端部は

丸みをもつ、内面の磨き黒色処理は口端部までである○胎土は軟質砂粒をかなり含む。色調は

橙色。焼成はやや不良である。他の1点は、黒色処理が外面に及ぶが磨きは明確でれ)〇ほゞ

直線的で口端部は丸みをもつ、体上端部は若干丸みをもち、凸凹はほとんどみられか。胎

土は軟質砂粒をか在り含む。色調は灰白色に近い浅黄橙色。焼成は不良である。休部破片は、

ほゞ直線的で凸凹も少か。胎土やや軟質砂粒を若干含む。色調はにぷい橙色、焼成は不良

である。

内案高台杯 高台部%、底部%残存である。高台部は貼り付けでなく、底部周縁を下に若干

挽き出す程度である。底部下面は回転糸切り痕が若干残存する。上面に磨きは認められれ)。

内外面共に、直径1へ5mの円形の剥離がみられる。 Q2埋土出土と思おれる。(39図1)

内外黒色高台杯 口緑部休部%、底部高台部全部残存である。 39-1同様高台部は底部周縁

を若干下に挽き出す程度である。底部下面に回転糸切り痕が若干残存する。 lと同闘台上はや

や軟質砂粒をかをり含む。焼成はやや不良である。 Q4床面出土である。(39図2)

須恵器

壷 休部小破片3点で2点は内外面に平行叩き目痕、 1点は外面のみ平行叩き目痕がみら

れる。いずれも胎土硬質砂粒を若干含む○色調は灰色。焼成良好である。

杯A類 体下端底部の破片で外面は大部分剥離している。胎土硬質砂粒はほとんど含まを
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第39図 Ca2I住出土遺物

い。内外表面はにぷい橙色、胎部は灰色。焼成はやや良好である。

抹B類(39図3へ6) 3は、かなり小型の皿である。休部外面と底部下面は、 2次焼成を受

け若干変質し、煤様の黒褐色付着物がみられる○口縁部内面の招よ灰白色で須恵器杯A類と

同色である。胎上やや硬質砂粒を若干含む○焼成はやや不良である。 4は、 3よりか在り大き

いが、やはり器高が低くほヾ皿形に近い。体部下半がかなり丸みをもつようにみえる。胎士は

やや軟質砂粒を若干含む。焼成はやや不良である。 5も、 3 ・ 4とは、洞様の器形でかをり

大きい。胎士やや軟質砂粒を若干含む。焼成はやや不良である。 6も、ほヾ皿形で口径が39

-3の約2倍と推定される。胎土軟質砂粒をかなり含む○焼成は不良である。他に、口縁部12

点。休部4点。底部3点が出土した。いずれも、体堕がほ、埴線的にかなり外傾する皿形に近

い。ろくろな和文形鮎即整。回転糸切りである。胎士はやや軟質砂粒を含む。色調は淡樺色か

鵜
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にぷい橙色である。焼成はやや不良、または不良である。

関澤 3点出土している。 No.1は、横8.Ocm、縦7・釦m、厚さ3.2cm。重量2059。不整楕円形

で、多孔質である。木の繊維らしいものが付着している。 No.2は、横6.8cm、縦5.5cm。厚さ2.3

cm。重量969。不整形で多孔質。木の繊維らしいものが付着し、 N〇・lとかをり類似している。

No.3は、横5.9cm。縦3.7cm、厚さ1.8cm。重量369。不整形で多孔質。 3点共Ql床面出土で

ある。

2 焼土遺構

焼土遺構は、 4基検出されたが、 3基は明確な輪郭と掘り込んだ跡が確認され、 2基からは、

遺物が出土している。他の1基は輪郭がはっきりせず、堆積された焼士が薄く、掘り込んだ跡

もないため、記述から除外した。

(1) Bi50焼土遺構(第40図)

〔平面形・方向〕上場は北北西一南東にやや長い楕円形、下場はやや方形である。

〔規模〕上場50cmX39cm、下場20cmX17cm。深さ30cmである。

〔断面〕壁面は傾斜し、底面は平坦を鉢形である。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土、やや密で粘性ややあり。焼土・炭化物・礫を含む。

2層10YR舞褐色シル上質土、密で、粘性ややあり。焼土・炭化物をわずか含む。南西側の1層

が柱あたり様で、北東側が1層と2層を交互に埋め固めたようにもみえるが、これと同様など

ツトは周囲には検出されず柱穴とは断定し難い。

〔年代決定資料〕遺物の出土は皆無である。 /

〔性格〕柱穴状ビットの様にも考えられる。

また、 Bi50住との関連も考えられるが、明確で

はない。

(2) Bi53焼土遺構(第41図)

〔平面形・方向〕上場も下場も、ほヾ円形である。

〔規模〕上場径50cm。下場径40cm。深さ約12cm。

〔断面〕浅い皿状であるが、壁面はほヾ垂直で底面

は若干凸凹がみられる。

〔堆積土〕 1層7.5YRタイ褐色シルト・焼土混合層。粗

-
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第42図 Bi53焼士道描出土遺物(i-3)

Cc68焼土遺構出土遺物(4 ・ 5)
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で、粘性ほとんどなし。炭化物を若干含む。南側堂外にも散布する。 2層10YRタイ黒褐色腐植

土。密で、粘性ほとんどをし。底面に焼土をブロック状に含む。遺物を包含する。3層10YR舞

褐色シルト層、密で粘性をし。焼土炭化物、礫を含む。

〔年代決定資料〕土師器、長胴饗、小型襲。須恵器、杯B類が、数点ずっ出土した。

〔性格〕 Bi50住の北東約57cmの所にあり、住居跡との関連が考えられる。屋外炉か、土師器

製造のかま跡かは不明である。

出土遺物

土師器

長胴蛮(42図l)口緑部坊、体郡上半易、体部下半疑残存である。口緑部はあまり外皮せず、

休部との境がはっきりし老い。体壁はかなり丸みがみられる。内面は横に刷毛目痕。外面は箆

削り箆なで後刷毛目痕が縦に施されている。胎土軟質砂粒をかなり多く含む。色調は浅黄橙色。

焼成は不良である。接合しをいが同一個体と思われる破片が数点ある。

小型蜜(42図2)休部下端光、底部全部残存である。体下端はねずかに丸みをもつ。底部下

面は切り離しが2度行をわれでいる。下面中央がかなり凹む。胎土軟質砂粒を若干含む。色調

はにぷい橙色。焼成はやや不良である。接合しをいが同一個体らしい破片が若干出土した。

須恵器

1不B類(42図3)体壁はろくろをでによる凸凹がか在りみられる。底部下面は、中央がやや

凹み、切り離し痕が一般的でなく、ゆるい回転で強く手前に引いて糸切りしたように思われる。

胎土やや軟質粗砂粒を若干含む。焼成はやや不良である。他に同一個体と思われる破片が若干

出土した。

(3) ○○68焼土遺構(第43図)

〔平面形・方向〕不整楕円形で長軸が北東一高西

方向を向く。北東端は抵乱により切られている。

〔規模〕上場長軸2.5m(残存部)。短軸1・22m。下場

長軸2.1m。短軸0.9m。深さ43cmである。

〔断面〕皿状をしているが、西壁・南壁が急傾斜で

他は綾かである。底面は南端に径60cm。深さ34cmのピ

ットがある。北半分は、ほヾ平坦である。

〔堆積土〕焼土の密な集積が2カ所あり、 5層迄若

干の焼土炭化物が含まれる。 1層2.5YR%明赤褐色焼

土。炭化物遺物若干含む。 2層10YR%暗褐色腐植土○

-
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焼士炭化物シルト若干含む。 3層10YR%黒褐色腐植土。炭化物を含む。 4層10YR%黒褐色腐

植土。炭化物を含む。 5層10YR%黒褐色腐植土。焼士炭化物を含む。 6層10YR%黒褐色腐植

土。シルトを含む。 7層10YR舞褐色シルト質土。腐植土を若干含む、 8層10YR%明黄褐色シ

ルト質土。 9層10YRタイ黒色腐植土、炭化物粒を含む。

〔年代決定資料〕土師器、長胴蛮口緑部2点(42図4・5)休部11点。底部1点。小型饗、休

部3点、底部1点。須恵器、杯B類休部4点が出土した。長胴蛮口緑部の内1点(42図4)は

米残存。 1点(42図5)は米残存で 外面に叩き目痕がみられ、両者共か在り胎土に砂を含む。

〔性格〕断定する資料に欠けるが、窯跡ではないかと思われる。

3 溝状土塀(第44・45図)(第14表)

(1) AcO9溝状土塀(第2次調査)(44図1)

〔位置と現状〕基準線より西へ7.22m-9.83m。基準点より北へ49.64m-52.62mの地点、Ac

O9地区にあり、北東部が茸によって上部を若干切られているが、壁の崩壊は少ない。

〔堆積土〕 1層7.5YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性若干あり。シルト質士と礫を含む。溝の

下層と同質である。 2層7.5YR%褐色シルト・腐植土混合層。粗で、粘性若干あり。ブロック

状に2個所堆積する。 3層7.5YR牙黒褐色腐植土。粗で、粘性若干あり。シルト質土を若干含

む。 4層7.5YR%明褐色シル上質上。粗で、粘性若干あり。腐植土・礫を若干含む。

〔長軸両端の壁〕南西端はほヾ垂直。北東端はやや傾斜する。

(2) Ae18溝状土塀(第2次調査)(44図2)

〔位置と現状〕基準線より西へ14.05m-16.96m。基準点から北へ45.56m-18.21mの地点、

Ae18-15地区にあり、大部分の上部が、溝によって切られている。従って北西側の大部分と、南

東側東寄りが、かなり崩壊している。

〔堆積土〕記録が無く不明である。

〔長軸両端の壁〕両軸共下場の長軸が長く、壁は挟られている。

(3) AgO9溝状土塀(第3次調査)(44図3)

〔位置と現状〕基準線より西へ5.96m-7.7m。基準点より北へ39.82m-42.68mの地点、 Ag

O9地区にあり、壁面の崩壊は少ない。

〔堆積土〕 1層7.5YRタイ黒色腐植土。粗で粘性わずかあり。礫を含む。 2層10YR%黒褐

色腐植土。粗で、枯性ややあり。シルトを若干含む。 3層10YR%明褐色シルト質士。粗で、粘
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性ややあり。礫を含む。 4層7・5YR%黒色腐植土。 1層と同じ。 5層10YR%黒褐色腐植土。粗

で粘性なし、 6層7.5YRタイ黒色腐植土、粗で粘性なし。

〔長軸両端の壁〕南西端は下場の方が長く決られている。北東端はわずかに傾斜する。

(4) Ai21溝状土塀(第2次調査)(44図4)

〔位置と現状〕基準線より西へ19.36m-22.29m。基準点より北へ33.50m-34.38mの地点、Ai

21地区にある。壁面の崩壊が若干認められる。

〔堆積土〕 1層7・5YR%黒褐色腐植土。密で粘性若干あり。シルト質土を含む。 2層7.5YR

者黒色腐植土層。やや密で粘性ややあり。炭化物をわずか含む3層7.5YR舞褐色シルト質士、

粗で脚生をし。腐植土を若干含む。 4層7.5YR%黒褐色腐植土。粗で粘性をし。

〔長軸両端の壁〕両端呉れずかこ傾斜する。

(5) Ai50溝状土塀(第3次調査)(44図5)

〔位置と現状〕基準線から束へ0.40m-3.1m。基準点から北へ33.78m-35.28mの地点、 Ai

50地区にある。壁面の崩壊がややみられる。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。密で脚生ややあり。礫・炭化物を含む。 2層10YR

舞褐色シルト質土。密で粘性ややあり。礫・炭化物・腐植土若干を含む。 3層10YR%黒褐

色腐植土。粗で粘性ややあり。傑・炭化物を含む。 4層10YR%黄褐色シルト質士。粗で粘

性をし。

〔長軸両端の壁〕両端其れすかに傾斜する。

(6) Aj12溝状土塀(第3次調査)(44図6)

〔位置と現状〕基準線より西へ10・6m-11・3m。基準点より北へ29.52m-32.30mの地点、 Aj

12地区にある。方形同港より北東へ延びる溝によって壁がかなり崩壊している。

〔堆積土〕 1層7・5YR%黒褐色腐植土。密で粘性若干あり。 2層7.5YR3イ黒色腐植土。粗

で粘性ややあり。 3層10YR%黄褐色シルト質土。粗で粘性ややあり。 4層は1層と同じ。

〔長軸両端の壁〕両端共わずかに傾斜する。

(7) Aj59溝状土塀(第3次調査)(44図7)

〔位置と現状〕基準線より束へ9.6m-10.2m。基準点から北へ30.37m-34.29mの地点、 Aj

59-Ai59地区にある。中央部壁面が崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。密で粘性をし。 2層7.5YR%朋褐色シルト質士。
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密で、粘性ややあり。腐植土を若干含む。 3層7.5YR%明褐色シルト質土。密で脚生ややあ

り。 4層10YR%明黄褐色粘土。密で言脂性あり。 5層10YR%にぷい黄褐色精土。密で,粘性

あり。腐植土を若干含む。

〔長軸両端の壁〕両端共下場の長軸が長く、かなり映られている。

(8) BaO3溝状土塀(第3次調査)(44図8)

〔位置と現状〕基準線より西へ40cm-2.31m。基準点から北へ26・27m-28・77mの地点。BaO3

-BbO3地区にある。 BaO6住に切られ、かをり壁面が崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。密で粘性なし。 2層7・5YR%明褐色シルト質土。粗

で精性ややあり。 3層7.5YR%黒褐色腐植土。粗で粘性ややあり。シルト質土を含む。

〔長軸両端の壁〕両端共はゞ垂直である。

(9) Bb15溝状土塀(第3次調査)(44図9)

〔位置と現状〕基準線から西へ1l.76m-12.13m。基準点から北へ24.39m-27・04mの地点、

Bb15.Bb12地区にある。 Bb18住の床面下にあり、壁が若干崩壊している。

〔堆積土〕 1層7.5YR剃音褐色腐植土。密で粘性なし。 2層7・5YR舞褐色シルト質土。密

で粘性ややあり。腐植土を含む。 3層10YR舞暗褐色腐植土層。密で粘性ややあり、シルト・

砂を含む。尚1層上面はBb18住の床面で、焼土・炭化物を含む所あり。

〔長軸両端の壁〕両端共若干の傾斜をもつ。

(10) Bb50溝状土塀(第3次調査)(44図10)

〔位置と現状〕基準線から西へ82cm、東へ1.38m。基準点から北へ24.80m-26・72mの地点、

BbO3. Bb50地区にある。北東端がAj50住の南壁に接している。壁面がかちり崩壊し、上場の

凸凹が苦るしい。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土層、密で粘性をし。 2層10YR郷音褐色腐植土シルト

質土混合。密で、粘性ややあり。 3層10YR%黄褐色シルト質土。粗で、粘性若干あり。 4層は

2層と同じ。 5層は3層と同じ。 6層10YRタイ黒色腐植土。粗で粘性をし。炭化物若干含む。

〔長軸両端の壁〕両端共はヾ垂直である。

(11) BdO9溝状土塀(第3次調査)(44図11)

〔位置と現状〕基準線から西へ7.00m-9.41m。基準点から北へ18・29m-21・17mの地点、 Bd

O9地区にある。壁面上部が若干崩壊している。
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〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。密で、粘性若干あり。 2層7.5YR舞褐色シルト質土。

粗で、粘性若干あり。腐植土を若干含む。 3層10YR%暗褐色腐植土。粗で、粘性若干あり。 4a

層7.5YR舞褐色シルト・腐植土混合。粗で、粘性若干あり。 4b層7.5YR舞褐色シルト・腐植

土混合。粗で粘性若干あり。 4c層は4b層とはヾ同じ。 4d層7.5YR%明褐色シルト質土。粗

で、粘性若干あり。 4e層10YR%にぷい黄褐色シルト質土。粗で、粘性若干あり。腐植土・砂

を含む。 5a層7.5YR%黒褐色腐植土層。粗で、粘性若干あり。シルト質士・砂を含む。5b層

7.5YR者黒色腐植土層、粗で、精性をし。炭化物若干含む。 5c層10YR%黒褐色腐植土層、粗

で、粘性若干あり、シルト質土を含む。

〔長軸両講の壁〕両端共下場の長軸が長く、壁は挟られている。

(12) Bd62溝状土塀(第3次調査)(44図12)

〔位置と現状〕基準線より束へ14.75m-16.27m。基準点より北へ17.18m-19.78mの地点、

Bd62へBe65地区にある。 Bd62住の床面下にあり、壁面上部は崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。粗で粘性をし。シルト質士を含む。 2a層10YR%

黒褐色腐植土。粗で、粘性をし。シルト質土若干含む。 2b層10YR%黄褐色シルト質土。粗で、

粕性あり。腐植土を含む。 3a層10YR%黒褐色腐植土。粗で、相性ややあり。 3b層10YR%明

黄褐色シルト質土。粗で、粘性あり。 4層10YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性なし、 5層は3b

層とはヾ同じ。 6層は3a層とはヾ同じ。シルト質土を含む。 7層は3b層とはヾ同じ。 8a層。

10YR%黄褐色シルト質土。粗で、粘性あり。腐植土を若干含む。 8b層は1層とはヾ同じ。 8c

層は、 8a層とはゞ同じ。 9層と10層は同質で、 10YR%にぷい黄褐色砂層、やや密で、粘性な

し。 11層10YR者黒色腐植土層。粗で、粘性なし、砂を含む。

〔長軸両端の壁〕北端はほヾ垂直である。南端は下場が長く、若干挟られている。

(13) Be65溝状土塀(第3次調査)(44図13)

〔位置と現状〕基準線から東へ15.64m-17.98m。基準点から北へ14.03m-15.56mの地点、

Be65-Bf65地区にある。壁の南西側上部が崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。粗で精性ややあり。炭化物を若干含む。 2層10YR

%黒褐色腐植土。粗で粘性ややあり。シルト質土を含む。 3層10YR%暗褐色腐植土シルト混

合。粗で、粘性ややあり。 4層10YRタイ褐色シルト質土。粗で、相性ややあり。 5層は2層と同

じ。

〔長軸両端の壁〕両端共はヾ垂直である。
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(10 Bf62溝状土塀(第3次調査)(44図14)

〔位置と現状〕基準線より束へ12.84m-16.4lm。基準点より北へ13.35m-14.46mの地点、Bf

62へBf65地区にある。壁が若干崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YRlタイ黒色腐植土。粗で粘性若干あり。 2層10YR%暗褐色腐植土シルト

質上混合。粗で粘性若干あり。炭化物を若干含む。 3a層10YR牙褐色シルト質土。粗で粘

性若干あり。炭化物を若干含む。 3b層10YR舞明黄褐色シルト質土。粗で粘性若干あり。4層

10YR%にぷい黄褐色砂質士。粗で粘性をし。 5層は1層とはヾ同質同色。 6層は4層とはヾ

同じ。 7層は1層とはヾ同じ。

〔長軸両端の壁〕両端共若干映られている。

(15) Bf65溝状土塀(第3次調査)(44図15)

〔位置と現状〕基準線より東へ16.09m-18.38m。基準点から北へ12.86m-14.9mの地点、 Bf

65-Bf68地区にあり、 Be65溝状土塊の南側10-50cmの所にはヾ平行している。壁の崩壊は少

なく、壁はほヾ垂直である。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。粗で粘性若干あり。シルト質土・炭化物を若干含む。

2層10YR剃音褐色シルト質士、粗で粘性若干あり。 3層10YR%黒褐色腐植土層。粗で相

性若干あり。炭化物を若干含む。

〔長軸両端の壁〕両端共はヾ垂直である。

(16) Bg59溝状土塀(第3次調査)(44図16)

〔位置と現状〕基準線より東へ9.59m-1l・28m。基準点より北へ10.56m-11.17mの地点。Bg

59地区にある。壁の上半部は崩壊した所が非常に多く、凸凹が苦るしい。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土層。粗で粘性若干あり。炭化物を若干含む。 2層7.5

YR%暗褐色腐植上層。粗で粘性若干あり。シルト質士を含む。 3層7.5YR%褐色精上層。

粗で、粘性あり。 4層はl層とはヾ同じ。 5層は2層とはヾ同じ。

〔長軸両端の壁〕 I出端共はゞ垂直である。

(17) Bh62溝状土塀

〔位置と現状〕基準線から東へ12.22m-14.96m。基準点から北へ5.32m-7.48mの地点。 Bh

62-Bi62地区にある。南東壁の一部が、かなり崩壊している。

〔堆積土〕 1層7・5YR%黒褐色腐植土。粗で粘性ややあり。炭化物を含む。 2層10YR%褐

色シルト質上。粗で鞘堂ややあり。 3層7.5YR%極暗補色腐植土。粗で粘性ややあり、シ

ー
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ルト質士を含む。 4層10YRタイ褐色シルト質士。粗で柏性ややあり。腐植土を含む。5層7.5YR

者黒褐色腐植土層。粗で、粘性ややあり。砂を含む。

〔長軸両端の壁〕両端共はヾ垂直である。

(18) BiO9溝状土塀(第3次調査)(44図18)

〔位置と現状〕基準線より西へ6.76m-9.71m。基準点から北へ4.28m-6.24mの地点、BhO9

へBi12地区にある。壁の上部に崩壊が若干みられる。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。密で、粘性若干あり。炭化物を若干含む。 2層10YR

%暗褐色腐植土。粗で、粘性若干あり。シルト質土を含む。 3層7.5YR%褐色シルト質士。粗

で、精性若干あり。 4層は2層とはゞ同質で、砂を若干含む。

〔長軸両端の壁〕両端共はゞ垂直である。

(19) Bi56溝状土塀(第3次調査)(44図19)

〔位置と現状〕基準線より東へ6.43m-9.73m。基準点より北へ3.28m-5.18mの地点、 Bi56

へBi59地区にある。壁面上部はかをり崩壊している。

〔堆積土〕 l層10YR%黒褐色腐植土層。粗で、粘性なし、北西側に焼土炭化物層が薄く集積

している。 2層10YR%黄褐色シルト質士。粗で、相性若干あり。砂を含む。 3層10YR%暗褐

色シルト・腐植土混合。粗で、相性若干あり。砂を含む。

〔長軸両端の壁〕両端共下場が長く、かなり挟っている。

(20) Bi62溝状土塀(第3次調査)(44図20)

〔位置と現状〕基準線より東へ13.39m-16.46m。基準点より北へ2.88m-3.76mの地点Bi62

へBi65地区にある。壁面上部全体がかなり崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒色腐植土。粗で、相性ややあり。炭化物若干含む。 2層10YR%暗

褐色腐植土。粗で、精性ややあり。炭化物を若干含む。 3層7.5YR%朋褐色シルト質士。粗で、

精性ややあり。 4層10YR%黒褐色腐植土層。粗で、粘性ややあり。 5層は2層とはヾ同じ。 6

層は4層とはヾ同じ。 7層10YR%暗褐色腐植土。粗て㌦ 粘性ややあり、シルト炭化物を含む。

〔長軸両端の壁〕両端共はヾ垂直である。

(21) Bi65溝状土塀(第3次調査)(44図21)

〔位置と現状〕基準線より東へ14.67m-17.06m。基準点より北へ4.39m一七.52mの地点、 Bi

65地区にある。壁面上部全体がかなり崩壊している。

-
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〔堆積土〕 1層10YRウイ黒色腐植土層。やや密で、粘性若干あり。炭化物を含む。 2層10YR

%黒褐色腐植土。粗で、粘性若干あり。シルト・炭化物を含む。 3層7.5YR%黒褐色腐植土。

粗で、柏性若干あり。炭化物を若干、シルト質土を含む。 4層は2層とはヾ同じ。 5層は3層

とはヾ同じ。 6層は2層とはヾ同じ。 7層は3層とはヾ同じである。

〔長軸両端の壁〕両端其れずかこ傾斜がある。

(22) Bj53溝状土塀(第3次調査)(44図22)

〔位置と現状〕基準線より東へ2.62m-5.80m。基準点より北へ1.22m-3.48mの地点、 Bj53

-Bi53地区にある。 Bi50住に切られ、壁面上部は大部分崩壊している。

〔堆積土〕 1層7.5YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性若干あり。炭化物を含む。 2層10YR%

暗褐色シルト・腐植土混合。粗で、粘性若干あり。炭化物若干含む。 3層10YR%黒褐色腐植土。

粗で、粘性若干あり。シルト質土・炭化物を含む。 4層10YR舞褐色シルト層。粗で、粘性やや

あり、腐植土を含む。 5層7.5YR%明褐色シルト層。粗で、粘性ややあり、腐植土を含む。 6

層10YRI者黒色腐植土層。粗で、粘性ややあり、炭化物を含む。 7層は3層とはヾ同じである。

〔長軸両端の壁〕両端とも下場が長く、かなり挟られている。

(23) Ca53溝状土塀(第3次調査)(45図1)

〔位置と現状〕基準線より東へ2.99m-5.02m。基準点より南へ0.22m-2.88mの地点、 Ca53

地区にある。壁の上部全体が、かなり崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。やや密で、粘性ややあり。炭化物を含む。 2層7.5YR

%極暗褐色腐植土。粗で、粘性ややあり。シルト質土・炭化物を含む。 3層7.5YR%明褐色シ

ルト質士。粗で、相性ややあり。 4層は1層とはヾ同色同質。 5層は2層とはヾ同色同質。 6

層は1層とはヾ同色同質。 7層は3層とはヾ同色同質。 8層は2層とほヾ同色同質である。

〔長軸両端の壁〕北西端の壁はかなり挟られ、南西端の壁はほゞ垂直である。

(24) Ca62溝状土塀(第3次調査)(45図2)

〔位置と現状〕基準線から束へ12.01m-14.70m。基準点から南へ0.65m-2.08mの地点Ca62

地区にある。壁の上部大部分が、かなり崩壊している。

〔堆積土〕 l層10YR%黒褐色腐植土。やや密で、粘性ややあり。炭化物を含む。 2a層7.5YR

夕初音褐色シルト質土。粗で、粘性ややあり。 2b層7.5YRタイ褐色シルト質土。粗で、粘性やや

あり。 3層は1層とはヾ同色同質。 4層は2b層とはヾ同色同質。 5層は1層とはヾ同色同質。

〔長軸両端の壁〕東端はねずかに傾斜する。西端はほゞ垂直で、やや挟られている。
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体) Cd59溝状土塀(第1次調査)(45図3)

〔位置と現状〕基準線より東へ7.79m-10.74m。基準点より南へ11.14m-12.41mの地点、

Cd56へCe59地区にある。壁の上部特に北側が崩壊している。

〔堆積土〕 1層75YR労黒色腐植土。やや密で、粘性若干あり。シルト質土を少量含む。

〔長軸両端の壁〕両端共若干傾斜をしている。

(26) C=8溝状土塀(第1次調査)(45図4)

〔位置と現状〕基準線より西へ16.23m-17.12m。基準点から南へ16.56m-18.69mの地点。

Cf18-Cg18地区にある。壁の上部が大部崩壊している。

〔堆積土〕 1層7.5Y郎イ黒色腐植土。やや密で粘憧れずかあり、シルト質土を少量含む。

2層7.5YR舞褐色シルト質土。やや密で、粘性ややあり、腐植土を少量含む。

〔長軸両端の壁〕両端共にれずか傾斜がある。

(27) Cf21溝状土塀(第1次調査)(45図5)

〔位置と現状〕基準線より西へ17.93m-18.43m。基準点より南へ16.29m-17.78mの地点、

Cf18-Cf21地区にあり、前述のCf18溝状土嬢の西1.2m。 Cd21住居跡の南西コーナーから南へ

約60cmの所である。壁の上部大部分はかをり崩壊している。

〔堆積土〕 1層7.5YR労黒色腐植土。やや密で枯性若干あり。 2層7.5YR労黒色腐植土層。

やや密で、粘性若干あり。シルト質土を若干含む。 3層7.5YR%黒褐色腐植土。やや密で 粘

性ややあり。シルト質士を少量含む。

〔長軸両端の壁〕両端共にはヾ垂直である。

(28) Cg12溝状土塀(第1次調査)(45図6)

〔位置と現状〕基準線より西へ11.31m-11.84m。基準点より南へ18.17m-11.65mの地点、

Cg12地区にあり、 (27) Cf21溝状土類の東南東約6.3m。(26) Cf18溝状土城の東南東約4.7m。

(29) Cg15溝状土頻の東南東約1.5mの所で これらの4基は、ほヾ平行している。壁の上部は、

若干崩壊した所がある。

〔堆積土〕 1層7.5YR労黒色腐植土。やや密で粘性ややあり。シルト質士を少量含む。 2

層7.5YRタイ褐色シルト質士。やや密で、相性ややあり。腐植土を少量含む。

〔長軸両端の壁〕北端の壁は、ほヾ垂直である。南端の壁はやや挟られている。

(2功 Cg15溝状土塀(第l次調査)(45図7)
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第14表 溝 状 土 塀 覧

遺 構 名 

実測図 番号 

規 模 (m) 

皮軸方向 
断 面 

下 場 形 状 
推紙 上 * 

重 複 上 場 下 場 
深さ 

長軸 短軸 長軸 短軸 

AcO9 44鵜1 3.84 
0.3 ・・-041 

3.75 0.10 0.70 N-52」E U 北端丸い、南端南へ尖る 5層 A区溝 

Ae18 44-2 3.88 0.70 4.04 
0.1 -0.2 

0.42 N-57.5○○E U 両端丸い、両端上場より長い 
ー A区溝 

AgO9 44-3 3.30 0.34 3.38 0.10 0.55 N-40.5o-E U 両端尖る、南端のみ上場より長い 6層 
ー 

Ai21 44-4 3.00 0.35 2.85 0.15 0.50 N-87」E U 東端丸い、西端北へ反る 4層 
ー 

Ai50 44-5 3.15 0.35 3.05 0.20 0.66 N-48」W U 両端丸く、やや細くなる 4層 
ー 

Aj12 44-6 2.85 0.22 2.75 0.10 0.78 N-22」E U 両端丸い、蛇行馨るしい 4層 鰭欄嘱 

Aj59 44-7 3.90 0.45 4.10 0.14 0.60 N-16」E V 両端丸く上場より長い、かなり蛇行する 5層 
ー 

BaO3 44-8 3.05 0.38 2.98 0.07 0.80 N-47」E U 両端尖る、かなり蛇行する 3層 BaO6住 

Bb15 44-9 2.65 0.30 2.45 0.14 0.40 N-12」E U 両端丸く、やや細くなる 4層 Bb18住 

Bb50 44-10 2.90 0.45 2.80 0.12 0.75 N-58」E U 両端丸く、北東半分細い 6屑 
ー 

BdO9 44-1l 3.65 0.33 3.82 0.20 0.80 N-49」E U 両端丸く、上場より長い 5屈 
ー 

Bd62 44-12 2.93 0.40 2.89 0.07 0.84 N-20」W U 巾的嵩丸い、南端のみ上場より長い 11席 Bd62住 

Be65 44-13 2.70 0.40 2.60 0.15 0.80 N-48」W V 両端共南西へ尖る 5層 
ー 

Bf62 44-14 3.65 0.42 3.70 0.06 L08 N-65二〇ⅥI V 束競丸、西端北へ尖る、両端共上場より長い 7層 
ー 

Bf65 44-15 3.00 0.25 2.90 0.15 0.66 N-39二・W U 両端丸い、南東端のみ上場より長い 3層 
ー 

Bg59 44-16 3.06 0.35 3.00 0.09 0.75 N-71」E U 両端丸い、ほヾ直線的 5層 
ー 

Bh62 44-17 3.40 0.50 3.22 0.15 0.86 N-62」E U 北東端やや尖る、南西端やや膨らむ 5層 
- 

BiO9 44-18 3.45 0.36 3.40 
0.1- 0.27 

0.60 N-67」E U 両端共丸い、中央せまくなる 4層 
ー 

Bi56 44-19 3.65 0.65 3.80 0.10 l.00 N-52」W V 「埴詰其丸く、上場より長い 3層 
ー 

Bi62 44-20 3.15 0.40 3.05 0.15 0.91 N-85二〇E U 西端尖る、東端丸い 7層 
ー 

Bi65 44-21 2.60 0.56 2.35 0.10 0.93 N-55二・W U 両端丸い、東端やや細い 7層 
ー 

Bj53 44-22 3.75 0.30 4.00 0.15 0.78 N-67」E U 両端共丸く、上場より長い 7屈 Bi50佳 

Ca53 45-1 3.25 0.60 3.25 0.15 0.90 N-26二一W Ⅴ 北端尖り、上場より良い、南端尖る 8層 
ー 

Ca62 45-2 2.95 0.50 2.77 0.20 0.60 N-55し-W U 両端共西へ尖る 5厨 
ー 

Cd59 45-3 3.06 0.50 2.81 
0.06 -0.1 

0.55 N-59?-W U 西端北へ張り出す、東半分細い l層 
ー 

Cf18 45-4 2.20 0.40 2.Ol 0.14 0.38 N-26」E U 北端丸く細い、南端西へ尖るこ蛇千手 2層 
- 

Cf21 45-5 l.52 0.40 l,40 0,10 0.51 N-20二・E U 北端尖る、南端丸い 3層 
ー 

Cg12 45-6 l.48 0.50 l.45 0.15 一-0.2 0.42 N-12」E U 北端東へ尖る、前部しく上場より長い 2層 
ー 

Cg15 45-7 1.60 0.35 l.68 0.14 -0.2 
0.48 N-21LE U 両端丸い、南端のみ上場より長い 2層 

ー 

平 均 3.02 0.41 3.00 0.12 0.69 ー 

* (表土・他山混合)

第15表 土 垢 覧

避構名 

規 模(m) 

深さ (m) 

方 向 

形 状 

理工 出 土 過 物 土∴∴」場 下 城 
上場 下 場 

長軸 鯉軸 長軸 短軸 

Bb56 1.80 0.80 l.60 0.35 0.87 N-33二・W 楕円形 長 方 形 4屈 1屈より石庭状石器 

Bc53 2.00 0.90 1.70 0.35 0.83 N葛35し-W 楕円形 長 方 形 6層 l屈より拙文上器片 

Bd50A 1.90 1.00 l.70 0.25 l.06 N-40し。E 楕円形 長 方 形 6屈 l柄より純友土器片 

Bd50B l.60 0.60 0.85 0.20 l.18 N-70」E 楕円形 長 方 形 6屈 l層より石斧 

BeO9 1.80 0.70 l.40 0.25 0.86 N-15」W 楕円形 長 方 形 7層 l層より縄文士器片 

Be12 2.00 l.00 2.00 0.30 l.10 N-25」W 鱗 形 長 方 形 7層 l時より縄文上器片 

Be56 l.50 0.50 l.60 0.20 0.95 N-3。-W 楕円形 長 方 形 6屈 1層より縄文上器片 

BgO9 2.50 0.90 2.15 0.50 0.64 N-55二・E 楕円形 長方形、「串嵩やや丸 5層 1厨より縄文土器片・縦型石盤 

平 均 l.89 0.80 l.63 0.30 0.94 
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〔位置と現状〕基準線より西へ13.22m-13.74m。基準点より南へ17.48m-19.06mの地点、

Cf15へCg15地区にあり、 (28) Cg12溝状土嬢の西北西約1.5m。 (26) Cf18溝状土嬢の東南東約

2.9mの所である。壁の上部が若干崩壊している所がみられる。

〔堆積土〕 1層7.5YR者黒色腐植土。やや密で粘性ややあり。シルト質土を少量含む。 2層

7.5YR舞褐色シルト質土。やや密で、粘性ややあり。腐植土を少量含む。

〔長軸両鴇の壁〕平面形は、 (凋 Cg12溝状土塊に類似し、北端の壁は、ほゞ垂直である。南

端の壁は、上場より長く、若干挟られている。

以上29基の溝状土嬢を記述したが、主を項目については、対比するため第14表に記載した。

年代決定資料は、 29基共皆無であるが、第1層からは、縄文早期末から、前期初頭と思われ

る土器片や石器が、ほとんど29基全部から出土している。また、住居跡との切り合いの溝状土

嬢からは、やはり第1層より、土師器、須恵器等の破片が若干出土している。またAi50.Bf

62.Bi62.Bi65.Bj53.Ca53の各港状土嬢には、最下層、またはそのすぐ上層に、炭化物を

含んでいたが、少量で分析できる量ではなかった。

4 土塀(第46図)(第15表)

(1) Bb56土塀(46図1)

〔位置と現状〕基準線より東へ6.07m-7.50m。基準点から北へ25・61m-27・11mの地点、Ba

56へBb56地区にある。 Ba53住の東壁から東へ29cmの所である。壁の上端部が若干崩壊している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。粗で粘性なし。縄文土器片1、石箆状石器1を含む。

2層10YR%暗褐色腐植土。粗で粘性ややあり。シルト質土を若干含む。 3層10YR%暗褐色

腐植土層。やや粗で粘性をし。シルト質土を若干含む。 4層10YR%黄褐色シルト質土。やや

粗で粘性あり。 5層10YR者黒色腐植土層。粗で粘性ややあり、炭化物粒状、シルト質士若

干を含む。

〔壁の形状〕長軸側、短軸側共、ほヾ垂直である。

〔年代決定資料〕 2層以下からの、遺物の出土は皆無である。

(2) Bc53土塀(46図2)

〔位置と現状〕基準線より束へ3.09m-4.72m。基準点から北へ22・73m-24・40mの地点、 Bb

53へBc53地区にある。 Ba53住の南壁から南へ約2mの所である。北東壁の上半が、かなり崩壊

している。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。粗で粘性なし。縄文土器片若干含む。 2層10YR%
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暗褐色腐植土層。粗で、相性ややあり。シルト質土を含む。 3層10YR%黄褐色シルト質土、や

や密で、粘性あり。 4層10YR%黒褐色腐植土層、粗で、粘性なし。シルト質土を若干含む。 5

層10YR%黄褐色シルト質土。粗で、粘性あり。 3層とはヾ同質で、水分をかなり含む。 6層10

YR%黒褐色腐植土層。粗で、粘性なし。シルト質士若干を含む。 1層・ 4層とはヾ同質で、水

分をかなり含む。

〔壁の形状〕長軸側、短軸側共にはヾ垂直である。

〔年代決定資料〕 2層以下からの、遺物の出土は、皆無である。

(3) Bd50A土塀(46図3)

〔位置と現状〕基準線より東へ0.35m-1.64m。基準点から北へ約20m-21.87mの地点、Bc50

-Bd50地区にある。 Aj 50住の中間地点である。

〔堆積土〕 1層10YR%暗褐色腐植土層。やや密で、粘性をし。シルト質士、縄文土器片4、

暦製石斧1、フレーク1を含む。 2層10YR%黒褐色腐植土。粗で粘性をし。 3層10YR%褐

色シルト質土。密で粘性あり。 4層10YR%黄褐色シルト質士。粗で粘性あり。腐植土を若

干含む。 5層10YR%暗褐色シルト質土。粗で粘性あり。腐植土混合。 6層10YR%黒褐色腐

植土。粗で、相性ややあり。シルト質土を若干含む。 7層10YR%暗褐色腐植土層。粗で、粘性

ややあり。シルト質士を若干含む。 8層10YR%明黄褐色シルト質土。粗で、粘性あり。 9層10

YR%暗褐色腐植土。粗で、粘性ややあり。シルト質土若干を含む。 1層・ 7層とはヾ同質。 10

層10YR%褐色シルト質士。粗で、粘性あり。 3層とはヾ同質。 11層2.5YJ有美黄色精士、やや

密で粘性あり。 12層10YR%朋黄褐色砂質士。密で粘性なし。 13層10YR%黒褐色腐植土層。

粗で、相性ややあり。 2層とはゞ同質。

〔壁の形状〕長軸両端の壁は、下半部が若干挟られている。短軸側は、東側がかなり崩壊し

ているが、下半部はほヾ垂直と思おれる。西側の下半部ほれずかに映られ丸みをもっている。

〔年代決定資料〕 2層以下からの、遺物の出土は皆無である。

(4) Bd50B土塀(46図4)

〔位置と現状〕基準線から東へ0.83m-2.34m。基準点から北へ19.00m-20.20mの地点、Bd

50地区にある。 Bd50A士擬の南南東側にあり、壁との剛副ま13cmである。壁の上半部に若干崩

壊した所がある。雄に西北西側のBd50A土塀に近い所は、かなり崩壊している。

〔堆積土〕記録が無い。

〔壁の形状〕南北側の壁は傾斜が若干みられる。東西長一抽両端の堕は、ほヾ垂直である。

〔年代決定資料〕出土遣物は皆無である。
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(5) BeO9土塀(46図5)

〔位置と現状〕基準線より西へ5.92m-7.11m。基準点より北へ16.10m-17.91mの地点、Be

O6-BeO9地区にある。 BeO6住の北西約2mである。西壁上半部の崩壊が若干ある。他はほヾ原

形のまゝと思われる。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。やや密で粘性をし。炭化物を若干含む。縄文土器片

6、縦型石匙1、剥片1を包含。 2層10YR%黒褐色腐植土。粗で粘性なし。 3層10YR%暗

褐色腐植土層。粗で粘性あり。 4層10YR%黒褐色腐植土。粗で粘性ややあり。 5層10YR

%黄褐色シルト質土。粗で粘性あり。砂・礫を含む。 6層10YR黒褐色腐植土。粗で粘性や

やあり。 4層とはヾ同質。 7層10YR%暗褐色腐植土。粗で粘性ややあり。砂・粘土を若干含む。

〔壁の形状〕ほゞ垂直である。

〔年代決定資料〕 2層以下からの、遺物の出土は皆無である。

(6) Be12土塀(46図6)

〔位置と現状〕基準線より西へ9.38m-11.00m。基準点より北へ17.00m-18.88mの地点、Bd

12-Be12地区にある。 Bb18住南東隅から南へ3.4m。 BdO9溝状土塊の南西端から南西へ30cmの

所にある。東壁上半部に崩壊した個所がある。他はほゞ原形のまゝと思われる。

〔堆積土〕 1層10YR%黒褐色腐植土。やや密で、粘性をし。炭化物を含む。縄文土器片5を

包含。 2層10YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性をし。シルト質上を含む。 3層10YR%暗褐色腐

植土。やや密で、精性ややあり。シルト質土を含む。 4層10YR舞褐色シルト質上。粗で、粘性

ややあり。腐植土を含む。 5層10YR%黄褐色シルト質士。粗で、粘性ややあり。炭化物・腐植

土を含む。 6層10YR%黄褐色シルト質土、粗で、粘性あり。腐植土を若干含む。 7層10YR%

黒褐色腐植土層。粗で、相性をし。シルト質土若干を含む。 8層10YR%黄濁色シルト質上。粗

で、粘性あり。 9層10YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性なし。シルト質士を若干含む。 2層とほ

ぼ同質。 6層と8層もほヾ同質。

〔壁の形状〕長軸北西端は、ほヾ垂直。南東端は、やや映られて下場の方が長い。短軸両側

は若干傾斜がある。

〔年代決定資料〕 2層以下からの、遣物の出土は皆無である。

(7) Be56土塀(46図7)

〔位置と現状〕基準線より東へ8.25m-8.98m。基準点より北へ16.64m-18.11mの地点、 Bd

56へBe56地区にある。 BeO6住とBd62住のほゞ中間になる。東西両壁の南側上端部が若干崩

壊している。他はほヾ原形のままと思われる。
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〔堆積土〕セクション図だけで、注記をし。各層サンプルはあり。

〔壁の形状〕東西両壁は、ほゞ垂直。南北両端は、下場の方が長く、決られている。

〔年代決定資料〕 1層より縄文土器片1。 2層以下は、出土遺物皆無。

(8) BgO9土塀(46図8)

〔位置と現状〕基準線より西へ5.60m-7.64m。基準点より北へ8.48m-10.44mの地点、 Bg

O6-BhO9地区にある。 BeO6住の西約5mのところである。北西壁がか在り崩壊している。

〔堆積土〕 l層10YR%黒褐色腐植土。密で脚生をし。縄文土器片16。石鍛1包含。 2層

10YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性をし。 3層10YRタイ黒色腐植土。粗で、粘性なし。 4層10YR

%黒褐色腐植土。粗で、粘性なし。 5層10YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性をし。シルト質土

混合。 6層10YR%暗褐色腐植土。粗で粘性ややあり。シルト質土混合。 7層10YR%黄褐色

シルト質土。粗で粘性あり。 8層10YR%黒褐色腐植土。粗で、粘性なし。 9層10YR者黒色

腐植土。粗で、粘性なし。 3層とはヾ同質。

〔壁の形状〕北西側は崩壊し原形は残っていないが、セクション図をみると、ほヾ垂直であ

ったと思われる。他の壁はほヾ垂直である。

〔年代決定資料〕 2層以下からの、遺物の出土は皆無である。

以上8基の土境は、共通点をまとめてみると、長軸と上場下場共に、溝状土塊よりは、か在

り短い。また短軸の上場下場共に、溝状土嬢よりは長い。深さは、平均値が、溝状土壌よりは、

かなり長い。溝状土塊の長軸上場は、最大3.9m。最小1.48m。長軸下場は、最大4.1m。最小1.4

m。深さは、最大1.08m。最小0.4mと、かをりの差があり、多様であるが、土塊に於では、長

軸上場は、最大2.5m。最小1.5m。長軸下場は、最大2.15m。最小0.85m。深さは、最大1.18m。

最小0.蝕m。とそれほどの差がをい。また、溝状土壌は、長さ60m、巾25mの範囲に集中してお

り、北北西から南南東へ延びている。土壌は、 B区の基準線を中ノ」、に、 20mの範囲内に集中し

ている。

土塊の性格については、 2層以下に出土遺物が無く。切り合いの遺構も無いため、年代・性

格共に不明である。しかし、規模・形状・堆積土の状態を観察すると、墓嬢の可能性があるよ

うに思われ、安徳寺との関連も考え得る。

5 Be21方形固溝(第47図)

〔遺構の確認〕基準線より西へ13.56m-27・05m。基準点より北へ9.57m-23・07mの地点、

- 107
葛



一
宮 手 遺 跡-

の

A「圭=㌃B C一一幸TD E‾専±ァ‾F

G詞や盲H
丸

太

材

第47図 Be21方 形 周 溝

1 2 3 4
5m

108
-



一
宮 手 遺 跡-

Be21地区及び、 Bc21へBg24、 Be15-Be27の各地区に跨っている。遺構確認面は表土下の黄

褐色シルト買上である。

〔重複〕同港の南西部が、 Bf30住の、かまど・Ql床面・北壁東側を切っている。また、同

港に伴うと思おれる溝が、北隅から北東に約16mほヾ直線状に延びており、 Bb18住の北西部、

Aj12溝状土壌・AiO9住の北西部を切っている。また、北西部中央と、南東部中央が、ぶどう

棚を支える針金を埋めたピットにより切られている。

〔平面形・方向〕 11.50-12.40mX8.40×8.60mの長方形である。北西部は、長さ約11・4m。

上場の巾約l.Om。下場の巾約60-70cm。深さ約13cm。方向はN-60O-Eである。南西部は、長

さ約8.Om。上場の巾約80-100cm。下場の巾55へ60cm。深さ約12-18cm。方向はN-30O-Wで

ある。南東部は、長さ約11.4m。上場の巾約90-100cm。下場の巾50へ70cm。深さ約20cm。方向

はN-60O’-Eである。北東部は、長さ約90cm。上場の巾約70-105cm、下場の巾約45へ75cm。

深さ的20cm。方向はN-30O-Wである。

〔堆積土〕 1層7.5YR%黒褐色腐植土。粗でやや相性あり。シルト質土混入。 2層7・5YR

%黒褐色腐植土。粗で粘性あり。シルト質土若干含む。所により礫を含む。 3層7.5YR%褐

色シルト質士。粗で、粘性ややあり。腐植土若干混入。

〔底面の状態〕ほゝ平坦で、凸凹は少をい。底面より壁への立ち上りは、内壁側が緩やかで

傾斜も緩やかな個所が多く。外壁がやや急角度で、傾斜も急封田所が多い。

〔傾斜〕南側がやや高く、北側が低い。その比高は約15cmである。

〔内側台状部〕同港に伴う遺構は、何も検出されなかった。

〔近接した遺構〕北東約1mにBb15住南西コーナーがあり、東約2・6mにBe12土塊があり、南

西側はBf30住と切り合っており、南約7.7mにはBj24住の北壁がある。しかし方形剛茸と関連

する遺構は不明である。切り合い関係に於て、住居跡・溝状土壌よりは新しいと思おれ、土塊

については、関連を実証する資料が無い。

〔切り合いの遺構等による新旧関係〕前述の通り、住居跡・溝状土塊よりは新しく、戦前の

ぶどう棚を支える石組のピットよりは、前であるが、その間の年代があまりにも長すぎるため、

年代決定の資料にはならない。

〔出土遺物〕出土遺物も年代決定の資料と看る物は無かった。繊維を含む縄文土器片、口緑

部4点。内2点は不整撚糸紋、他の2点は縄文。休部18点。休部下端2点。繊維を含まない休

部の縄文土器片4点。これは、 Bj24住と開通する物も含まれていると思おれる。土師器、饗、

口緑部1点、休部1点。小型護、休部1点、底部1点。須恵器、壷・休部1点。杯A類、口緑

部l点。杯B類、口緑部l点、休部1点、体下半底部2点が、縄文土器片と同一層から出土し

ている。これはBf30住のかまど部を切っているから、これと開通する遺物ががをり含まれてい
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ると思おれる。

6 円形土塀

(1) Ba24円形土塀(第48図) □

〔位置と現状〕基準線より西へ21.44-22.37m。基準点より

北へ29.2-30.1mの地点、 Aj 24-Ba24地区にある。 Bb18住居

跡の西北西約6mの地点である。ほゞ原形をとヾめている。(第

2次調査)

〔規模・平面形〕上場径約90cm。下場径約35cm。深さ約80cm。

ほヾ円形である。

〔堆積土〕 1層7.5YR%黒褐色腐植土。 2層7.5YR%黒色腐

植土。 3層7.5YR%暗褐色腐植土・シルト混合。 4層7.5YR%

明褐色シルト質土。 5層7.5YR%黒色腐植土。 6層7.5YR%褐□

□

第48図 Ba24 Pit

□

色シルト・腐植土混合。尚、 1層より繊維を含む縄文土器片、休部5点が出土している。

〔近接した遺構〕北約3mにAi21溝状土壌がある。東南東約6mにBb18住居跡がある。遺跡

内には、 Ba24ピットと類似した遺構は検出されをかった。

〔年代決定資料〕 l層より出土した縄文土器片は、年代決定資料とは思われない。 2層以下

からは、遺物は出土せず、従って性格も不明である。

(2) Be56円形土塀(46図7西側)

〔位置と現状〕基準線より東へ8.04-8.29m。基準点より北へ16.95へ17.32mの地点。 Be56

地区にある。 Be56土塊の西側に接している。東側のBe56土壌と接した上場が若干崩れている

だけで、ほヾ原形のまゝである。

〔規模・平面形〕上場径東西24cm、南北37cm。下場径東西17cm、南北21cm。深さ38cmで、や

や南北に長い楕円形である。小型の柱六状をしたビットである。

〔堆積土〕 2層で1層より、繊維を含む縄文土器休部破片1点と、土師器、内黒埼1片。

須恵器、埠B類4片が出土した。

〔近接した遺構〕東側に接してBe56土塊がある。遺跡内にはBe56ピ、ノトと類似した遺構は

検出されをかった。

〔年代決定資料〕 1層より出土した遺物は、遺構に伴うものかどうか疑問であり、性格も不

明である。
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その他に、 Ai68地区にピットが検出されたが、半掘りの途中で破壊され、遺物が盗難にあ

い。規模・平面形・堆積土等。調査不能であった。残存した若干の遺物は、住居跡とはヾ同時

期と思われる土師器、璽18点。小型蛮26点。須恵器、壷6点。小型壷1点。杯A類1点。杯B

類2点。ごく最近の瓦1点である。(第製図18)

7 溝(第49図)

〔位置と現状〕基準線より東へ4.9m一西へ27.36m。基準点より北へ60.9へ39.45mの地点、Aa

53へAg30地区にある。東端は輪郭がはっきりしているが、西端は不明確である。

〔規模・方向〕長さ約38.4m。巾約40-50cm。深さ14-18cm。方向はN-66O-Eである。

〔堆積土〕 1層7.5YR%黒褐色腐植土。部分的な堆積である。 2層7.5YR劣黒褐色腐植土。

溝の大部分に堆積する。

〔傾斜〕西端の下場が標高131.15m。東端の下場が標高130.77mT,比高約38cmになる。また、

標高131mと131.5mの等高線の間にあり、北が低く、南が高い。溝は131mの等高線に平行して

D
生
し 田圏

配5 i lO田● 1二

第49図 A 区 構

i
 
A
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訂

〔近接した遺構〕 AcO9溝状土嬢とAd18溝状土壌と重複し、溝が土嬢を切っており、溝が、

新しいと思れれる。類似した遺構としては、 BE21方形同港の北隅と接する溝がある。これは

A区の溝の南約18mの所を、ほヾ平行に(N-60O-E)つくられているが、同時期のものかど

うかは、決め手となる資料が無いため、不明である。

その他、 Be21方形同港に接する溝については、前述しているが、 AiO9住居跡の北西隅から、

方形同港の北隅まで長さ約16mのはヾ直線である。位置はAiO9-Bc21地区である。 Be21方形

周溝との接する地点をみると、溝が方形同港の外壁を切っている事から、溝は方形周溝と同時

期か、それ以降で、方形周溝以前とは思われない。(第3図参照)

また、 BeO9溝状土壌の北端、 Be21方形周溝の南東側、 Bj 21住居跡の南東側に、平面形が方

形の浅いピットが検出された。これらは、底面にガラス片等の現代の物品が、土師器・須恵器

の破片と共伴して出土し、南西側に宮手公民館があり、関連の施設と考えられる。
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Be62住居跡の東側を南北に切っている溝についても、堆積層が表土に粒状のシルト質土が混

入したもので、検出された住居跡の面にはっきり確認されている事から、かなり新しいものと

思われる。

Bh24ピ、ソトは、電柱を建てた跡であるが、堆積土の底面近くまで遺物が包含されていた。繊

維を含む縄文土器片、口緑部2点、休部25点、体下端部1点、縦型石匙1点。石箆状石器2点。

内黒土利本部l点。須恵器杯B類口緑部3点、休部3点が出土している。堆積土はかなり人為的

で、シルト質士が粒状に混入した腐植土である。

BiO9溝状土塊付近から東端までのかなりの範囲に、円形同港状の浅い掘り込みが検出された。

外縁の直径が5m前後で、堆積士は皆1層である。りんご樹に肥料を施す為に掘られた環状の

穴で、繊維を含む縄文土器片口緑部2点、休部14点、石箆状石器l点。土師器、長胴蛮口緑部

5点、休部49点、底部1点。小型聾口緑部8点、休部18点。内黒埼口緑部5点、休部9点。内

外黒色処理上不口緑部1点。須恵器壷休部2点。杯A類口緑部3点、体下底部1点。杯B類口緑部

31点、休部35点、底部11点が出土している。特に遺物が多く出土した地点は、Bi50地区。Bi56

地区。 Bj59地区である。

8 表土より出土した遺物

当調査地区は、かなりの撹乱があり、再三に渡って重機による表土削平が毒され、遺構内の

遺物が散乱した。電柱を建てた穴の底面や、ごみ棄て場、りんご樹に肥料を施すための環状の

溝にも、かなりの量の遺物が混入していた。

(1)縄文土器

第19表の通り、約700片が出上した。口緑部刺突破の2片は、円形刺突紋と擬の洗練のもの

1点と、縦に長い長方形の刺突紋のもの1点である。休部破片中に、外面の径1.1cm。内面0.8

cm。中ノ」、部内而寄り0.5cmの孔を両面から穿ったものが1点みられる。羽状縄文を施したもの

が6点出土している。大部分が胎部に繊維を含んでいる。

口端部が残存するものでは、平らで外側が若干高いもの、平らで傾斜の無いもの、平らで内

側が若干高いもの。丸みをもつもの。丸みをもつ所と平らを所の両方をもつもの。波状口緑の

もの、やや波状のもの。縄文の庄痕のあるもの。円形刺突紋のあるもの等がみられる。

器形は、大部分が深鉢と思おれ、器壁が直線的で外傾するもの。わずかに外反し外傾するも

の。やや外反し外傾するもの等がみられる。

(2)石器
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表採等による石器は、第16表の通りである。

(3)土師器・須恵器

第19表の最下段の通り、住居跡等遺構以外の地点から、がをりの量が出土している。

土師器の内饗は、口緑部のあまり外反し老い低いものが多く、休部との境がはっきりしない

ものもみられ、小型の饗は、ろくろをで成形、回転糸切りのものが大部分である。内黒処理の

饗は、小破片で、磨きの痕が認められる。

内黒処理高台杯は、外体面下端に墨書が認められるが、墨書部の大部分が欠損し字体は明確

ではないが、 「田」か「口」の様に思える。

須恵器の壷・蛮・長頸壷、小型壷は、小破片が大部分で、胎土硬質、色調灰白色一灰色、焼

成良好のものが大部分である。

須恵器杯A類は、胎士硬質、色調灰白色一灰色、焼成良好。ろくろをで成形無調整、回転糸

切りである。中に1点墨書の認められるものがあり、 「十」と思おれる。

須恵器杯B類は、胎土軟質、色調にぷい橙色一橙色一浅黄橙色、焼成不良へやや不良。ろく

ろなで成形無調整、回転糸切りが大部分であるが、中に1点内面に刷毛目標の調整が認められ

るものがみられ、外体面下端に手持ち箆削り調整の認められるものが1点ある。また、底部下

面に墨書の認められるものが1点あるが、字体は不明である。

(4)瓦

ごく新しい褐色の瓦が1点出土している。 「波郡赤石村」の線刻が認められる。

第25表の須恵器上布よA類とB類に分けたが、 A類は胎土硬質、色調灰白色一灰色。焼成は還

元炎焼成で良好のもの。 B類は胎土やや軟質一軟質。色調は橙色系。焼成は酸化炎焼成でやや

不良一不良である。またA類の器形は大部分が嵩高が4.3cm-5.2cmで、平均4.6cmであるが、

B類は、器高が4.3cm-6.4cmで、平均4.9cmとB類の方が高く、外傾度もA類よりB類の方がや

や小さい。胎土に含まれる砂粒は、 B類にかなり多く含まれ、 A類は少ない。

杯類と浅鉢の外傾度は、口端部と底部外縁を結ぶ直線と底部下面に垂直を線との角度であり、

土師器内黒埼は、角度の小さいものが多い。次いで須恵器杯B類に小さいものがみられ、土

師器内外黒色士不と、須恵器杯A類は角度の大きいものがみられる。

坪類・浅鉢の口緑部形状を、直線的・ほヾ直線的・わずか外反・やや外反・外反・がをり外

反としたが、直線的は、口緑部と体上半部が角度を持たをいもの。ほヾ直線的は、口緑部と体

上半部が角度を持たをいが、口緑部内面が外面より丸みがややあるもの。れずか外反は、口端
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一
宮 手 遺 跡一

第18表 焼 土 遺 構 一 覧

遺構名 

規 模(m) 

深さ (m) 

方 向 

形 状 

埋 土 出 土 遺 物 上 場 下 場 

上 場 下 甥 
長 軸 短軸 長軸 短軸 

Bi50 0.50 0.39 0.20 0.17 0.30 
ー 

楕 円 形 やや方形 (6層) 無 し 

Bi56 0.52 0.49 0.43 0.40 0.12 
ー 

円 形 円 形 3層 土師器・須恵器 

Cc68 約2.5 l.22 2.1 0.9 0.43 N-50し-E 不整楕円形 不整楕円形 6層 土師器・須恵器 

第19表 遺 物 集 計

出 土 地 点 

縄 文 土 器 

口 綾 部 

休 部 体下半 
底部 (尖底) 縄文し・R 縄文R・し 撚 糸 不整撚糸 刺突紋 

糾l∴∴∴文 不盤撚糸 
不 明 

Bj24住 18片 0 0 3 0 0 2 145 19 3 

表土等 40 3 3 11 2 2 0 615 23 0 

出 土 地 

石 器 

出 石 

石 壁 石 鍛 
掻 器 

石斑状 
暦製石斧 頗 石 映状耳飾 不 明 剥片 等 

点 縦 樹 (無茎) 石 器 

Bj24住 2 5 0 4 l 2 0 0 0 1 42 

表土等 1 11 l 4 0 11 1 2 1 0 56 

遺構名 

土 師 器 須 恵 器 

土 製 ⊂‾】 〇日 石 製 し二プ ロロ 鉄 製 置二軍 叩 

饗 内黒処理 内外黒色処理 

浅鉢 ・二ま三 笠 蛮 
反 響 亜: 小 型 壷 

A 類 B 類 

長胴 小型 内黒 上不 高台杯 杯 高台杯 杯 高台杯 上不 高台杯 

Ah12住 11 2 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 19 0 0 
l (妻的’リ 

0 

AiO9住 128 

46半 
55 0 9 0 1 5 l 0 0 9 0 289 5 0 0 0 

Ai50住 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

BaO6住 5 0 0 9 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 2 0 2 0 0 

Ba53住 7 2 申 13 0 0 0 
1 (両件鵠) 

3 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 

Bb18住 88 l10 16 81 0 8 0 0 13 0 0 l 70 1 132 0 0 
l 碓石 

0 

Bd62住 66 33 io 26 0 l 0 0 10 0 7 0 27 0 62 0 0 0 0 

BeO6住 110 35 l 41 4 7 0 
l (困外堀) 

5 0 l 0 4 0 449 7 13 0 
2 刀子・ 

Bf30住 45 18 l 20 0 0 0 0 7 0 0 1 15 0 30 0 0 0 l 

Bi50住 102 10 0 25 0 0 0 0 2 0 0 0 9 0 120 l 0 0 0 

Bj21住 30 5 0 21 0 2 0 0 2 0 0 0 3 0 l17 0 0 0 0 

Cd21住 8 0 0 3 l 0 l 0 3 0 0 0 1 0 
23 (皿) 

0 0 0 
3 欽薄 

Bi56焼上 l 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

Cc68燐と 9 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 

表 土 等 345 105 4 90 l 6 0 0 43 4 2 2 30 0 343 0 0 0 0 
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部と口緑部下端を結ぶ直線と、口緑部外面中央との差が1mm以内のもの。やや外反は、その差

が1-1.5mmのもの。外反は、その差が1.5-2mmのもの、かちり外反は、その差が2mm以上の

ものとした。

杯類・浅鉢の休部形状を、ほヾ直線的、わずか丸み、やや丸み、丸みをもつ、か在り丸みと

したが、ほヾ直線的は、大部分体部下半が欠損しているもので口端部と休部残存下端を結ぶ

直線が、体堂内中央を通るもの。わずか丸みは、口端部と底部外縁を結ぶ直線が、休部中央で

内側を通るもの。丸みをもつものは、口端部と底部外縁を結ぶ直線が、休部中央で内面と接す

るか内面から2mm離れるもの。かをり丸みのあるものは、口緑部と底部外縁を結ぶ直線が、休

部中央で内面から2mm以上離れるものとした。

各表20へ29などの器形・番号の内、番号は遺物台帳登緑番号である。

Ⅳ まとめ

当調査地区は、 3度の調査が行をわれ、住居跡13棟、焼土遺構4基、溝状土蹟29基、土壌8

基、方形周溝1基、溝2条等が発見された。

各遺構は、等高線132.5m以内に密集しており、重複が多い。当調査地区は大部分が132.5m以

上で、北東端と南東端が132.0へ132.5mである。

縄文時代の遺構は、 Bj24住居跡である。不整楕円形のプランを持ち、東西にやや長い。炉跡

はなく、床面中央に主柱穴跡と思おれる小ピットが1つあり、北西壁に2、南堂外に7つの柱

穴跡と思われる小ピットがある。堆積土及び床面上から出土した遺物は、早期末と思われる尖

底深鉢形の土器片で、か在り繊維を含み、口緑部上端まで縄文を施されるものが大部分である。

(第5 ・ 6図)(第19表)。石器は、凹石・縦形石匙・掻器・石箆状石器・石鍛・剥片等で、(第7

8図)(第19表)石匙と石鋏に、特徴的をものがみられる。

溝状土塊は、 4つが住居跡と重複し、切り合い状態からみて、皆住居跡以前の遺構であり、

出土遺物等の資料はをいが、他の遺跡の例から、縄文時代の遺構と思われる。従って29基の中

の何れかは、 Bj24住と同時期のものの可能性がある。

溝状土塊は、位置と平面形、規模からみて、 2つに大別出来る。 1つはAcO9.Ad18.Ai21の

各港状土嬢からCd59溝状土嬢まで、長さ60m、巾25mの範囲内、北北西から南南東方向に分布

しているもので、他の1つはCd21住の南側にある4基で、両者は、平面形と規模にかをりの相

違があり、堆積土にも若干の相違がある。(第14表)

平安時代の遺構は、住居跡12棟と焼土遺構3基と思われる。遺跡全体の東側一部が調査区で
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一
宮 手 遺 跡「

あるため、集落全体の状態は不明であるが、 BeO6住居跡を中ノ」、に、東側にBd62住。北側にBa

53住・Aj50住・ BaO6住。北西にBb18住。西にBf30住。南西にBj21住、南にBi50住が、環状

に囲んでいる様にみえ、更に北側にAiO9住とAh12住。南西にCd21住が少し離れて存在してい

る。

主軸方向は、東向きがBeO6住、 Ba53住、 AiO9住、 Ah12住、 Bb18住、 Bf30住である。 Bd

62住は南向き。 Bj21住は北東向き。 Aj50住・BaO6住・Bi50住・Cd21住は不明であるが、 Cd

21住以外は東向きの可能性がある。

堆積土は、 BeO6住・Bf30住・Bi50住に、若干の粉状パミスが混入している。しかし、どの

住居跡も上層が削られているので、 3棟以外には混入しなかったと断定は出来ない。

柱穴はAiO9住・ Bb18住・ Bd62住・ BeO6住に存在し、 Bf30住は不明である。他の規模の小

さい住居跡にはみられない。

かまどは、大部分の住居が東壁にあり、 Bd62住は南壁。 Bj21住は北壁。 Aj50住、 Bi50住

は無い。 Cd21住は床面中央やや西寄りに炉と思われる焼土の集積があり、 BaO6住もtiノトNo.

4を炉に使用した可能性がある。

貯蔵穴状ピ・ソトの中に、かなり厚く、焼土炭化物が堆積しているものがあり、目的は不明で

あるが、かまどの火を移して、燃焼させたと思おれる。 Ah12住のピット3と5。 AiO9住のピ

ット9と15。 BaO6住のピット4。 BeO6住のピット17等である。

年代決定資料については、 Bf30住の須恵器壷(第32図5)が、 10世紀初頭と鑑定された結果

があり、、Cd21住の須恵器皿B類(第39図3へ6)は、他の住居跡出土の遺物より年代は下がる

と思われる。 Aj50住居跡以外の出土遺物については(第19表)、内黒処理の土師器長胴聾が4棟

の住居跡より出土している事、内外黒色処理の士不・浅鉢が7棟の住居跡より出土している事、

4タイプの高台杯が出土している事、長胴蛮形の須恵器が出土いる事等である。

12棟の住居跡中、 5棟が切り合いで新旧関係があるが、 Cd21住以外は、ほゞ同時期か、それ

ほど差の老い時期と思おれ、 Cd21住は、ややそれ以降のものと思おれる。

焼土遺構は、住居跡とはヾ同時期頃の存在と思おれる。

土塊は、切り合った他の遺構も、出土遺物も無く、年代不明である。

方形同港は、住居跡以降のものであるが、年代・性格等不明である。

溝・円形土塊共に、年代・性格は不明である。
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ー上平滞新田遺跡-

上平沢新田遺跡

I 遺跡の位置と立地

本遺跡は、東北本線「日詰」駅から北西およそ4.3km紫波叩西部の上平沢新田に所在し、中位

段丘二枚橋面の西南緑部の段丘崖沿いに立地している。遺跡南方約120m内外を束流する平沢川

による開析とおもわれる。遺跡立地面の標高は約134m、段丘崖の比高は約1mである。

調査地は、本追跡の一部で、地形及び表採遺物の分布から、調査地西側及び東側に伸びる段

丘崖に沿う畑地・宅地に遺構存在の可能性が極めて強く、本遺跡の範囲として把握しなければ

ならをい。

調査地の現状は畑地及び水田と一部宅地であった。段丘崖下周囲はほとんど水田である。本

遺跡に近接する遺跡として、北には縄文・古代の宮手遺跡、南に縄文・古代・近世の栗田I ・

Ⅱ ・Ⅲ遺跡が立地している。

Ⅱ 調査地の層序

原点杭STA516よりN40. W18点とN42.W18点を結ぶ断面観察によれば、第1図のように

135. 6m

晴晶

第1図 土層序実測図

をる。

I 層 黒褐色腐植土(表土)

Ⅱ 層 褐色砂質シルト 小豆大の礫を含む。

Ⅲ 層 黒褐色粘質上

皿上層 褐色砂質シルト

Ⅳ層 褐色砂質シルト「仇層より粒子が細

かく、堆積の差違がはっきりする。

Ⅴ;屈 原黄褐色粘質土 褐色細砂がまだら

状に混っている。

寸も層 灰黄褐色粘質土 V。層とほとんど同

じであるが、しまりが強い。

Ⅵ層 褐色シルト
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ー 上平樺新田追跡喜

Ⅶ層 褐色粗砂

Ⅷ。層 灰黄褐色粘質土 Ⅴ層と類似する土質

Ⅷb層 灰黄褐色粘質土 Ⅵ層と類似する土質

Ⅸ層 灰黄褐色砂質シルト

Ⅸ層の下は砂礫層であり湧水を見た。なお、 Ⅵ層以下は酸化とグライ化の状況にある。

以上のことから、黒褐色土(I・Ⅲ層)・灰黄褐色土鳩・Ⅵ・Ⅷ。・Ⅷb層)の粒子の細い土

層と、褐色砂質シルト(Ⅱ ・Ⅳ。・Ⅳb・Ⅵ層)の粗い上層が交互に堆積し、層が形成されている

ことが言える。また、粘質土に細砂がまだら状に混ること(Ⅵ層)、粘質上層の中に粗砂の層が

入り断続する状況(Ⅷ。層とⅦ層)は水成によることを示すものであろう。

第2図に示される層序は基本的をものであるが、調査地域中B区とC区が接するNSO線の北

・南付近(第3図参照)では、黒褐色表土(I層)下に黒褐色相賀土(Ⅲ層)相当が見られる。

したがって、ここでの遺構検出面は黒褐色粘質土(Ⅲ層)上面であるが、全体的には褐色砂質

シルト(Ⅱ層)上面である。

Ⅲ 検出された遺構と遺物

表土除去遺構検出の結果、調査地内を東流する用水路南側の畑地で遺構の検出を見、北側水

田では検出を見なかった。 (第1図・第3図)

以下、検出遺構及び遺物について述べるが、遺物中古代の杯については、還元焔焼成のいね

ゆる須恵器をA類、酸化焔焼成で赤褐色等の土器をB類、酸化焔焼成内面黒色処理のあるいね

ゆる土師器をC類と分類記号で表わす(Ⅳ-2 -(3)杯の分類を参照されたい)聾等の他器種に

ついては分類記号によらず土師器・須恵器で記述する。また、計測値は一括し表(第12・ 13表)

にまとめることとし、個々の遺物はすべて実測図に付した番号によって示すとともに、土器実

測図には分類記号を付した。

1.竪穴住居跡と竪穴

(1)竪穴住居跡

1号(Ag30)竪穴住居跡

本遺構は、 A区路線西境に北西隅が接する位置に検出された焼失家屋であり、炭化材の保存

状況が比較的良好で、床面に敷かれた板材及び壁の土留施設の板材が炭化し残され、他にあま

り例を見ないことから、文化課は保存方針を決定、日本道路公団と協議を重ねた結果、現地保

存とすることになった。
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一 上平溝新田遺跡一

保存に当っては、炭化材の処置について東京国立文化財研究所樋口清治氏の現地指導を10月

15日へ17日に受け、ヴァインダー17を塗布もしくは注入し固形、その後現状記録を行をい遺物

のみ取り上げ、遺構周囲の砂質シルトを埋め固めることの繰り返しによる埋めもどしをした。

したがって、炭化材面以下の精査は実施されていない。

遺 構(第4図 図版1へ4)

〔重複〕東壁北半から南壁東半にかけて1号溝により切られ、西半部では南北に走る水道管

埋設溝で破壊されている。

〔平面形・規模〕方形を呈し辺長は北辺東西方向6.40m ・束辺南北方向で6.60mであり、東

辺で真北に対し6o30’西に向く。

〔埋土〕大別し三層になる。 1層は黒色土と砂質シルトの混合で約20elnの厚さで全域に広が

る。 2層は黒褐色土と焼土の混合で炭化物を含み厚さ約3c-nで、 1・3眉間に薄くまばらに認め

られる。 3層は炭化物層で板状、茅状、丸材状の炭化物片が全域に広がり約5c-nの厚さを持つ。

〔床・壁〕西壁寄りで板敦の床が認められる。材の長さは不明だが、遺存状況から幅20へ40

clnのものが西・北・南壁に各々木目方向が平行するように敷かれたものと言える。

特に南西隅近くに出土した杯が根上に潰れていることは、板敷床の存在を示すものである。

ただ、板敷が床全体に及んでいたか否か不明である。東壁中央やや北沿いに一括出土した遺物

は根上には遺存していない。

壁の遺存状況は高い個所で30e-n、南東ではほとんど削平されている。壁は直に立ちこれに密

着し炭化材が確認された。炭化材からみて幅約20eln単位の板材を矢板状に施設したもので、壁

面は板であったと考えられ、東壁北半・西壁北半・北壁で遺存が良い。東辺南半と南辺東半で

は壁部が削平されているが、壁材施設の溝が幅約15eInで20-40eInの区切りをもって確認できた。

なお、東南隅の耳及び南辺の耳・勤ま一辺15e-nへ20c-n、床面からの深さ約35c-nの角柱穴状で壁

材固定の要素も持ち合せていたものとみられ、これら壁材施設溝は後述する第2号住居跡でも

確認できた。

〔柱穴〕 E ・E・勤ま位置的に主柱穴と推定できる。東南1本は未確認であるが、南列は南

壁沿いにあり、 4本が対になる構造と見られる。

〔かまど〕北壁・西壁では、施設痕は全く認められず、東壁南半・南壁束半の削平された部

分に施設されていた可能性が強い。南壁束半耳・耳間l.3mは壁材施設溝が切れ地山シルトが内

側に削り出され床面より5eIn高く、焼土と粘土の泥土で周囲を固め埋設された石が存在し、続

く北側に焼土を認め東南隅に巳がある。これらが支脚石・かまど関連の焼土・貯蔵穴とすれば、

ここにかまどを位置づけれるが断定的には言えをい。

〔その他の施設〕前述と重複するが、東壁束半の地山の削り出し部分はかまどでないとすれ

鵜134 -





ー上平滞新田遺跡葛
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第5図1号竪穴住居跡出土杯実測図



ー 上平澤新田遺跡-

15

葛臆臆臆臆音

18 E2a

0 5 1 0c爪

S二釣1/3

第6図I号竪穴住居跡出土遺物実測図
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ー 上平滞新田遺跡-

ば、他の施設が考えられ、状況から出入口が想定される。

遺 物

遺物の遺存状況は比較的良好で、杯15点・台付杯3点・蛮5点・長頸壷1点が完形もしくは

復元実測可能を土器であり、鉄斧1点・萬年通宝l点・炭化米が出土した。

A類杯(第5図1-14 図版20.21) 士和ま全てA類でB.C類の出土はない。火災による

火熱のため、くすべ色が淡黄色等に変色し、煤の付着するものもある。形態、調整、切り離し
間

技法からみると、図1へ3は回転へラ切り無調整、 1は直線的に立ち上がり口径に対する底径

比が大きい、 2は外反ぎみに立ち上がり、 3はやや丸味をもつ立ち上がりで、口径に対する底

径比が非常に小さい。図4へ14は回転糸切り無調整で、 4はやや丸味をもつ立ち上がりで口緑

部はわずかに外反する。 5へ7はやや丸味をもつ立ち上がりで口緑部は外反し内側に稜をもつ、

8へ14はほぼ直線的な立ち上がりで口緑部はわずかに外反する。

出土地点は、 1は埋土からの出土、 5が南西隅近くで板上に潰れて出土、他は東壁北半沿い

に一括出土したものである。

A類台付杯(第5図15へ17 図版21) 3点の出土であり、いずれも底部回転糸切り後台を

付す、 15は3点の中では小形、 16は中形、 17は大形に在り、休部立ち上がりはほぼ直で口緑は

外反する。 16の脚部が他2点より若干低いが、総じて大きを差はない。

土師器蛮(第6図18・19 図版21) 3点の出土で、いずれも小形饗である。 18は口緑「く」

字に外反し口唇外側に沼があり、外面は口緑横ナデ、休部へラケズリで、内面は口緑ナデ、休

部横方向の刷毛白状調整でありロクロ不使用である。他の2点は19のように口緑「く」字に短か

く外反、口唇を上方に引き出すロクロ使用で、底部回転糸切り無調整、休部内外ともロクロな

で調整である。

22

0 5

S=釣1/6

第7図i号竪穴住居跡出土須恵器真実測図
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ー 上平帯新田遺跡一

須恵器嚢(第7図 図版22) 22は器面が二次火熱によって剥離している部分が多く、その

ため底部切り離し技法も不明である。口緑はやや外反し休部中央から下はヘラケズリ、上はロ

タロナデ調整になる。 23の外面調整は休部下端で横のヘラケズリ、上って叩き後のヘラケズl)

となり休部中央から肩部は叩きのみとなる。内面下端は剥離で不明であるが大部分が青海波文様

であり、肩部付近に横ナデがある。肩部から上は欠損している。 22・23とも東壁北半沿い一括

土器群での出土である。

須恵器長頸壷(第6図20 図版22) 体部外下端は回転へラケズリ、中央部はカキ目後回転

へラケズリ、肩部から頸部までカキ目、頸部はロクロナデ調整であり、底部は切り離し後回転

へラケズリ調整をし台を付している。南壁中央近くからの出土である。

鉄 斧(第6図21・図版23) 長さ13cln、幅5.5eInの長方形で刃先がやや広くなり、側面は長

三角形である。鉄板を両側から折りまげ袋状の蓋をつくり木桶を挿入するもので、蕃部分の木

桶は炭化し残っている。

萬年迅雷(第8図 図版23) 材質は銅、直径2.55cIn、重さ1.9g、火熱で面が粗にをり薄く

なっており、針ほどの穴も見ら

れ「萬」字の右上に若干の欠落も

ある。 I㌔西側付近で出土した。

炭化米(図版23)鼠とBを結

ぶ線の北側数個所で出土した。
第8図 高 年 通 質s=iノI

注(1)奈良国立文化財研究所

の沢田正昭氏が、本調査地出土のA類杯片(器肉内が褐色を呈するもの)に加熱実験の結果、 10Y

R矛灰が、 600OCで10YR%オリーブ灰、 8000Cで10YR%にぷい黄橙、 1000oCで7.5YR%橙の

変色をみた、加熱時間は各3時間である。なお、色相観察は報告書執筆者による。

2号(Ah15)竪穴住居跡

1号住居跡の南東約8mの位置で、褐色砂質シルト(Ⅱ層)面で確認されたもので、床面上

に広がる焼土、壁沿いの炭化材、遺物出土量の状況から焼失後整理された家屋と推察される。

遺 構(第9 ・10図 図版5)

〔重複〕東壁北半から南墜西半へと本遺構を斜めに切る港2号がある。

〔平面形・規模〕束辺5.1m.西辺5.1m.南辺4.4m.北辺4.75mで南北方向辺にくらべ、東西方

向辺が若干短かい方形である。

〔埋土〕 1-4層は、りんご植樹による撹乱で黒褐色土に焼土、炭などが若干混り木根が多

い。 5 ・6層は、ほぼ同じ土質で堕ざれを除き全域に広がり、北半部では検出面から床面まで

違する。璧ぎわに7層黒色土があり、その下層がシルト・炭・焼土を含む8層となるが、この

層は北半には広がらず南半に連結し、黒色土と焼土の泥土に多量の炭を含み、にぷい褐色を呈する
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一 上平滞新田遺跡一

厚さ約10elnの9層(図示をし)とをって、南西隅付近とかまど焚口を結ぶ線以南に広がる。 9層と壁

沿いに遺存する炭化材は、火災による痕跡と考えられるが、北半床面に焼土・炭化材が見られず5・

6層が床面まで達すること、遺存する炭化材が小さいこと等から、焼失後整理したものであろう。

〔床・壁〕床面は中央部を除き地山シルトであるが、部分的に火熱を受けている。中央部は

重複する耳へ恥のビットがあり、それぞれ埋められた後、上面を黄褐色シルト等で貼って床面

としている。ただし、皐。・耳。は最も新しいビットで埋土1層は黒褐色土で貼っ和犬況はない。

壁は床面からほぼ直に立ち、壁高は25cInある。東壁を除く壁沿いに炭化材が認められ、四壁

に沿って幅15eln、床面からの深さ15cInの周溝状の溝がある。溝は底の凹凸と上端線の出入等か

ら20e-nへ45cln単位の区切りがあって、四隅のE8へ単lは床面からの深さ20cInへ30e-nで一辺20e-n

の角柱穴状である。これらは第1号住居跡と類似するもので、溝は壁材施設溝で、壁構造は第

1号住居跡と同様だったとみたい。

〔柱穴〕耳へ耳が柱穴で形状は隅丸の方形に近く、いずれも一辺30c-n、床面からの深さはP

・ Bで60e-n、 R ・最で70ぐInである。埋土は蹄・且で黒褐色土が大半をしめ、周囲に部分的に褐

色砂質シルトが入る。且・勘こついては記録しをかった。 B・Bは南堕に密着し、吊・鼠は住

居跡四隅の対角線上にあって、それぞれ北壁から南へ1.5mと1.4mの位置にある。柱間寸法は

P,とBは1.9m、 RとI==ま2.2m、 RとR.BとR間は3.7mを計る。

〔かまど〕東壁南半部の中央に施設され、両袖は川原石を芯材に用いシルトで固め、燃焼部

に支脚をもつ、焚口・燃焼部は、奥行60eln、幅50clnへ30clnで、地山シルトを火床面とする。床

面と同レベルの焚口から燃焼部とゆるやかに傾斜し高くなり煙道に続く、煙道は幅40em深さ

15cmでほぼ水平に1.15m伸び煙出部となる。煙出部は径40cmX50cmの円形で、底は煙道底面よ

り10cm低くなる。なお、煙道は真北に対し890東を向く。

〔その他の施設〕勘ま径80eInX75eInの円形で深さ15e-nであり、位置的に貯蔵穴と想定できる

が過物量は少ない。耳・耽・勤まそれぞれ25eIn ・35cln ・ 20e-nの深さを計り、位置的に主柱穴E

・Bに隣接し、その関連も考えられるが性格不明である。恥へ鼠7は、前述のように中央部に集

中しており、径70cm-1m.深さ30cm-40c-nの円形ピ・ノトで何回かの新旧の重複が見られ、人

為的に埋めた撹乱土の上をシルトで貼り、床面にしていることはP,。・恥を除き、ほぼ共通す

るが、性格については不明である。

遺 物

完形品は少なく、実測図は反転によるものが大部分である。

A類杯(第11図25へ27 図版23) 25・26とも回転へラ切り無調整、 25の体は直線的に立ち

上がり口径に対する底径比が大きい、 26はやや外反ぎみに立ち上がるものである。 27は底部欠

損で切り離しは不明であり、休部はやや丸味をもつ、口緑に重ね焼き痕があり破損断面を見る
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ー 上平滞新田遺跡-

25 Ala

雪冒_/
26 Albl

≡≡∃星影

32 Ela

S二約才
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ー 上平薄新田遺跡-

と器肉内は褐色である。

土師器蛮(第11図28-37 図版23・24) 28・29・30・31は、ロクロ不使用の長胴聾で、 28

は肩部段が形式化し、口緑は若干湾曲をもって外反する。口唇は上方に軽く引き出され、休部

調整工具を用い調整していて、肩部段も同様である。口緑、休部外面は縦方向の刷毛目、内面

は横ナデ調整である。 29は、肩部段は形式化し、口緑が「く」字状に外反、口唇は軽く上方に引

き出され、口緑内外と体内面は横ナデ、体外面は縦の刷毛目調整である。 30・31は、肩部無段

で、口縁の屈曲がゆるやかで湾曲しをがら外反する。口緑は内外とも横ナデ、休部外面は縦方

向のヘラケズリ、内面は刷毛目調整である。32は、ロクロ使用の長胴聾で口緑は「〈」字状に外反、

口唇を上方に引き出す、口緑は、内外とも桟ナデで休部内外は刷毛白状のロクロナデ調整である。

33・34・35・36は、ロクロ不使用の小形饗で、 33・鎚は、口緑「く」字状に外反し、口唇外側

に沼がある。口緑は内外とも横ナデ、休部外面はヘラケズリ、内面刷毛目調整である。 35は、

口緑「〈」字状に外反し、口唇を上方に軽く引き出す。休部の最大径は肩部付近にあり、調整は

33・鎚に類似する。 36は、口緑から口唇の形態が長胴蛮30・31に類似し、口緑内外とも横ナデ、

休部外面は肩部付近で刷毛目、以下でヘラケズリ調整とをる。

37は、ロクロ使用の小形饗で、口縁は「く」字状に短かく外反し口唇に変化は老い。口緑、体

内外面ともロクロナデ調整で、底部は回転糸切り無調整である。

0 5 10cm

S=約l/3

第I2図 2号竪穴住居跡出土壷

第12図38 (図版24)の土師器饗は、

上半を欠くため全体的な形態は不明

であるが、砲弾状の丸底で、体外面

には全体に叩き目があり火熱を受け

ている。

内面はあて工具痕が見られる。赤

褐色で焼成は良い。技法的には須恵

器の饗によく見られる技法に類似し

ている。

3号(Aj27)竪穴住居跡

l号住居跡の約2m南で褐色砂質シルト面(Ⅱ層)で検出されたが、削平が著しく璧高はほ

とんど牽く、辛くも床面が遺存していた。

遺 構(第13図 図版6)

〔重複〕北西隅をl号溝・南東隅から西壁へ3号溝が本遺構を切る。

〔平面形・規模〕平面形は、削平著しく明確さに欠けるが、東辺4・20m・西辺4・00m・南辺

3.50m ・北辺3.60mのやや南北に長い方形である。
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一 上平滞新田遺跡鵜

8 5
之 3巾

第i3図 3号(Aj27)竪穴住居跡実測図
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O 黒榔色上 シルト混合

7.5YR3/3 Il潤色上シルト黒色上混交

7.5YR3/2黒榔色上
ケ ン

7.5YR3/4 1膚的色上
々 シ

5YR3/2暗禍色上 々 〃

5YR3/4暗赤的色上シルト・燈!亮合

5YR3/6暗赤鮒色上 々 ケ

5YR2/3棒暗赤的色士

7.5Y随/2架翻色腐楠上

5YR3/3町協調色上境上

5YR3/3橿暗赤禍色上ヶ

10層とはば串】じだが焼けが強い

5YR4/6赤靭色砂質シルトと焼土

7.5YR2/3極略的色上 境!二含む

5YR2/3樹暗赤禍色I二シルト・鮎二混合

〔埋土〕 1層の黒褐色土と褐色シルトの混合土が全体に広がり、部分的に褐色シルトや黒褐

色土のブロックが入る状況が、検出面から床面まで達する。

〔床・壁〕床面は地山シルトをそのまま利用しほぼ平把である。壁は削平のため遺存状況が

不良で、壁高は高い部分で、 10ぐInであるが、東壁北半と北壁はほとんど認められない。

堕沿いに径10ぐlnで円形の小ピットが並ぶ、深さは20eInへ10佃のものまであるが、総じて浅く、

壁構築施設痕とも考えられるが明確ではをい。

〔柱穴〕床面に10数個の円形小ピ・ノトを認めるが、深さ10ぐln以下で柱穴はない。

〔かまど〕東壁南半の南東隅寄りに施設され、両袖は遺存するが状況は良くをい。左袖は川

原石を芯としシルトで固め、石神は黒褐色腐植土とシルトの混合土でつくっている。

焚日・燃焼部は、奥行70ぐl。 ・幅50eI∩-30cInで、焚口でわずかこ落ちこみ燃焼部から煙道へゆ

るやかに上るが、削平のため原形を留めるものか疑問である。なお、地山シルトを火床面とし

ている。煙道は遺存しないが壁から東1.10mに煙出部があり、南東部は後の撹乱を受けている

が、径30eI†lの円形で深さ的(・。l以上のものであると推定される。
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一 上平清新田遺跡-

なお、推定される煙道方「卸ま、真北に対し920束を向く。

0 5 10cm

S =約1/3

第I4図 3号竪穴住居跡出土遺物

4号(Bb27)竪穴住居跡

3号住居跡の南約3.5

mの段丘崖で、褐色砂

質シルト面(Ⅱ層)で

検出されたが、開田・

水路による侵食のため、

一部のみ遺存する。

理 工

1. 10YR2/2 製鶴亀上

2. 75YR2/2黒鶴亀士

栃少の炭あり

3. 10YR3/2黒禍色士

粒状のシルト・極少の輝あI/)

4. 10YR3/2黒約色士

3屑よりシルトが多い

5. 10YR3/4暗禍色上シルト 黒色主がまだら状に湿る
6. 10YR2/2 異郷色士

シルトのプロノク・炭・燈上・を含むi∴∴▲

遺 物

A類台付双耳杯(第14図39 図版24) 休部は

やや丸味をもって立ち上がり、口唇で若干外反す

る。内外面ともロクロナデによって整形した後、

ヘラケズリ調整をした耳を貼り付け、底部は回転

糸切り後、台をつけたものであり、床面中央から

ややかまど寄りで出土した。

墨(第14図40 図版6 ・24) 両端が欠けるた

め、本来の長さを知り得ないが、現存部分は11eln

ある。表面は剥離している部分もあるが、全体と

して遺存状況は良く、滑らかを加工面をもち、幅

2.1ぐIn・厚さ0.8eInを計る。かまど右袖部分と南壁

間の床面で出土した。

4号竪穴住居跡

◎

第i5図 4号(Bb27)竪穴住居跡・ 3号(Ba24)竪穴実測図
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ー 上平薄新田遺跡 一

遺 構(第15図 図版6)

〔重複〕北東隅の一部が3号竪穴と重複する。この部分は本遺構廃棄後、褐色シルトと黒褐

色土の混合土(埋土5層)で壁がつくられ3号竪穴が構築される。

〔平面形・規模〕一部の遺存なので全体の形状は不明であるが方形と推察される。遺存する

北辺は3.2mである。

〔埋土〕図示の6層単層である。黒褐色土に小豆大のシルトブロックと炭・焼土を含んでい

る。

〔床・壁〕床は褐色シル上面をそのまま利用しているが、面は汚れ生活痕を示し焼土と炭化

材が認められた。壁高は北壁西半で30eln、束半の3号竪穴と重複する部分で10clnで外傾する。

〔柱穴〕西寄りに径50e-n、深さ43e-nの円形ピットを認めるが、柱穴と言い得る確証は老い。

〔その他の施設〕確認できない。

遺 物

土師器蛮(第16図 図版25)の出土がある。ロクロ不使用で口緑は極端に短かく、外につま

み出すように外反し口唇の変化はな

い。口緑内外と休部内面は刷毛目、 41 Eld

休部外面はヘラケズリ調整で、一部

口緑まで及ぶ、器面は全体に粗で石

英を多く含む。

5号(Bj59)竪穴住居跡

NSO. EWO点の約12m東の段丘

崖にかかる地点で検出された。

検出面は木板や後世の撹乱嬢のため、

S=約万
0 5 10cm

第i6図 4号竪穴住居跡出土萎

東南隅付近を除き明瞭でなかった。開田・用水路等の侵食によって一部のみ遺存する。

遺 構(第17図 図版7)

〔重複〕 6号住居跡の北西隅を切る。

〔平面形・規模〕全体の形状は不明であるが、方形と推定される。束辺3m、南辺と北辺の

遺存部分はそれぞれ2.5m、 0.7mあり、西辺は遺存しない。

〔埋土〕黒褐色土を主体とし、褐色シルトの混入したものであったが、検出面での撹乱が著

しく、当初、遺構の確認に欠けたため、実測記録がなく詳細は不明である。

〔床・壁〕床面北半は褐色シルトをそのまま利用しているが、南半は一担掘り下げ黒褐色土

と褐色シルトの泥土を北半と同じ面まで埋め固めている。

一148-



ー上平澤新田遺跡-

田園 圏
▲

第17図 5号(Bj59)竪穴住居跡・ 6号(鍵62)竪穴住居跡実測図

壁高は、東壁40cIn、南壁30cln、北壁20elnで、東壁は比較的直に立つが南壁は崩れがみられる。

〔柱穴〕南東隅に径50eIn深さ20c-nの且と、北東隅で径30cln深さ18c-nのBを確認したが柱穴と

言い得る確証は老い。

〔かまど〕南壁遺布部の西半に地山シルトが削り出され袖状を呈する個所があり、ここに遺

物と礫が集中し、近くに焼土も認めたが断定できない。

遺 物

出土遺物はB類の士不3点がある。

B類杯(第18図42・43 図版25) 42 休部下端で丸味をもち、上は直線的に立ち上がり肩
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一 上平澤新田遺跡-

に段をもち口縁は外反し器高が高く、休部下端から

底部は手持へラケズリ調整を施し切り離し技法は不

明である。内面に漆状の付着物があり黒色を呈する

がロクロナデ痕が明瞭である。

43 直線的に外傾する摺鉢形で肩に段をもち口緑

は外反する。器面全体が摩滅のため粗になっており

底部切り離し技法は不明である。

図示した以外に、全体的形態は休部上半を欠くため

不明であるが、回転糸切り無調整の体下端部がある。

6号(Ca62)竪穴住居跡

42 Bla

43 B4b

0 5 10cm

S=約万

第18図 5号竪穴住居跡出土杯

5号住居跡の東南に隣接し黒褐色粘質土面(Ⅲ層)で検出され、西半は段丘崖に接し木根等

の撹乱で検出状況は明瞭でなかった。

遺・構(第17図 図版7 ・8)

〔重複〕北西隅が5号住居跡に、中央付近は南北に走る5 ・ 6号溝によって切られる。なお

6号港底は住居跡床面以下に達する。

〔平面形・規模〕完全に遺存する束辺が3.5m、床面の広がりとからみて一辺3.5m程の方形を

呈するものと推察される。

〔埋土〕 l ・ 2層は6号溝、 3層は5号溝埋土の黒褐色土、 5層は木板による撹乱黒色土が

大きなブロック状を呈するもので、いずれも全体的を広がりは老い。 4 ・ 6層は黒褐色土を主

体に植生痕が著しく草木根による撹乱をうけている。 7 ・ 8層が撰乱のない黒褐色土で7層は

東半全体に、壁ざれには8層が認められた。

〔床・壁〕床面は西半で木板等による若干の撹乱と溝による破壊はあるが、遺存部分は比較

的良好で、褐色シルト面をそのまま利用した堅く平坦をものである。

壁の遺存は東半と西辺の一部であるが、東半は退存が良く壁高は20e-nで垂直に近い。

〔柱穴〕確認できない。

〔かまど〕東壁北半の北東隅寄りに施設され遺存状況が良い。両袖は長径20eIn短径15eIn大の

川原石4へ5個を組み並べ芯材とし、その上にシルトを貼り固めて構築している。

焚日・燃焼部は若干掘りくぼめているが、地山を火床面とし火熱のため埋土13層にみられる

ように瓦礫状を呈している。燃焼部に数個の川原石を認めたが施設されたものではなく、支脚

石は確認できない。

燃焼部からゆるやかに立ち上がった頂点から東へ1mの煙道がのびる。幅30e-n深さ20-30ぐ---
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ー 上平澤新田遺跡易

で、束へゆるやかに下がり煙出部となる。煙出部は径40×50e-nの円形で検出面からの深さは35

cInあり、底は煙道より若干下がる。なお、煙道は真北に対し880束を向く。

〔その他の施設〕かまどの南に隣接する鼠は径48e-nX67c-n深さ18c-nの平面楕円であり、埋土

はl ・ 3層の黒褐色土があり、その間に暗褐色焼土があって土師器蛮片を含んでいる。

一方、 Bは中央に位置し、径70c-n深さ25e-n、平面円形と推定されるもので埋土は2へ6層ま

で認められ、黒褐色土・にぷい黄褐色シルトと黒色土の泥土等があり、 2 ・ 6層を除き土器の

小破片を含む。 E ・ Bとも埋土が互層で人為的に埋められた可能性があり、取では特に強い。

施設された位置から鼠は貯蔵穴的性格を推察できるが、瞳については不明である。

遺 物

B類杯1点・ C類士不2点・土師器長胴蛮2点・土師器小形蛮1点がある。

B類杯(第9図44 図版25) 体はやや丸味をもって立ち上がり、口緑でれすかに外反する、

器高は高く底径は小さい。底部の切り離しは回転糸切りで調整はない。

内外面とも灰褐色を呈し、一見A類の色調に似るが、口緑から体内面の一部にタール状の付

着物があり、更に器面の剥離が認められること、体外面に黒斑があること等から二次的火熱に

よる変色と考えられる。出土地点はかまど焚口付近である。

C類杯(第19図45・46 図版25) 45の体はやや丸味をもって立ち上がり、口緑でわずかに

外反する。内面調整は底で放射状に、休部から口緑は横方向へのヘラミガキである。底部切り

離しは調整と摩滅によって不明であり、調整技法も不明瞭であるが爪状の庄痕がある。この杯

は完形で鼠の北緑で出土した。

46もやや丸味をもった立ち上がりで口緑の変化はない。内面調整は底で放射状、休部で縦方

向、口緑で積方向のヘラミガキであり、底部切り離しは回転糸切り無調整である。

土師器蛮(第19図47へ49 図版25・26) 47・48はロクロ使用の長胴饗である。 47は口緑が

短かく強い屈曲で外反し口唇を上方に引き出す。外面調整は口緑と体上半でロクロナデ、特に

体上半ではロクロ痕が明瞭に残り、下半は縦方向のヘラケズリとなる。内面は口緑、休部とも

刷毛目調整である。 48も口縁は短か〈強い屈曲で外反し口唇を上下に引きだす。外面調整は口

緑をロクロナデ、肩部以下はロクロナデ後、斜方向の平行叩き目であり、内面は口縁・休部と

もロクロナデ調整である。

以上の他に、図示しをい長胴蛮片が2点ある。 l点はロクロ使用で、口緑が短かく外反、口

唇を上方に引き出し、外面は口緑でロクロナデ、肩部以下は縦のヘラケズリで、内面は口緑と

肩部近くはロクロナデ、以下はロクロナデ後、縦の刷毛目が部分的に認められる。

いま1点はロクロ不使用で、口緑は「く」字状に比較的強く外反し口唇に軽い沈線があり、肩

部段は形式化し無段に近い。外面は口緑で横ナデ、肩部以下は全面縦のヘラケズリで、内面は
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一上平澤新田遺跡一

口緑と肩部近くの一部で横ナデ、以下は縦の刷毛目である。

49はロクロ使用の小形聾で、口緑は極端に短かく外反し口唇を上下に引き出す。内外面とも

ロクロナデでロタロ痕が明瞭である。

7号(Ca68)竪穴住居跡

6号竪穴住居跡の東約2mの黒褐色粘質土面(Ⅲ層)で検出された。

遺 構(第20図 図版8)

〔重複〕毒し。

〔平面形・規模〕束辺2.5m.西辺2.7m.南辺3.Om.北辺2.7mを計る方形を呈している。

〔埋土〕 1-5層よりなる。 1層の黒色土は広く厚く堆積し一部床面まで遵する。この層は、

かまど埋土の1層と色調は若干異なるが、連続するものと考えてよい。壁沿いには2 ・ 4 ・ 5

層を認め、混入物に多少の相違を見るが、いずれも黒色土で1層以前の堆積である。 3層は、

かまど焚口付近で最も厚く、南半部一帯に広がる黒色土、焼土の泥土で、かまど埋土3層に連

続する。

6層は、床面以下で黒褐色土・シルトの混合で、床の構築土であって直接的な住居跡の埋土

ではない。

〔床・壁〕床面は、北西の一部で地山(Ⅳ層)をそのまま利用しているが、床面積の約%ほ

どは一担地山を掘りこんだ後、前項で述べた6層に相当する土を埋め床面としている。

壁の遺存状況は良く、壁高は40へ45eInを計り、やや外に傾く立ち上がりである。

〔柱穴〕確認できをい。

〔かまど〕南壁東半の南東隅寄りに施設されている。袖は左のみ退存するが褐色シルトと黒

色土の混合土を固め構築し、川原石等の芯材は認められ老い。焚口・燃焼部は46eInX50e-nほど

の円形の範囲で地山火床が認められ若干の落ちこみがある。燃焼部かられすかに立ち上がって

煙道と曇る。煙道は、長さ88cIn ・幅53eInで底はほぼ平姐である。煙出部は径50elnX58cInの円形

で、検出面からの深さ55eIn ・煙道底面からは25eInある。

なお、真北に対する煙道方向は1950南を向く。

〔その他の施設〕西半西壁近くの床面で、径40c-nX50e-nの円形プランをもち、深さ25eInのE

が検出された。ピット東壁部に青灰色精土が付着し、埋土は、上から暗褐色の焼土・黒色土・

シルトの泥土層とシルト・黒色土の泥土層の二層からなる。性格は不明である。

遺 物

A類杯2点、 B類士不2点、土師器長胴蟄4点、須恵器蛮片2個体分の出土である。

A類杯(第21図50 図版26) 50 休部がやや丸味をもった立ち上がりで口縁部はわずかに
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ー上平澤新田適跡-

第20図 7号(Ca36)堅穴住居跡実測図

題

かまど・構造埋上

l. 10YR2/2 黒的色土 煙!二・炭化物シルトのプロノブもり

2. 7.5YR2/l 黒色土 ヶ ヶ

3. 10YR2/2黒的色土黒色七・シルト・燈七混合土

4・ 10YR2/3黒禍色土黒色土・シルト混合土
5. 7.5 YR 黒禍色王黒色七・雄二と混合土

6. 10YR2/l 黒色上

住居跡埴土

1・ 10YR2/l黒色王様・炭・シルトのプロノクあり

2・ 7・軍YRl.7/1紫色七炭・焼上若干含む

3・ 10YR2/2黒榔色仁燈土湿る

4. 10YRl.7/1黒色と

5. 10YR2/l黒色上l席よりシルトのプロメタ多い
6・ 10YR2/2照禍色七 シルトの泥土

(6廟よ床面以下)

外反し、底部回転糸切り無調整である。図示をいものに、一部体下端と底部のみ残存し、底部

回転糸切り無調整のものが1点ある。

B類杯(第21図51・52 図版26) 51はやや丸味を持った立ち上がりで口緑部の変化はない。,

底部切り離し技法は摩滅のため不明である。 52は直線的を立ち上がりで口緑部の変化はなく、

口径に対する底径・器高比が大きい。底部は回転へラ切りで休部下端から底部を手持へラケズ

リ調整している。

土師器蜜(第21図53へ55 第22図56 図版26・27) いずれも長胴饗、第21図53・最=まロク

ロ不使用のものである。 53は口緑ゆるやかを屈曲で外反し口唇が薄くなる。肩部段は見られず、

外面は口緑で横ナデ、休部は上半肩部近くは縦の刷毛目、以下は縦のヘラケズリであり、内面

は口緑で横ナデ、休部は横を主体とする刷毛目である。 54は口緑がゆるやかを屈曲で湾曲ぎみ
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50 A2b

モ≡≡∃ ≡ク

51 B4a

‾〇〇二三三

.∴

53 EIc

54 EIc

0 5 10cm

S=約l/3
第2I図 7号竪穴住居跡出土遺物
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0 5 10cm

S=約1/3

重量星星星重
篤22図 7号竪穴住居跡出土遺物
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ー 上平澤新田遺跡-

に外反し口唇は薄くなる。肩部段はをく、外面は口緑で横ナデ、休部は縦を主体とする荒い刷

毛目であり、内面は口緑で横ナデ、休部は横方向の荒い刷毛目である。

第21図55・第22図56はロクロ使用のものである。 55は口緑が短かく外反し口唇を上方に引き

出す。外面は口緑でロクロナデ、休部の肩部近くはロクロナデで、以下は縦のヘラケズリをも

っ、内面の口緑はロクロナデ、休部は桟の刷毛目調整である。 56は口緑が「〈」字状に外反し、

口唇を上方に引き出す。外面は口緑から休部上半にロクロナデ後の叩き目があり、下半ばへラ

ケズリとなり、内面は口緑・休部ともロクロナデ調整である。

須恵器蛮(第22図57・58) 57は外面の色調が極暗赤褐色、断面と内面は橙色を呈し、外面

は平行叩き白文、内面に青海波状の庄痕をもつ。 58は内外面とも橙の色調を呈するが、焼成は

完全な須恵器であって丸底大審の底の一部である。外面は格子目文、内面はあて工具による平

行波線文である。外面に炎による二次火熱痕とみられる暗赤褐色を呈する部分がある。なお、

出土地点はかまど燃焼部内である。

8号(○○68-I)竪穴住居跡

6号住居跡の南約3mの黒褐色糖質土面(Ⅲ層)で検出された。検出面での状況は重複する

5 ・ 6号溝以東のみが明瞭で、他は段丘崖沿いの木根等による撹乱のためはっきりせず、検出

面も10。-n以上低く看る。当初9号竪穴住居跡との重複を予見できなかった。

遺 構(第23図 図版8)

〔重複〕 9号住居跡と重複する。前述のように当初の検出面では予見できなかったが、西半

を下げる中で確認し、更に埋土と床の状況から9号竪穴住居跡より新しいと推察した。

また、 23号土塊を切り、 5 ・ 6号溝に切られる。

〔平面形・規模〕完全に遺存する東辺は3.3m、北辺は3・Om、南辺0・5mの遺存で西辺は不明

であるが、東辺から推定して一辺3.3m規模の方形であったとみられる。

〔埋土〕 1へ3層の黒褐色土は直接的には5 ・ 6号溝の埋土で22へ24層の黒褐色・極暗褐

色土は溝の掘さくや段丘崖沿いのため動いたもので特に24層の撹乱は著しい。遺構の直接的

な埋土として4層の黒褐色土を中に東壁沿いに5へ7層の極暗褐色土・黒褐色土が斜めに入り

こむ、南壁沿いの9号住居跡且・瞳を覆う9-17層は暗褐色のシルトと黒色土の混合土や暗赤

褐色のシルトと焼土の混土、黒色土に粘土混りの層等が互層状に近い状況でみられることは人

為的なものと推察する。この部分は第23図鼠付近に点線で示した範囲に広がり、その北縁は、

遇存する南壁の延長線上にほぼのる。したがって、壁構築のための積土かと考えられる。

〔床・壁〕床の東半は、 9号住居跡の東壁から1へ1・5m束に広げている。この部分の北半は

地山シルトを床面とし、南半では一担地山シルトを掘りこんだ後、黒褐色土とシルトの混土を
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評や∴ ,脈∴叫

8号住居跡

8
1
2
3
4
5
6
7
8
9
的
u
1
 
2
1
 
3
1
 
4
1
 
5
1
 
6
1
 
7
1
 
8
1
 
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4

皐

9号i結く旧く瑞加担上

7.5Y陀/2 黒鵠色上

7.5YR2/2 黒鵠色上 シルト的有

7.5YR2/3櫛暗鵠色上

7.5YR3/2隷薄色上

7.5YR2/3極時的色上

7.5YR2/3極暗鵬色上 シルト含む

る9網跡

l/つ

7.5YR2/2 黒鵠色上

7.5YR4/4薄色ト ンルト・黒色上混合

10YR3/4暗鵠色上 ヶ∴∴∴∴ケ

7.5YR2/3靭暗靭色上

7.5YR4/3暗網色シルト

9層とほぼ同じ

7.5YR3/3暗謝色上黒色上"シ)レト混合

5YR3/6暗赤禍色 シルト・焼上

10YR3/2隷薄色上欄上混り

7.5YR3/4 I冊母色上 シルト・黒色上混り

5YR2/3樺暗赤縄色上黒色上・シルト・焼

7.5YR2/3極時制色上黒色上・シルト・焼

7.5YR3/2黒靭色上黒色上・シルト

7.5YR2/2 黒補色上

7.5YR3/3暗網色上

10YR3/2黒網色士 人

7.5YR2/2墨縄色上

7.5YR2/3 靭暗鵠色上

拇乱が詳しい

8号竪穴住居跡焔2かまと堪

1・ 7.5YR5/3帰郷色上

2. 7.5YR3/4暗榔色上

ど告荒だ催雑読十-,。,ク
5・ 5YR2/4棒暗赤薄色上黒色上・シ

煉上混合
6・ ⅣR3/4 に/;い赤縄色l黒む上・シ

燈土龍合
7・ 5YR2/2黒禍色f二

8・ 5YR3/3幌網色と黒色上シしト・境
9・ 5YR3/3暗赤榔色士黒色士 8層より精
10・ 5YR2/3極暗赤鵠色上黒色上・らしト.

1l・ 5YR3/4にふい赤禍色上6楢と揮似
12・ 5YR2/4柳i†赤恥色上

F

12 10 7

第23図 8号(Cc68- i )竪穴住居跡・ 9号(C。68-Ⅱ)竪穴住居跡実測図
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ー 上平滞新田遺跡一

一定面まで埋め固め床面としている。西半は9号住居跡の床面上に約7c-nの厚さで黒色土とシ

ルトの混合土を敷き固めている。

壁は東半部分で比較的遺存状況が良く、壁高35eInを計り直に近い立ち上がりである。西半部

分は港や撹乱のためほとんど不明に近いが、前述の封寸近の埋土と8層の褐色土が西端で若干

高まる部分が壁の痕跡を示すものとも考えられる。

〔柱穴〕確認できない。

〔かまど〕 No.1かまど 東壁南半のやや南東隅寄りに施設されている。煙道・煙出部分のみ

の遺存で煙道は床画より23e-n直に上がり、更に束へゆるやかに上って後、水平にのび煙出に達

する。煙道部は長さ85eIn、幅20e-n、検出面からの深さは7へ15c-nを計る。煙出部は40×40c-nの

円形プランで、検出面からは40c-n、煙道底部から33e-nの深さである。

N。.2かまど 南壁東半の中央と推察される位置に施設され、袖はシルトと黒褐色土の泥土で

固め、左袖の大半と右袖の一部が遺存する。焚口から燃焼部とゆるやか二上がり、その頂点から

煙道となる。煙道は幅25へ30eIn、検出面から15へ22e-nの深さで南に向って30e-nの長さをゆるや

かに下がり、更に50c-nを水平にのびて煙出部に達する。煙出部は一部を6号港によって切られて

おり、プランは明瞭でか、が円形と推察される。深さは検出面から40e-n、煙道底部から20e-nを計

る。をお、比較的上にこぶし大の礫が10個ほど詰っていた。

N。.1 ・ 2の関係はN。.2が新しく、真北ば寸しNo.1は東へ103〇、 N〇・2は189o商を向く。

〔その他の施設〕認めをい。

遺 物

B類士不4点、土師器長胴饗1点、小形蛮1点、刀子1点が出土した。

B類杯(第25図62へ65 図版27) 62 丸味をもった立ち上がりで体外面にロクロ調整によ

る桜がみられ、底部切り離し技法はヘラナデ調整のため不明である。 63 やや丸味をもつ立ち

上がりで口縁部はわずか二外反し底部外面と内面に黒斑が認められる。回転糸切り無調整であ

る。 64・65の土不は、丸味をもって立ち上がり口緑部は比較的長く大きく外反し器形にゆがみが

ある。色調は浅黄橙系統で一般に軟質で胎土は密であり、底部切離し技法は回転糸切り無調整で

ある。 64は口緑内部の一部にタール状の付着物があり、外面に煤をうけた様相である。なお、

この2点の抑ま、 9号竪穴住居跡出土の66-68杯と器の大小の差はあるが類似する点が多い。

土師器蛮(第26図70・72 図版28) 70 ロクロ不使用の長胴饗で口縁は「〈」字状に外反

し口唇の変化はなく、頸部段は形式化する。外面調整は口緑で模ナデ、肩部以下は縦のヘラケ

ズリであり、内面は口縁、休部とも横ナデである。

72 ロクロ使用の小形饗で口緑は「〈」字状に短かく外反し口唇に変化はない。内外ともロ

クロナデで、底部は回転糸切り無調整である。
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一 上平樺新田遺跡一

刀子(第24図 図版27)

No.1かまど煙道内から出土してい

る。現存の長さ13e-n、刀身部で7.7

e-n、幅1e-nあり、刀身部の断面は刃

部で鋭く背は平把である。

59

5cm

S=約1/2

第24図 8号竪穴住居跡出土刀子
9号(Cc68-Ⅱ)竪穴住居跡

8号住居跡を検出する過程の中で確認したものであり、検出状況は8号竪穴住居跡の項を参

照されたい。

遺 構(第23図 図版8)

〔重複〕 8号住居跡より古い。

〔平面形・規模〕各辺とも完全を遺存ではをいが、確認できるのは束辺で3.5m、西辺は不明、

南辺3.2m、北辺3.Omであり、一辺3.5m規模の方形と推察される。

〔埋土〕床面直上に、 8号住居跡の床を構築するための黒色土とシルトの混合土があり、西端

は段丘崖で撹乱の著しい黒褐色土である。

〔床・壁〕床は一部分を除き、一担地山シルトを掘りこんだ後、黒褐色土とシルトの混土を

埋め固めて構築しており、焼土1付近の床構築土には土器片を多く含む。

壁の遺存状態は良くなく、南・北壁とも溝・木板等による撹乱があり、西壁は段丘崖、水路

によって削られて痕跡をとどめない。東壁は8号住居跡束半の床面と10e-nの段差をもってその

痕跡を威す。壁高は比較的状況の良い北東隅で検出面から45ぐ-n、南・北壁で20eInを計る。

〔柱穴〕 Eへ恥の小ピ、ノトを検出した中で、鼠と勤ま南壁に位置しその間1.7mあり、 Rは径

40×50e-n、深さ15e-n、勤ま径30×50e-n、深さ20ぐ-nあって柱穴の可能性もあるが確証に欠ける。

〔かまど〕確認できないが、床面に焼土1 ・ 2が認められ、それぞれ焼土の堆積と床に直接

火熱をうけている。特に焼土1では南半部分が橙色を呈し、瓦礫状になっていることから、ここ

にかまどが位置した可能性はあるが確証はない。

〔その他の施設〕前述した且と鼠を除き、 B・瞳は径20eIn、深さ10e-n、耳・勘ま径30。,n、深

さ15e-nを計る。 E ・エロよ南壁沿いにEと且の間に位置し、相互に関連することも考えられる。

勘ま北西に、恥ま南東隅近くに位置する。柱穴でないとするならば、鼠・蹴も含め、これらの

小ピ、ソトの性格は不明である。

遺 物

A類土不2点、 B類杯3点、 C類杯1点、土師器蛮1点、その他に須恵器蛮片が出土した。

A類杯(第25図60・61図版27) 60はやや丸味をもった立ち上がりで口緑部はねずかこ
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ー 上平滞新田遺跡一

外反する。底部回転糸切り無調整、休部の2ヵ所に墨書を認めるが、いずれも判読できか、。

両墨書は等運びからみて天地が異るものと思われる。

61の抑ま器形が58に似る。底部の残存は約3分のlであるが回転糸切り無調整と観察される。

B類杯(第25図66へ68 図版27・28) 66へ68の掬ま、器の大小の差はあるが類似し、体は

丸味をもつ立ち上がりで口緑部が比較的長く大きく外反し、話形がゆがんでいる。色調は浅黄

橙系統で一般に軟質で胎土は密である○底部切り離し技法は回転糸切り無調整で66は体内部

に連結した爪状の庄痕が認められ、 E内の出土である。 65は二次的火熱によって内外面に淡赤

褐色に変色した部分と煤状の黒変を認める。

なお、これらの は8号住居跡出土の64・65の土木と類似するとともに、この類のものは本調査

地検出の住居跡では他に認められない。

c類杯綿25図69 図版28)直線的な立ち上がりでロク口癖が明瞭で器高が高く口緑は

直口ぎみである。内面調整は底部で放射状、体部は横とおすかこ縦へのヘラミガキ、口緑は横

ナデを施している。

土師器蛮(第26図71図版28)ロクロ使用の長胴聾で口緑は短かく外反し、口唇を上方

に引き出す。外面調整は、口緑と肩部近くで荒いロクロナデ、以下は先の鋭い工具を用い、縦

方向に刻み状のケズl)を施す。内面は口緑とロクロナデ、体部は上で横方向、下で縦方向の刷

毛白状のナデであって、内外面には朱が塗られている。

須恵器蛮 第26図72に示した拓影の他に2点の破片がある。いずれも大形蛮(あるいは壷)

の破片で3点とも外面は刻みのある工具による平行叩き目文で一部格子目状になっている。

内面は無文のあて工具を用いている○焼成、胎土とも普通で色調は灰色を呈し器厚は0・5e-nあ

る。出土地点は床面とその直上の埋土(8号竪穴住居跡床構築土)であり、 3片とも同一個体

の可能性もある。
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一 士平滑新聞違跡 -

60 A2b

61 A2b

ノ
62 Blb

\三〇-、ク

63 B3e

65 B3b)

因星星星図

66 B3b2

67 B3bl

日昌豊国図

68 B3b2

函豊国囲

69 B2a

0 5 10cm

Sこ約l/3

第25図 8 ・ 9号竪穴住居跡出土成杯
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一 上平帯新田遺跡-

72 F2b

73

i

0 5 10cm

第26図 8 ・ 9号竪穴住居跡出土蜜 S=組/3
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ー 上平澤新田遺跡-

IO号(Ce68)竪穴住居跡

7号住居跡の南約13mの褐色砂質シルト面(Ⅱ層)で検出された。検出状況は比較的良好で

あった。

遺 構(第27図 図版9)

〔重複〕西外側に弧状に張り出した部分があり、増築の可能性もあるが積極的根拠に欠ける。

共通埋土をもっていることから本住居跡の一部であることは疑いない。

〔平面形・規模〕西側に弧状のふくらみをもつ五角形状を呈するが、基本形は方形と考えら

れる。束辺2.4m・西辺の弦部分が2.5mあり、その中ノ」、から70eIn西へ張り出す。南辺2.3m・北

辺2.3mを計る。

かまど坤立

1. 10YR2/2 慢網色上

2. 10YR3/1聖榔色上 シルト混合

3. 2.5YR2/1型榊色上 シルト混合

4. 7.5YR2/2 黒網色上場上混合

阜謹書認諾轟議告捨上靴物混合
7. 10YR3/2 鳩鮒色上 シルト混合

8. 5YR3/4 樺暗㈹色暁子∴黒色上湿る

竪穴住居跡壇上

l. 7.5YR2/2埋網色上 炭化物・燈上・礫が若干混入

味雨下
2.ナ5YR2/1黒色土

3. 2.5YR3/l 里榊色 シルト・黒色上混合上

8

第27図iO号(Ce68)竪穴住居跡実測図
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ー上平薄新田遺跡鵜

〔埋土〕 1 ・2層からなる。 1層の黒褐色土は、炭化物・焼土・礫と焼土混りのシルトブロ

ックを若干含んでおり、ほぼ全体に広がり床面まで達する0 2層の黒褐色土は1層のような混

入物がなく、南壁から東壁沿いと南壁近くの床面上にわずかに見られる。

〔床・壁〕床の構築は西の張り出し部分を除き、一担地山を掘りこんだ後、シルトと黒褐色

土の泥土を埋め固めておりほぼ平坦である。張り出し部分は地山シルトを直接利用したもので

8eInの高低差をもつ二段状を呈しているが、意図的なものかは不明であり、埋土には壁の崩壊

を示す状況が見られか。なお、張り出し部分と他の床面とに高低差があり、 5cIn張り出し部

分が5cm高い。

壁の立ち上がりは全体的に外傾ぎみであり、遺存状況は良い○壁高は北壁中央で30eIn、張り

出し部分で15eInを計る。

〔柱穴〕確認できない。

〔かまど〕南壁の南東隅に近く施設されている。右袖はほとんど遺存せず左袖の一部分が退

存するのみでシルトで構築したものである。焚口から燃焼部に相当するところは、径50eInX

55clnの浅い落ちこみがあり火熱を受けていた。煙道は長さ1m、幅25。-nでゆるやかこ立ち上が

り中半から水平になって煙出に達する。煙出のプランは径37e-nX40elnの円形で深さは検出面

から20c-n、煙道底面から15eInを計る。

なお、煙道は真北に対し南2000である。

〔その他の施設〕ビットE-耳を床面で検出した。且は径20e-nX25e,n、深さ7。Inあり、以下、

R.不整形で深さ7cm、 R.35c-nX45cm. 8cln、 R.65c-nX95。m. 12。In、 Ft.53。mX55.m. 17

C-n、跳・29e-nX32eIn・ 9e-n、胃・56e-nX77e-n・ 15c-nのようを規模をもち、埋土はR ・鼠を除き、

黒褐色土を主体としている。工手勤ま黒褐色土およびシルトの層、あるいは、シルトと黒褐色

土の混土層をもち、床構築の際の埋土をビットと誤認した可能性が強い。且・鼠・丑へ勤ま性

格は不明である。

遺 物

A類杯1点、 B類士不2点、土師器鉢1点、土師器蛮2点、須恵器蓋1点、須恵器蛮1点が出

土した。

A類杯(第28図74 図版29) やや丸味をもった立ち上がりで口緑部は外反し、内側に稜を

もつ、口緑の一部に重ね焼き痕があり、底部回転糸切り無調整である。

B類杯(第28図75・76 図版29) 75 やや丸味をもった立ち上がりで口緑部はわずかこ外

反し、底部回転糸切り無調整である。 76 丸味をもった立ち上がりで口緑部がれずかこ外反、

器高が高く底径と近似の数値を示す。

土師器鉢(第28図77 図版29) ロクロ使用で口緑部はねずかこ外反し、肩部にかすかを陵
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ー 上平帯新田遺跡鵜

臆臆臆臆臆臆臆臆,-

一言三二〇‾

78 Elal

0 5 10cm

第28図IO号竪穴住居跡出土遺物実測図
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をもつ、外面調整は口緑部で横ナデ、休部上半は桟ナデ後、斜方向の刷毛白状ナデと下半では

へラケズリとなる。内面は、口緑近くで横ナデで下半は桟方向の刷毛目となる。焼成・胎土と

も普通で色調は褐色であるが、肩部近く一帯に煤状の付着が見られる。

土師器蛮(第28図78・79 図版29) 78 ロクロ不使用の長胴饗で口緑は「く」字状にかる

〈外反し口唇を上方にかろく引き出す。肩部段は形式化され外面調整は口緑で横ナデ、肩部付

近で縦の刷毛目があり、以下は縦方向のヘラナデまたはへラケズリとなる。内面は口緑で横ナ

デ、休部で不定方向の刷毛目となる。 79 ロクロ不使用の小形聾で、口緑は「・く」字状に外反し

口唇の外側に沼がある。外面は口緑で桟ナデ、休部は縦方向の荒いヘラケズリである。内面は

口緑部で横ナチ休部は桟方向を主体とする刷毛目である。体外面と口縁の一部が二次火熱によ

ると思おれる黒色または灰色の変色を呈する。なお、底部には葉状の敷物の厄病の上に、細い

刻線を4本平行につけ、周りにヘラケズー)調整を施している○出土地点はかまど焚口の焼土内

からである。

須恵器蓋(第28図80 図版29)約3分の1ほどの破片で推定口径15。,n ・器高3.7。-nあり、焼

成は良く、胎土は普通、色調は黄灰色を呈する○口緑部は欠損し不明、天井部にロクロナデ痕

がある。

須恵器蜜(第28図81図版29)蛮(あるいは壷)の頸部破片である。口径約16.5。-n、頸高5

e-nで内外ともロクロナデ調整をなし、外面は自然袖によって黒色を内面は灰色を呈している。

焼成は堅く、胎土は良い。

=号(Cg77)竪穴住居跡

10号住居跡の南東約10m、本調査地の最南端の段丘沿いに位置する。土取りのため検出面の

荒れが敷しく、散乱する焼土と水道管埋設により一部破壊されたNo.1煙道の確認から遺構の存

在を知った。

遺 構(第29図 図版9)

〔重複〕新旧2時期の生活面があり、 l期めの生活面に貼り床し、更に東側を一部拡張して

2期めの新しい生活面が認められた。したがって、 1期(旧) ・2期(新)とを各また、 6号

溝が東西に切っているが床面には達しをい。

〔平面形・規模〕 1期は束辺3・3m.西辺3.2m.南辺2.8m.北辺2.8mで南北にやや長い方形

であり、 2期は1期の東壁を東に張り出させるように一部拡張したため、 1期に比較し若干広

くなる。

〔埋土〕黒褐色土を主体とした1へ5層であるが、黒色土とシルトの混合の比率が多少異な

る0 1層はシルトの比率が非常に多く、北西部に広がる。その下3層は黒色土・焼土・炭の混
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ー 上平薄新田遺跡-

堰 上

1. 7.5YR2/2 里裾色十 シルト・黒色上混上

2. 10YR2/2 :l潤色l∴ Il池上・シルト混上

3. 7.5YR3/2 黒鵬色土 鳩上・炭は黒色上混上

4. 10YR2/2墨縄色士 シルト・黒色上混上

5. 10YR3/2黒海色土 シルト・黒色上混上

▲

水道管増設溝

第29図11号(Cg77)竪穴住居跡実測図

合で焼土と炭が多くレンズ状堆積を示すが、 1・3層とも人為的掘りこみに埋めた可能性が強く

3層は焚火痕とも思おれる。

埋土の主流は4層の黒褐色土でほぼ全体に広がる。シルトに若干の黒色土を混る5層が東壁

や南壁沿いに見られる。

〔床・壁〕 1期の床は、一拍地山を掘りこんだ後、黒褐色土とシルトの泥土を一定面まで埋

め固めて構築しており、 2期は、 l期の床上に黒褐色土とシルトの混土に焼土・炭を含んだ約

5e-¶の貼りがあり、その上面を床としていて、東側拡張部分は地山シルト面をそのまま利用し

ている。

壁は東壁を除き1 ・ 2期とも共通し、壁高は南壁中央で、 1期35e-n・ 2期30e-nあって外傾ぎ

みである。 2期東壁は1期東壁よりも約30c-n束になり、最近の土取りのため、ほとんど破壊さ

れ痕跡を残す程度である。 1期の東壁は、 2期拡張部分と1期床面との段差約6e-nとして残存

している。
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一 上平澤新田遺跡-

〔柱穴〕 1期床面検出の鼠・畔が柱穴状を呈する。勤ま径27c-n ・深さ20elnで、エロま径20。,nX

35e-nの双円状で、北側で18cmの深さであるが、いずれも柱穴としての確証はを〈 、 2期では確

認できなかった。

〔かまど〕 1 ・ 2期あわせて3基を認めた。No.1かまど、北壁中央より若干東寄りの2期貼

土上に施設され、両袖ともこぶし大の礫数個を芯材として用い、シルトと黒褐色土の混合土で

固めている。焚口・燃焼部はわずかをくぼみをもち、更に、北へゆるやかを傾斜で高くをり、

支脚石を認め、焚口付近では火熱によって瓦礫状を呈する部分もある。煙道へは10e-nで急を立

ち上がりで、現存の長さ75cln ・幅15clnの煙道が北にのびる。煙出は水道管埋設溝により破壊さ

れ不明である。なお、煙道方向は真北に対し40o東になる。

No.2かまど、東壁の東南隅の近くに施設されているが、破壊がひどく、右袖と推察されるシ

ルトの削り出しの存在と、焚口・燃焼部と推察される焼土の堆積と火熱病が、 2期床面から下

へ落ちこみ認められたことから、かまどと推定した。土取りのために大半が破壊され、全貌を

知り得ないが、 2期に伴うかまどである可能性が強い。

No.3かまど、東壁の北東隅寄りに施設されたものが、 2期拡張時に取り除かれ煙道と煙出の

み過存する。トンネル状の煙道で径18cm、現存の長さ35cmで円筒状に束にのび煙出に達する。

煙出は円形プランを呈し、径30cmX35Cm、深さは検出面から44cm、煙道底から18cmを計る。真

北に対する煙道方向は115o東を向く。

以上、 No.2には推定的な面が強いが、かまどとして肯定した場合、 No.l-3かまどの新旧関

係は、古いものから順に1期のNo.3→2期のNo.2→No.1となる。

〔その他の施設〕且へ暁のピットを検出した。 R・勘ま2期床面で、他は1期床面で確認さ

れた。 P.は径1.3mXl.5mの楷円形状で深さ30cmある、墜および底は不整で、覆土は暗褐色土

に炭と焼土を若干含んでいて上面は柔かく床面とは考えにくい。したがって、時期と掘りこみ

面は不明であるが竪穴住居跡廃棄後に掘りこまれた可能性が強い。蹄は30elnX50eInの楕円で深

さ8elnあり、上部は削平をうけており、本来もっと深いものである。位置的にはNo.2かまどに

隣接し、貯蔵穴的性格も考えられる。

臓は径40cInX45eInの円形、深さ16cInで、位置的にはNo.3かまどに関係する貯蔵穴的性格も考

えらる。且・蹄については柱穴の項で述べた通りである。

住居跡外に蹄を検出したが、径50eInX75clnの楕円、深さ30elnあり、埋土は黒色土・焼土の混

る褐色土・赤褐色土とシルト・黒色土の混る暗褐色土が、土師器聾の小破片を含んで不整状に

埋められたもので、性格と住居跡との関係は不明である。

遺 物

出土遺物は、いずれも2期めに関係したもので、 B類士不3点、台何杯l点、土師諸悪2点であ
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一 上平薄新田遺跡-

82 B3al

≡≡∃ ≡ヲ
84 B3al

≡∃三男
86 Fld

巨∃≡

83 B3al

巨星董星図

函重要国
87 F2c

0 5 10m s=約㍍

第30図 日号竪穴住居跡出土遺物

る。

B類杯(第30図82へ84 図版30) 82 やや丸味をもった立ち上がりで口緑部はほとんど直

口に近い。底部は回転糸切り無調整、内面底部・口緑部等で二次加熱によるとみられる器面の

剥離があり、外面にも黒の変色部分がある。 No.1かまど袖からの出土である。 83 やや丸味を

もつ立ち上がりで口縁部はねずかに外反、底部は回転糸切り無調整であり、外面に二次火熱に

よるとみられる赤の変色部分がある。 No.1かまど内からの出土である。 84 器形は83に類似し、

底部回転糸切り無調整、内外面に二次火熱によるとみられる赤と黒の変色部分があり、床面直

上の埋土からの出土であるが、本遺構に関係すると見たい。

B類台付杯(第30図85 図版30) 休部は直線的に大きく開き口緑はやや外反し、士不部は浅

くむしろ皿状を呈する。底部回転糸切り後、台を貼り付けたもので、台は外反ざみに下に開く。

色調は黄橙であり、台内面に煤状の付着物が認められる。床面上の埋土出土だが、本遺構と関
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一 上平滞新田遺跡一

係するものと見たい。

土師器蜜(第30図86・87 図版30) 86 ロクロ使用の長胴饗で口緑は極端に短か〈外反

し口唇を上下に引き出している。口緑・肩部付近はロクロナデ調整を認めるが、他は器面が粗

く不明で、内面はロクロ.ナデに部分的なヘラナデ痕がある。 No.1かまど内の出土である。

87 ロクロ使用の小形饗で口緑が短く「く」字状に外反し、口唇を上方に引き出す。内外面と

もロクロナデ調整で底部は回転糸切り無調整である。外面底部から口緑に二次火熱によると

みられる赤色変化と外面肩部付近、口緑内側の一部に煤状の付着物がある。床面直上埋土から

の出土である。

(2)竪 穴

地山を掘りこんだいれゆる竪穴であるが、かまど・柱六・遺物等を欠き住居跡と決定づけ得

ない遺構を竪穴とした。

I号(Ad2I)竪穴(第31図)

l. 10YR2/l
黒色上シ/レトフ。ノブ混入

B

第3i図1号(Ad21)竪穴実測図

一17l
一

1号住居跡の北東約8

mに位置し、褐色砂質シ

ルト面(Ⅱ層)で検出さ

れた。遺物の共伴を〈時

期は不明である。

〔重複〕 なし。

〔平面形・規模〕東・

西辺が2.5m、南辺2.2m、

北辺2.Omを計り、やや南

北に長い方形を呈する。

〔埋土〕黒色土に径0.5

elnへ2ぐln大のシルトのブ

ロックが散在する単層の

みである。

〔床・壁〕床は地山シ

ルト面そのままで、北半

では木板の撹乱で多少の

凹凸を見るが、ほぼ平坦

であり堅くない。



一 上平樺新田遺跡一

堂の立ち上がりは外傾し壁高は10cmである。

〔その他の施設〕なし。

2号(Ba30)竪穴(第32図 図版10)

3号住居跡の南東約5mの段丘崖沿いで褐色砂質シルト面(Ⅱ層)で検出された。遺物の共

伴はなく時期は不明である。

〔重複〕北壁の一部分が4号溝に切られる。

〔平面形・規模〕北西隅が調査地外、南西隅は水路等による後世の開析で欠け不明である。

知り得る範囲での計測によれば、東辺1.8m、西・南辺0.5m、西辺0.9mであって、東壁を基準

に一般的形態を考えれば、東・西辺l.8m、・南・北辺1.3mの南北に長い長方形と推察できるo

〔埋土〕記録せず不明

〔床・壁〕床面は地山

シルトがそのまま用いら

れていて竪〈、南にゆる

やかこ傾斜する。南北の

高低差は約10clnである。

しかし、面的には凹凸

がみられない。

壁は外傾するが、上は

削平されている可能性が

強く、最も高いところで

15elnである。

〔その他の施設〕北半

の床面士に南北50cm、東

西85eInの弧状に広がる焼

調
査
区
外

第32図 2号(Ba30)竪穴実測図

土の堆積が厚さ約5eI調で

認められ、堆積焼土を除去した下の面は直接火熱をうけていることから、地床炉的な性格も考

えられる。

3号(Ba24)竪穴(第15図 図版10)

4号竪穴住居跡に接する段丘崖近くの褐色砂質シルト面(Ⅱ層)で検出され、遺物は共伴し

ない。
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